


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０




　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かは、容姿端麗で成績優秀な学園のアイドルだ。

　何か光り輝く粒子でも放っているんじゃないかってくらいにさらさらな髪、空に浮かぶストロベリームーンみたいにぱっちりとした琥こ珀はく色の瞳、ほんのりと色付いた桜色の唇。まさに見た目は女神の一言である。

　成績は極めて優秀。入学試験もほぼ満点の首席合格で、入学式で新入生代表として挨拶をしたりもした。

　加えて〝アキバ系〟に関する知識も豊富であると言われている。

　まさに完璧超人始祖の化身と言ってもいいくらいの完全無欠っぷりなのだ。

　だけどそんな彼女には……〝秘密〟があった。

　小さなものから大きなものまで、そのレベルはＣからＳＳ。さらにはそれを超えるＳＳＳやまだ見ぬＳＳＳＳなどのレアな秘密も存在したりする。

　明日あす夏かと知り合ってから今日までの三ヶ月ほどで、俺がコンプリートした秘密は四十六個。だけど明日あす夏かいわくまだまだ表には出ていないセンセーショナルな〝秘密〟がそれこそ山ほどあるのだという。

　その一部についてはふとしたことから耳にする機会があったのだけど……とても口に出せるようなものではなかったので、ここではそっと伏せておく。

　ともあれそんな明日あす夏かと出会って以来、平凡で波風が立つことなど微み塵じんもなかった俺の学園生活は終わりを告げて、数々の賑にぎやかな出来事とアクシデントとに満みち溢あふれた波は瀾らん万ばん丈じような日々が始まることとなったのである。




　これは〝秘密〟の物語。

〝秘密〟が繫つなぐ、絆きずなと想おもいの物語……だ。
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　　　　１




　それは夏休みに入り最高気温が日増しに上昇をし続け、真夏日が連続で七日を超えたなどという夏真っ盛りなニュースが耳に入ってくると同時に、世間ではその暑さに耐えかねて真っ昼間から全裸で歩行者天国を疾走したり、公園のど真ん中で木に張り付いてセミのモノマネをしたりする者が増えたりし始める、七月のある日のことだった。

　明日あす夏かと俺は、乃の木ぎ坂ざか邸の明日あす夏かの部屋（広い）でとある作業をしていた。

「やっぱりさ～、海かプールは外せないと思うんだよ」

　明日あす夏かが手にした万年筆をぴこぴこと動かしながらそう口にした。

「夏休みっていったら暑い。暑いっていったら水着。水着っていったら海かプール。非の打ち所のない完璧な三段活用だよね～」

「三段活用の意味が違う気がするけど……でも確かに、それは一理あるかも」

「でしょでしょ！　海とプールは弾はじける青春のきらめきで、夏の必需品なんだよ！」

　明日あす夏かが力強くそう主張する。

　これは何も別に俺たちでマジカルバナナ（古い……）をやっているわけじゃない。

　何をしているのかというと……夏休みの計画表を作っているのである。

　夏休みの計画表。

　そう、あれだ。小学生くらいの時に宿題でやらされていた、その日に何をやるかを記したスケジュール帳。夏休み初日から八月三十一日までの毎日の予定を、一日単位の円グラフと週単位のスケジュールとで埋めていくやつである。

　何だって俺たちがこんなことをしているのかというと、始まりは終業式の時に発せられた明日あす夏かの一言だった。

『ね、ね、せんせー、夏休みの計画表を作ろうよ！』

『夏休みの計画表……？』

『うん、そだよ。ほら、やっぱり二度とない高校一年生の楽しい夏休みをせんせーとあますことなくおはようからおやすみまでムダなく過ごすためには、緻密で綿密な計画が必要だと思うんだよね。何てゆうの、ご利用は計画的に？』

『そういうものなのか……？（それ消費者金融じゃ……）』

『うん、そうゆうものだよ。間違いない』

『……分かった、よく分からないけど、明日あす夏かがそう言うなら作ろう』

『さっすがせんせー、せんせーはこういう時ちゃんとのってくれるから好き！　だったらさっそく作ろうよ！　明日とか空いてる？』

　というわけで、二人で夏休みの計画表を作ることとなったのである。

　正直そんなものは言われるまで微み塵じんも思い付きもしなかった。こういうところは何というか実に明日あす夏からしい優等生な発想って感じだ。

　それとこれは余談ではあるけれど……明日あす夏かが俺のことを〝せんせー〟と呼ぶのは、少し前に彼女がイラストを描けるようになろうとした時に、その手伝いをしたことがきっかけだった。教え方が上手で先生みたいだったとかで、明日あす夏かがそう呼び始めたのだ。なのであくまで明日あす夏かが自発的にそうしているのであって、決して俺が自分の趣味とか嗜し好こうとかで呼ばせているわけじゃないですよ……？（重要）

「それじゃあ、海かプールはひとまずスケジュールに入れるとして……あ、それと〝夏コミ〟も入れておかないとな」

「うんうん、八月十日から三日間は〝夏コミ〟参加っと……」

　明日あす夏かお手製の計画表（『楽しくて楽しくて震える夏休みのしおり♪』と書かれている）に予定を書きこんでいく。

　ちなみに計画表のあちこちには何やらイラストのようなものがたくさん描かれていたのだけれど……それがどこから見ても百鬼夜行にしか見えなかったことについては流れる素そう麵めんのようにスルーしておく。うん、まあ夏は怪談の季節ですしね……

　と、そこで思い出した。

「あ、そうだ、海とか〝夏コミ〟とかもだけど、それよりも先にまず入れておかないといけない予定があったんじゃないか」

「ん、何だっけ？　せんせーがメイド服をテイスティングしてみたいって言ったからその日はメイド服記念日？」

「違うって……」

　メイド服の一件は頼むから忘れてください……

「そうじゃなくて、ほら、確か七月の終わりに『ＡＭＷ研究会』でキャンプに行く予定があったよな？」

「あ、うん」

『ＡＭＷ研究会』でのキャンプの予定。

　それは何かというと、これまた終業式の三日前に、神楽かぐら坂ざか部長から発せられた一言が発端だった。







「──今年の『ＡＭＷ研究会』の夏季合宿だが、富ふ士じ山さんの近くでキャンプを行おうと思う」

　眼鏡をキラリと光らせた神楽かぐら坂ざか部長が、部室内を見回してそう言った。

『ＡＭＷ研究会』とはＡ（アニメ）Ｍ（マンガ）Ｗ（ウオッチング）の略で、俺たちが入っている部活の名前でもある。部員は三年生の神楽かぐら坂ざか部長、明日あす夏か、俺、幼おさな馴な染じみの朝あさ倉くら冬ふゆ姫き、通称三Ｋこと木き村むら、河こう野の、古こ林ばやしの計七人である。ちなみにどこぞの巨大出版社の某事業局の名前ではない。

「日にちは七月二十三日からで、期間は二泊三日。異論のある者はいるかな？」

「ありませぬ！」

「そのようなもの、あるはずがないではないですか！」

「大賛成だぜ！」

　三Ｋたちが即座にそう声を上げて、

「うんうん、いいと思うよー！　私も絶対行くー！」

　冬ふゆ姫きも弾んだ声でそう続く。

　何だってアウトドアとは世界一無縁そうなこの『ＡＭＷ研究会』の部員たちが揃そろってそんなことを言っているのかというと……実はこれにはちょっとした理由があるのである。

　それは──

「やはり今期の覇権である『ゆるヤマ△』の聖地巡礼をするのは外せませぬからな！」

「『ゆるヤマ△』の世界観にたっぷり浸って、辛つらい現実を忘れましょう！」

「『ゆるヤマ△』バカンスだ、バカンス！」

『ゆるヤマ△』。

　七月から放送されている二期アニメで、今期の覇権確実だとも言われているこのアニメこそが、突然のキャンプ開催の理由だった。

　内容は山梨県に暮らす女子高生たちが、ゆるゆるとキャンプや山登りをしていくといったもので、見ていて癒いやされる、疲れが異次元の彼方かなたに吹き飛ぶ、猫川さんかわいい！　自分たちもキャンプに行きたい！　と一期の時からアキバ系界かい隈わいでも大評判だった。例に漏れず『ＡＭＷ研究会』の中でも、七月の夏クールに入って以来このアニメの話題で持ちきりなのであった。

「ふっふっふ、いよいよ我々も部室を飛び出して『ゆるヤマ△』の世界にデビューですかな。楽しみですね、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「乃の木ぎ坂ざかさんはどのキャラが一番お気に入りですか？　僕は何といってもレンちゃんですね」

「猫川さんは外せないだろ！　なあ、乃の木ぎ坂ざかさん？」

「あ、はい。そうですね。どちらも素敵だと思います」

　にっこりと白しら百合ゆりのような微笑ほほえみを浮かべる。

　ちなみに明日あす夏かはとある〝秘密〟のため、学園内では清せい楚そなお嬢様モード、それ以外の知り合いがいないところや自宅では人ひと懐なつこいモードなのである。これ以外にも素である第三のちょっとばかり物騒なモードもあるのだけれど、それについてはまた別の機会に説明できればと思う。

「──それでは満場一致で今年の『ＡＭＷ研究会』の夏季合宿は富ふ士じ山さん近辺でのキャンプに決定した。開催日は七月四週の月・火・水曜日。みんな、しっかりと準備は怠らないように」

　神楽かぐら坂ざか部長がそう締めて、解散となった。








・ＲＥ：乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㊹（秘密レベルＳＳＳ）

　お嬢様モード、人ひと懐なつこいモード以外の、物騒な物言いをする少しだけ後ろ向きな素のキャラが存在する。









　そういうやり取りがあって、『ＡＭＷ研究会』でキャンプに行くことになっているのであった。

「あ、キャンプだよね？　もちろん覚えてるよ。えっと、来週だったっけ？」

「そうそう」

「あれだよね、確か『ゆるヤマ△』の舞台になってるキャンプ場に行くんだよね。聖地？　って言うんだっけ？」

　ちょっとだけ頼りない口調でそう語る。

　実はこう見えて──明日あす夏かは〝アキバ系〟についてはほとんど初心者なのだった。姉である乃の木ぎ坂ざか未み来らいさんがかつてその名を馳はせた〝アキバ系〟マスターであったため『ＡＭＷ研究会』内では誤解をされているが、その実は出世魚であるブリでたとえてみればまだまだワカシレベルの小魚なのだ。そのことは明日あす夏か最大の〝秘密〟の一つであり、俺たちが知り合うことになったきっかけでもある。

「……でもすっかり『ゆるヤマ△』一色か～。最近はどこを見てもそうだよね」

　と、明日あす夏かがぽつりと何かをつぶやいた。

「うん、面白くてはまっちゃうのはすっごく分かるんだけど、何だかすっかり『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』について語る人っていなくなっちゃったよね……」

「ん、どうしたの？」

「……あ、ううん、何でもないよっ」

「……？」

　ぶんぶんとツインテール（怪獣にあらず）を振る。

「いいのいいの。え～と、とにかく、富ふ士じ山さんキャンプが一番近い大きな予定ってことなんだよね？」

「ん、そうなるかな」

〝夏コミ〟は八月だし、海とプールもまだ具体的には予定を立てられる段階じゃない。おそらく詳しいことはキャンプから帰ってきてからになるだろう。

「じゃあ……まずやることは決まったね」

　明日あす夏かがこっちを見てぐっと親指を立てた。

「やること？」

「そだよ。ほら、せっかく初キャンプに行くんだから、色々キャンプ用品を用意しないと。寝袋とか、飯ごう炊さんとか、たき火グリルとか。『ゆるヤマ△』でもそうだったでしょ？」

　それは確かにそうだった。

　たぶん現地でのレンタルとかもあるのだろうが、やっぱりどうせ初キャンプに行くなら自分たちで道具を揃そろえた方が面白そうだ。

「というわけで……お買い物に行くよ、せんせー！」

　にっこりと笑いながら、明日あす夏かが楽しげにそう言ったのだった。








・ＲＥ：乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密①（秘密レベルＳＳ）

　実は〝アキバ系〟じゃない。









　　　　２




　買い物決行は、その翌日だった。

　行くと決まったならその日の内に行けばいいんじゃ……と提案したところ「え～、だってせっかくせんせーと二人でお買い物に行くんだから、やっぱり待ち合わせからちゃんとやりたいよ。せんせーはそうゆう乙女心が分かってないな～」とダメ出しされてしまったのだ。そういうものなんですかね……

　ともあれそんなやり取りがあって、買い物決行は今日になったのである。

　待ち合わせ場所は池袋で、午後一時に『いけふくろう』の前。

　東京三大地下迷宮の一つとまことしやかにささやかれる池袋駅の地下を抜けて、待ち合わせスポットの定番である『いけふくろう』ことふくろう像のもとへと到着する。

「あ」

　と、視線の先に明日あす夏かの姿が目に入った。

　ふくろう像の真ん前で手に持ったスマホに目を落としている（たぶん『ＭＧＯ』をやっているんじゃないかと思われる）。多くの人が行き交う雑踏の中にあっても百メートル先からその姿が判別できるのはさすがというか。何ていうか、本当に光り輝いて見えるんですよね……。これが世に言うところのオーラってものなのか……と勝手に納得しながら近づいて声をかけようとして、

「──ねえねえ、お姉さん、今ってヒマ？」

「え？」

　なんか、ヘンなのに絡からまれていた。

「ヒマだったら俺たちと遊びに行かない？　この近くにいい爬は虫ちゆう類るいカフェ、知ってるんだよ」

「いっしょにフトアゴヒゲトカゲと戯たわむれない？」

「ていうかすっごくかわいいね？　もしかして芸能人か何か？」

「え、ええと……」

　見るからにチャラそうな男三人組。三Ｃとでも呼ぶべきか。人数だけで言えば三Ｋと同じだけれど確実に友だちにはなりたくないタイプである。そういえばアニメでも池袋はホストとかカラーギャングとかがゾンビみたいに徘はい徊かいする危険な街だって言っていたような気がするし……

　何であれ放っておくわけにはいかない。

　一度深呼吸をして心を落ち着かせてから、俺は男たちに声をかけた。

「あー、あの、すみません」

「ああん？」

「ええと、その子、俺の待ち合わせなんですが……」

「あ、せんせー！」

　明日あす夏かが嬉うれしそうにこっちを見て、同時に男たちが驚いたような声を上げる。

「はぁ？　ウソだろ？」

「お前みたいな陰キャっぽいのがこの子の……？」

「モブの中のモブみたいな顔しやがって」

　言いたい放題ですね……

　よく分からない男たちに言われていることとはいえさすがに少しへこむものの、頭を振って気持ちを切り替える。

「と、とにかく、その子は俺の連れなんです。なので悪いんですが引いてもらえると……」

　そう男たちの間に割り込んで、明日あす夏かに向かって手を伸ばす。




「せんせー♪」




　その瞬間、明日あす夏かがぴょこんと飛び出してきた。

　きゅっと俺の手を握り返して、シッポがあればちぎれるくらいに振ってるんじゃないかってほどの勢いで俺の隣にやってくる。

　そしてぎゅっと再び俺の腕を摑つかみ直して、こう言った。

「ごめんね、見ての通りわたし、せんせーと待ち合わせなんだよ。だからあなたたちとは遊べないの」

　明日あす夏かがそう言うと、男たちは渋茶を飲んだような渋い顔になった。

「ちっ……マジか」

「こんな量産型みたいなののどこがいいのか……ってかせんせーって何だよ」

「そういうプレイか？　あり得ねぇわ……」

　そんなことを言いながら、意外と諦めよく男たちは去っていった。いや量産型ですみませんね……

　心の中でそうぼやいていると、明日あす夏かが俺の顔を見上げて言った。

「せんせー、ありがと！　あの人たちしつこくて困ってたんだよ～」

「いや、俺は何もしてないというか……」

　ただ待ち合わせ場所にやって来て量産型呼ばわりされただけだし……

「そんなことないよ！」

「え？」

「せんせーはわたしの手を引っ張ってくれたよ。ぎゅっと握ってくれて、王子さまみたいにちゃんと助けてくれた。すっごく嬉うれしかった」

「明日あす夏か……」

「ありがと、せんせー♡」

　そう言ってにっこりと笑いかけてくる。
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　うう、いい子だ……

　ちなみに今日の明日あす夏かは、少し肩を出したブラウスにひらひらとした花柄スカートという服装だった。相変わらずこういったファッションには出世魚であるボラで言えばイナッコレベル（捕食対象）で疎うとい俺にでも分かるくらいのファッショナブルである。その整いまくった容姿とも相まって、いつものこととはいえ周囲のものすごい視線を感じるんですよね……

　と、そこで明日あす夏かが少しだけ照れたように笑った。

「あ、きょ、今日の服、どうかな？　せっかくのせんせーとのお買い物だから、美み夏かおかーさんと那な波なみさんにもいっしょに選んでもらったんだけど……」

「え、いや、その、すごい似合うと思う……」

　むしろ似合いすぎていて怖いくらいです。

　補足をしておくと、美み夏かおかーさんというのは明日あす夏かの叔母さんにして、同時にいっしょに暮らしている育ての親だったりもする。那な波なみさんはそのお付きのメイドさんだ。美み夏かさんは、ちょっとイタズラ好きなのが玉に瑕きずだけれど、優しくて明るいとてもいい人だ。見た目はまったく中学生にしか見えないんですけどね。

「そ、そっかな？　へへ、ありがと～」

　その場でくるりと回りながら明日あす夏かがはにかんだような笑みを浮かべる。

　ああ、もうかわいすぎてそれだけで昇天してしまいそうなんですが……

「あー、じゃ、じゃあ行こうか？」

「うんっ♪」

　明日あす夏かが大きくうなずいて。

　こうして、池袋でのお買い物が始まった。








・ＲＥ：乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密⑯（秘密レベルＣ）

　私服姿も常軌を逸してかわいい。

・ＲＥ：乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㉞（秘密レベルＳ）

　叔母さんである美み夏かさんが母親代わりとなっている。









「それで買い物って、どこに行くんだ？」

　歩きながら隣の明日あす夏かに訊きいてみる。

　特に行き先は聞いていなかったけれど、やっぱりキャンプ用品だからアウトドアショップとかだろうか。

「あ、それはだいじょうぶ。ちゃんと行き先は考えてあるから」

「そうなの？」

「うんっ。だからせんせーはヒンデンブルク号に乗った気分でわたしに付いてきてくれればいいよ。こっちこっち♪」

　弾んだ声の明日あす夏かに腕を引かれて池袋の街を進んでいく。いやそれ（ヒンデンブルク号）爆発炎上した挙げ句に墜落した飛行船の名前なんですけどね……

　そこはかとなく不安な気持ちを覚えつつ歩いていき、やがて見えてきたのはどこか見覚えのある建物だった。

「着いたよ～」

「ここって……」

　青色を基調とした、九階建ての大きなビル。

　そこにあったのは……池袋界かい隈わいでも有名なアニメグッズの専門店だった。

「え……目的地ってここなの？」

「うん、そだよ」

　明日あす夏かがこっくりとうなずく。

「え、でも……」

　いや、今日はアニメグッズじゃなくてキャンプ用品を買いに来たんですよね？　それなのに何だってここなのか……

　戸惑う俺に、明日あす夏かはそう言うと思ってましたとばかりにふふふと笑う。

「せんせーの言いたいことはもちろん分かってるよ？　でもここでいいんだよ。ま、いいからいいから、入れば分かるよ。いこ」

「お……」

　ノリノリな明日あす夏かにさらに手を引かれて店内へと入る。

　夏休みだけあって店内は混雑していた。多くのお客さんで混み合った一階フロアを抜けていき、エレベーターで六階へと上がり。

　連れて行かれた先にあったのは……

「これって……キャンプ用品？」

「ふふ～」

　アニメグッズ専門店には似つかわしくない、キャンプ用品が並んだ売り場だった。え、何でここにこんなものが……？

　スイーツ売り場でカレーパンを見付けたような気分になっていると、そこで周囲に展開されていた『ゆるヤマ△』のグッズとモニターから流されているＰＶに気付いた。

「あ、そうか、コラボ商品か」

「ぴんぽーん、あったり～♪」

　明日あす夏かが楽しそうに声を上げる。

「朝あさ倉くらさんに教えてもらったんだ～。せっかくキャンプ用品を揃そろえるんだったら、『ゆるヤマ△』とのコラボ商品を買った方が楽しいよ～って」

「それは確かに……」

　言われるまでまったくもって考えつかなかったけれど、それは今期の覇権アニメなんだからコラボ商品くらいあって当然だ。

　でもいつの間に冬ふゆ姫きとそんな情報交換をしてたんだろう。冬ふゆ姫きも何にも言ってなかったのに……（疎外感）

「わ～、ほんと色々あるんだね。このリュックとかかわいい～」

　目を輝かせながら明日あす夏かがグッズを手に取っていく。

　その言葉の通り、売り場にはたくさんのコラボグッズが並べられていた。マグカップやシェラカップなどの食器類やステンレスボトル、寝袋なんてのもある。すごいですね……

　と、そこで何かを見付けたのか明日あす夏かが一ひと際きわ高い声を上げた。

「あ、これたき火グリルだ！　ほら、レンちゃんが使ってたのだよ！」

「お、ホントだ」

　明日あす夏かが手にしていたのは、『ゆるヤマ△』のヒロインの一人が愛用しているたき火用のミニグリルだった。折り畳み式で、組み立てた姿が小さな賽さい銭せん箱みたいでかわいらしい。

「ね、ね、せんせ、これ、おそろいで買おうよ！」

　と、明日あす夏かがそんなことを言ってきた。

「お揃そろい？」

「うんっ。せんせーとわたしだけの〝秘密〟のペアグリルだよ～。だめ、かな……？」

　おやつのおかわりを求める仔こ犬いぬみたいな顔でじーっと見上げてくる。

　正直、たき火グリルはお揃そろいには向かないというか一グループに一つあれば十分な気もするというか……そういう内心の意見はたくさんあったんだけれど、明日あす夏かのこの反応を前にしてはそんなものは全て無意味だった。俺にできることといえば、壊れたおじぎ鳥みたいにただコクコクとうなずくことだけだった。

「わ～い、やった！　これだからせんせーは好き～♪」

　ぴょんぴょんとスカートを揺らしながら飛び跳ねて喜ぶ明日あす夏か。

　こうして『ゆるヤマ△』コラボたき火グリル×二と、その他にも使い勝手のよさそうだったコラボキャンプ用品をいくつか手に入れたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㊼（秘密レベルＣ）

　おそろいのたき火グリルを購入した。
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「えへへ～、買っちった」

　ご機嫌な明日あす夏かが、たき火グリルの入った袋を手に嬉うれしそうに声を上げる。

「ふふふ、せんせーとおそろいおそろい～♪　これでいっしょにお肉焼こうね？」

「あ、うん」

「お肉お肉～♪」

　そんなことを口にしながら「えへへ～♪」と向日葵ひまわりのような笑顔で見上げてくる。

　その姿はもう筆舌に尽くしがたいもので、かわいさに攻撃力があるとするならば瞬時にスカウターを破壊するほどのもので……もはやかわいすぎて正視に耐えなかったので、俺はそこはかとなく目を逸そらした。

「……ゴホン、ええと、それでこの後はどうする？　せっかくだから他の階も見ていく？」

「そだね。何か面白そうなのがあったら──あ、八階でメイド服特集、やってるんだ！」

　明日あす夏かがきらーんと目を輝かせた。

　かわいいもの好きな、明日あす夏かのセンサーが反応したようだ。

「ちょっと見ていきたいかも。あ、せんせーもいっしょに見に行く？　好きだよね？」

「いや、俺はちょっと……」

　正直なところを言えば興味がゼロというわけではなかったけれど、当たり前のようにメイド服好きの認定をされてしまっていたこともあり、これ以上メイド服に関心を示してメイド服に対して異常な執着を持っているキャラが定着してしまってはたまらない（メイド服って今何回言いましたかね……）。

「あー、俺は適当にこの辺りで時間を潰してるから、明日あす夏かは見てきなよ」

「そうなんだ？　うん、分かった！　すぐ戻ってくるからね」

　そう言うと明日あす夏かはたたたっと走っていってしまった。かわいいものを目にすると意外と猫まっしぐらなんですよね……

「……」

　さて、明日あす夏かが戻ってくるまで自由行動だ。

　適当にこの辺りのものを眺めながらのんびりと時間を潰すことにしよう。

　六階はグッズフロアであるらしく、『ゆるヤマ△』以外の様々なグッズも並んでいた。改めてじっくり見るのは初めてのような気がするけど、へぇ、トリプルフェイスのぬいぐるみとか六つ子のエプロンとか、色々あるもんなんだな……

　半ば感心しながらそれらを眺めていた、その時だった。

　ドンッ……

「あっ……」

　何かにぶつかる感触がした。

　前を見るとそこには人影。

　どうやら余よ所そ見みをしていて、歩いていた人とぶつかってしまったようだった。

「あ、す、すみませ──」

　慌てて謝りかけて、言葉が止まる。

　だってそこにいたのは。

「……」

　なんか……メイドさんだった。

　それも金髪碧へき眼がんの驚くくらい美人なメイドさん。

　うわ……さすがは池袋。こんな店内の一角に普通にこんな美人金髪メイドさんがいるんですね。コスプレだろうか。でもそれにしてはやたらとレベルが高い気がするし……って、そうか、きっとさっき明日あす夏かが言ってたメイド服特集の関係者か何かだろう。メイド服特集は八階で開催されているって話だけど、会場を間違えてこっちに来てしまったとか……

「あ、あの……」

　日本語、通じるのかな……？

　改めて声をかけようとして。

　そこで再び──俺は言葉を失うことになる。




「──どうされたんですか？」




　透き通る声が響いた。

　メイドさんの後ろから現れた、もう一人の女子。

　それは……夏の幻だった。

　何か光り輝く粒子でも放っているんじゃないかってくらいにさらさらな髪、空に浮かぶブルームーンみたいにぱっちりとした翡ひ翠すい色の瞳、ほんのりと色付いた桜色の唇。

　そしてよく見慣れた……女神のように整った顔立ち。

「え、もう戻ってきたの……？」

　そこにいたのはお嬢様モードの明日あす夏か……のはずだった。

　これ以上ないくらいに清せい楚そで上品な雰囲気で、白しら百合ゆりが咲いたようなお淑しとやかな笑顔で、見ているだけで幸せな心地になれて……だけどどうしてだろう。まとっているオーラが、少しだけ違うような気がするのだ。何というか明日あす夏かが親しみやすいオフホワイトなら、この明日あす夏か（？）はどこまでも限りなく真っ白な純白みたいな……

　明日あす夏か（？）は俺とメイドさんを見比べると、深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、私のメイドがご迷惑をおかけしてしまったようで……」

「あ、い、いや、そういうわけじゃなくて……」

　少なくともぶつかったのは俺の方だし。

「だいじょうぶでしょうか？　お怪け我がとかは……？」

「！」

　そう言ってそっと右手を俺の頰に伸ばしてくる。

　その動作は洗練されていて、まるで映画か何かのワンシーンのようで……（相手が俺だということを除けば）

　腕を伸ばした分だけ近づいたそのどこかの美の女神みたいなほっそりとした身体からだからは、ふわりと何かの花のようなとんでもなくいい香りがした。

　ああ、やっぱり夢か何かなのかな、これ……

「あの……」

「！　あ、い、いや、大丈夫です！　何ともなくて……」

「そうですか。それならよかったです……」

　心底安心したように胸をなで下ろす。

　たったそれだけの所作から、この明日あす夏か（？）は本当に俺のことを気遣ってくれていたんだな……ということが伝わってきた。

「すみません、それでは私たちはこれで失礼しますね。本当にご迷惑をおかけいたしました」

「……失礼いたします」

　そう言って、明日あす夏か（？）と金髪メイドさんは去っていった。

　ていうかあのメイドさん、日本語喋しやべれたんだ……

　夏の幻のようだった二人が去って、アニメグッズ売り場に一人残された後も、まるで夢でも見ていたような心地が覚めなかった。

　頭の奥がぼーっとしているというか芯が痺しびれているみたいな感じで、ただいつまでも浸っていたくなるような残り香だけが白昼夢のようにうっすらと辺りに漂っていた。

「……暑さにやられたのかな……」

　何ですかね、片時たりとも明日あす夏かと離れたくないという意識と、メイドさんを求める無意識の願望が合体したものとか……？　明日あす夏かはともかくとして、そんなに俺の潜在意識がメイドさんとメイド服を求めているのかと思うと空恐ろしくなるものの、その発露があんなきれいな金髪碧へき眼がんメイドさんだったのなら仕方がないのかとも思う。……いや仕方なくないですね、人間としてはかなりダメなような……

　それからしばらくして、明日あす夏かが戻ってきた。

「お待たせ、せんせー！　もうかわいいメイド服がいっぱいで目の保養だったよ……ん、どしたの、幽霊でも見たみたいな顔して」

「……本物、だよな？」

「？　何ゆってるのかよく分からないけど……わたしはわたしだよ？」

「……だよ、ね」

「??」

「や、ごめん、何でもないんだ」

　不思議そうな顔になる明日あす夏か。

　ひとまずさっきの出来事は俺の胸の内に留とどめておこうと決めたのだった。
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「さっきの方……」

「……？　……お嬢様、どうかなされたのですか？」

「どうしてでしょう。初めて会う方のはずなのに、どこか懐なつかしくて心が安らぐような雰囲気を感じました。そこにいるだけで心を落ち着かせてくださるような……。お父さまに空気が似ていたのでしょうか？」

「……それは、分かる気がします」

「え、アリスさんもそう思いましたか？」

「……はい。似ておりました。ご主人様の若い頃に──恐れ多くも『Bruder』と呼ばせていただいていた頃に、とてもよく」

「ですよね？　ふふふ、だからでしょうか、何だか初めて会ったような気がしないのは……」

「……そうかもしれませんね」

「それにしても不思議な縁です。〝夏コミ〟の資料を揃そろえるために久々に池袋にまでやって来ていたら、あのような方に会えるなんて……」

「……」

「ふふ、縁があったら、またどこかで再会できるでしょうか」
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　アニメグッズ売り場での不思議な邂かい逅こうを経て、俺たちが次に向かったのは池袋駅に隣接しているファッションビルだった。

　主に女子向けのブランドが入った、ちょっとお洒落しやれな感じがして男子一人だと立ち入りにくい感じの立地。

　キャンプ用品を無事に買い終え今日の買い物はもう終わりかとも思ったのだけれど、どうもそうではないらしい。

「ここで何を買うんだ？　もうキャンプ用品はだいたい揃そろえたと思うけど……」

　たき火グリルその他の入った青い紙袋（肌色多めのアニメキャライラスト入り）を手にそう訊きいてみると、明日あす夏かはちっちっと人差し指を左右に振った。

「え～、まだ終わってないよ。キャンプっていったら買わなきゃいけない大事なものが残ってるでしょ？」

「大事なもの？」

　って何ですかね？　自然を慈いつくしむ清くて優しい心（プライスレス）とか……？

「いいからいいから、来れば分かるよ。わたしを信じて付いてきて、せんせー」

「あ、ちょ……」

　楽しげにツインテールを揺らす明日あす夏かに連れられてやって来たのは、ファッションビル内の八階にあるスポーツ用品売り場だった。

　その中の、何だかやけに華やかな色合いの一角。

　そこは何だったのかというと……

「水着売り場……？」

「ぴんぽーんぴんぽーん、おおあたり～♪」

　明日あす夏かが楽しそうに声を弾ませながら拍手をする。

「え、でも何で水着……？」

「だってキャンプ場だったら、絶対近くに川とか沢とかあるはずだよ。暑いんだし、だったら泳がない手はないでしょ」

「あ、なるほど……」

　それは盲点だった。

　キャンプと言われると出てくるのは山とか森とかテントとか人ひと喰くい熊とかのイメージばかりで、そういった水関連のものは海の専売特許かと思いすっぽり頭から抜けていた。

「だから水着も新しいのを買いたいなって。ここの水着売り場はかわいいのがたくさん揃そろってるって、雑誌とかネットとかで評判だったから」

　その言葉通り、確かに店内にはたくさんの女子の姿があった。小学生くらいのちびっこからＯＬ風のお姉さんまで。見る限り俺以外に男子の姿は見当たらない。

「こっそり買ってせんせーをびっくりさせるのもいいかなって思ったんだけど……ほら、でもそこはやっぱり初めての水着だし、せんせーといっしょに選びたいなって」

「明日あす夏か……」

「へへ～、じゃあとりあえずかわいいやつ、いくつか試着してみるね！　ちょっと待ってて」

「あ……」

　そう言うと、明日あす夏かは陳列されていた試着用の水着をいくつか手にしてフィッティングルームへと消えていってしまった。

　必然、その場には俺一人が残される。

「……」

　……き、気まずい……

　周囲には女子しかいない女性用水着売り場に男子が一人。それも手には肌色多めのアニメキャラがプリントされた紙袋を持っているときている。周りからのそこはかとない冷たい視線を感じた。ひそひそと何かを話す声も聞こえてくるような気がする。『盗撮』とか『痴漢』とか『変質者』とかのデンジャラスな単語も。いや違うんです、俺は別に女性用水着に特別な執着を持ったりしているからここにいるわけじゃなくて、ただ試着の終わる明日あす夏かを待っているだけなんですよ……

　だが当然俺のそんな心の叫びなど周りに聞こえるはずもなく。

　待つこと十分。

　それはもう永遠にも星せい霜そうにも感じられる時間だった。




「お待たせ、せんせー♪」




　そんな声とともに、フィッティングルームのカーテンが開かれた。

「お……」

　思わず間の抜けた声が漏れてしまった。

　カーテンの向こうから現れた……明日あす夏かの姿。

　それはまるで最初から明日あす夏かのために用意されたんじゃないかってくらいにジャストフィットした、明るい色合いのビキニ姿だった。

「ど、どうかな……？　ちょっとハデハデかもだけど、今年はビタミンカラーのビキニが流行はやりだってネットにも書いてあったから、思い切って着てみたんだけど……」

　恥ずかしそうに胸元を手で覆いながら言ってくる。

「へ、ヘンじゃない……かな……？」

「……」

　何と言ったらいいんだろう。

　その姿はほとんどこの地上に舞い降りたビキニの妖精のようであり、まさに波なみ打うち際ぎわで戯たわむれながら胸をこれでもかとばかりに刺激する生足魅惑のマーメイドであり……あまりのクリティカルヒットな衝撃に思わず言葉を失ったインコちゃんのようにその場に立ち尽くしていると。

「あ、も、もしかしてせんせー……スク水の方が、よかった……？」

「……はい？」

　なんか、明日あす夏かがそんなことを言い出しました。

「ほ、ほら、せんせーって、スク水がすっごくすっごく、それこそ三度のご飯よりも上にくるくらいに好きなんだよね……？　朝あさ倉くらさんもそう言ってたし……」

　ちょ、冬ふゆ姫き、何を明日あす夏かに吹き込んでるんですか……!?

　スク水って……それは好きか嫌いかのどちらかと言われれば好きの部類に入るかもしれないけれど、だからといって使用された後の湿ったスク水を口に含んで「スク水をねぶる時はね、だれにも邪魔されず、自由で、なんというか救われていなきゃダメなんだ。独りで静かで豊かで……」なんて言うようなド変態じゃない。冬ふゆ姫きが持ってきた同人誌『孤独のスク水』ではそうだったけど。ほ、ホントだよ……？

　なのでその疑惑を否定する意味も込めて、俺は言った。

「そ、その、似合ってる……」

「え……？」

「何ていうか、いい……う、うん、すごくいい……」

　語彙力が息をしていないのが自分でも感じる。

　だけど。

「あ……」

　俺のその言葉に、見て分かるくらいに明日あす夏かの表情が華やいだ。

「よ、よかった～……スク水じゃないし、何だかせんせー、壊れちゃったシリみたいに反応がなかったから、ダメ出しされるかと思ったよ……。スク水じゃないし……」

「スク水のことはもう忘れてください……」

　メイド服の一件とともに、遥はるかイスカンダルの彼方かなたに飛ばしたい記憶である。

　まあそれはともかくとして、改めて見ても本当に明日あす夏かの水着は似合っていた。

　たぶん元の素材がいいから何を着ても似合うんだろうけど、このビキニは何もかもがマッチしている。

　そのことを伝えると、明日あす夏かは照れたようにこっちを見上げた。

「え、え～、じゃあ一着目だけど、これで決めちゃおっかな？　あ、で、でもせんせー的には、まだ他のも見てみたかったりする……？」

「それは見たいかも！」

　割と食い気味に答えてしまった。

　いやだってそれはそんな魅惑溢あふれる提案をされてしまったら、健全な男子高校生としては首を縦に振らざるを得ない。

「じゃ、じゃあ、他のも着てみよっかな……」

　明日あす夏かが小さくそう言いかけた、その時だった。

「えー、それやばくない？」

「そうですよね？　やばたにえんです」

「あはは、マジやばい！」

「やばすぎて笑えるー！」

　比較的賑にぎやかな店内でも一ひと際きわ響く大きな声が耳に入ってきた。

　何気なくそっちに目を向けてみると……そこにいたのは、見覚えのあるクラスの女子たちだった。

「!!」

　私服姿で会話がやばいしか言っていないけど間違いない。確か花はな村むらさんと小鳥遊たかなしさんと風かざ祭まつりさんと美み月づきさん……だったっけ？　な、何でここに……と思いつつ、そういえばこの店は雑誌やらネットやらで女子の間で評判だと言っていた明日あす夏かの言葉を思い出す。それだけ有名ならどこかでそれを聞きつけたクラスメイトの一人や二人がやって来てもおかしくないかもしれない。いや実際は四人来てるんですけどね……って、そんなことをのんびり分析している場合じゃない！

「あ、明日あす夏か！」

「え？」

　俺の視線に、明日あす夏かも花はな村むらさんたちに気付いたみたいだった。

「あ、あれって花はな村むらさんたち……？」

「あ、ああ……」

「え、ど、どうしてここに……？」

　俺と同じ疑問を口にする。

　とにかく、何とかしないと！

　や、別にまずいことをしているわけじゃない……しているわけじゃないんだけれど、それでもこの現場を見られたら余計な誤解を生むことはほぼ確実である。

　何といっても明日あす夏かは学園のアイドルで、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』と呼ばれる皆の憧れの存在だ。

　そんな魚で言ったらキロ三万円のご祝しゆう儀ぎホンマグロみたいな明日あす夏かと、その辺に泳いでいる一山いくらのカタクチイワシみたいな俺とが、水着の試着室の前でキャッキャウフフしているなんてことが露見したら、絶対に面白おかしく取り上げられてしまうに決まっている。

　特に花はな村むらさんたちは花鳥風月とも呼ばれていて、クラスの中でも比較的目立つ存在だ。さらにはこの四人の共通点として、だれもがお喋しやべりが大好きときている。本人たちに悪気がなくとも、間違いなく尾ひれやら背びれやらドリルやらがついたカタチで拡散されてしまうことだろう。

「ど、どこか隠れるところは……！」

　周囲を見回す。

　水着売り場なので当たり前なのだが水着しかない。あそこのビキニとワンピースの間に潜りこんで……や、無理でしょそんなの！　だったら……

　明日あす夏かと顔を見合わせる。まともに隠れることができそうな場所は、今の俺たちの前にはもう一つしかなかった。

「せんせー、こっち……！」

「あっ……」

　明日あす夏かに手を引かれて、俺は目の前にあったフィッティングルームの中へと滑りこんだ。







　フィッティングルームの中は、端的に言って狭かった。

　満員電車のすし詰めに近い状態。

　もともとそんなに大きめの個室でもない上に、そもそも人が二人で入ることを見越して作っているわけじゃないんだから当たり前といえば当たり前だ。

（ぎゅ、ぎゅうぎゅうだよ～……）

（だ、大丈夫か、明日あす夏か……？）

（う、うん、何とか……せんせーは平気……？）

（あ、ああ、俺は大丈夫──）

　そう言いかけて。
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　ふにゃん。

（？）

　何か、柔らかい感触が顔面の前にあることに気付いた。

　え、これ何……？

　慌てて入ったため、状態をよく確認していなかった。

　現状の自分の位置関係を把握するために顔を上げようとすると、

（あ、ちょ、ちょっとせんせー……あんまり動かないで……）

（！）

　明日あす夏かの吐息が頭の上からかかってきた。

　俺の目の前にあったのは……明日あす夏かのビキニの、胸の部分だった。

（ふわっ!?　あ、ご、ごめん！）

　慌てて体勢を変えようとするも、すし詰め状態であるため満足に動けない。

（あ……せ、せんせー……く、くすぐったいよぉ……）

（ご、ごめん……！　わざとじゃないんだ、でもしかたがなくて……）

（だ、だいじょうぶ……痛かったり苦しかったりするわけじゃないし、それにせんせーなら、くすぐったくされてもぜんぜんいやじゃないから……）

（あ、明日あす夏か……）

（へ、へへ～……ん、んんっ……）

　明日あす夏かはそう言ってくれるものの、この状態は決して褒められたものじゃない。

　しかも俺がヘンに動けば動くほど明日あす夏かはくすぐったいのか顔を紅潮させていき、さらにそれに伴いビキニがそこはかとなくずれていっているような気がしないでもないわけであって……

　こ、これはもう余計なことはしないで、じっと動かずに花はな村むらさんたちが立ち去るのを待つしかなさそうだ……

（……）

（……ん……）

（……）

（……ん……はあ……っ……）

　時折聞こえてくる明日あす夏かの吐息。

　目をつむって、それらと顔面が埋没している柔らかい感触から気を逸そらす。え、ええと、こういう時はどうすればいいんだっけ？　百から順に七を引いていけばいいのかな……

　そんなことをしながら、二十三まで数えたところで、

「うーん、あんまこれってやつはないかも」

「そうですね。ちょっと値段が高いのが多いというか……」

「ねえねえ、西口のお店でも水着の特設コーナーが開かれてるんだって、そっち行ってみようよ！」

「さんせー！」

　やがてそんな声が耳に入ってきて、それ以降、花はな村むらさんたちの声は聞こえてこなくなった。

　どうやら店から離れてくれたみたいだった。

「……い、行ったみたいだ……」

「……そ、そだね……」

　フィッティングルームの中で安あん堵どのため息を吐き合う。

　と、そこで改めて自分たちの今の状況に気付いた。

　俺は顔面をほとんどバブみの極みのごとく埋めるカタチで明日あす夏かの胸に飛びこんでいて、明日あす夏かはそれを抱きかかえるような姿勢でこっちを見下ろしている。ビキニのずれも際きわどい。ともすればそれはほとんど恋人たちが隠れて抱き合っていたみたいな状態で……

「……っ！　ご、ごめん……！」

「あ、う、ううん！　わたしこそいつまでもせんせーの頭を抱っこしちゃっててごめんなさい……！」

　謝り合いながら慌てて互いに離れる。

　何だか、心臓が暴れ馬みたいにドクドクドクゥ！　と跳ね回っているような気がした。

「せ、せんせーと、ハグハグしちゃった……」

　明日あす夏かは顔を茹ゆでたタラバガニみたいに真っ赤にしながら、そんなことを言っていた。




　ちなみにこの後、フィッティングルームに二人で入っていたことが店員さんに見付かって、厳重に注意されましたとさ。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㊽（秘密レベルＣ）

　選んだ水着はビタミンカラーのビキニ（すごく似合っている）。
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　ツクツクボウシとヒグラシが競うように合唱をしていた。

　あれほど殺人光線のように大地を照らしまくっていた太陽はすっかり西に傾いて、辺りの景色を柔らかなオレンジ色に染めている。

　明日あす夏かと俺は、帰り道を並んで歩いていた。

　その手には、たき火グリルその他のキャンプ用品が入った肌色多めのアニメキャラがプリントされた紙袋と、水着が入ったちょっとお洒落しやれな紙袋。

「あ～、楽しかった」

　明日あす夏かがぐーっと身体からだを伸ばしながらそう口にした。

「今日はほんとに充実した一日だったよ。せんせーとおそろいのキャンプ用品は買えたし、水着もかわいいのを選んでもらえたし……あ、最後の方は、ちょ、ちょーっと色々あったけど」

　そう言ってまた顔を赤くする。

「でもほんとにありがとね、せんせー。遅くまで付き合ってもらっちゃって」

「ぜんぜん。こっちも楽しかったし」

　そう、今日は本当に楽しかった。

　明日あす夏かに誘われなかったらどうせ家でネットでも見ながら適当にゴロゴロしていて、妹の鈴すず音ねに「壊れたル●バみたいだよ、おにーちゃん……」と粗大ゴミを見るような目で文句を言われるくらいしかなかっただろうから、むしろ俺の方がお礼を言いたいくらいだ。

「あれ、もしかして……今日のって、デートなのかな？」

「え？」

　と、明日あす夏かがふいにそう口にした。

「だってデートって男の子と女の子が二人で遊びに行くことなんだよね？　前にも池袋に来た時はガチャを回すのが主目的だったけど、今日のは完全に条件を満たしてるんじゃないかな？」

「それは……」

「うん、完全に一致だよ。そっか、今日のも……デートだったんだ。せんせーとのデート……」

「……」

　確かにそうなのかもしれないけれど、改めてデートだと言葉にして言われるとどこか照れくさいというか……

「え、えへへ、二回目のデートも、せんせーとでよかった♪」

　そう言って、嬉うれしそうに明日あす夏かが笑う。

　それは本当に心からそう思ってくれているように見えて……思わず胸が異常挙動をしてしまいそうになった。

「ねえ、せんせー。キャンプ……楽しみだね♪」

「うん、そうだな」

　今日一日のちょっとした買い物だけでも、明日あす夏かといっしょだとまるで何かのイベントみたいに楽しかった。

　だからきっとすぐ来週に控えているキャンプでも、よりいっそう様々な心躍らせる出来事が待っているに違いない。

　それはもう、エリマキトカゲが西を向けばエリマキも西を向くくらいに、確実なことだった。

「ね、せんせー。せんせーといっしょだと……何してても楽しいんだ。楽しくて、胸がどきどきして、次に何が待ってるんだろうってすっごくわくわくした気持ちになるんだよ。きっとそれって、せんせーのおかげ……〝せんせー効果〟なんだと思う。だから」

　そこで明日あす夏かは立ち止まった。

　そしてその場で優雅にくるりと三回回ってスカートの裾を摘つまみ上あげると、上品なことこの上ない仕草でぺこりと頭を下げた。確かこれは……明日あす夏かのお母さんもやっていたという、大切な人に感謝の気持ちを贈る時のポーズだったっけ。




「キャンプでも……〝せんせー効果〟で、二人でたっくさん、メモリアルを作ろうね♪」




　そう言って、明日あす夏かは向日葵ひまわりのような笑みを浮かべたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㊾（秘密レベルＡ）

　効果抜群な〝せんせー効果〟なるものが存在するらしい。
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　七月の第四週。

　夏休みに入ってからおよそ一週間が経過して次第に身体からだが学校がないモードに慣れ始めるとともに、深夜の無軌道なネトゲ三昧や深夜のちょっと思春期ストレートな動画鑑賞や深夜の童心に返ったヘラクレスオオカブトムシ採集などで、生活のリズムが少しずつ乱れ始める夏の序盤。

　そんな微妙に夏休みボケな空気が漂い始める中、いよいよ『ＡＭＷ研究会』での二泊三日富ふ士じ山さんキャンプ合宿の日がやって来た。

　集合場所であるバスタ新宿で、俺は明日あす夏かたちが来るのを待っていた。

「とうとうキャンプか……」

　夏休み最初の大きなイベント。

　二泊三日も家を空けるのは妹の鈴すず音ねが少しだけ心配だったけど、当の本人は「わたしはおにーちゃんの方がずっとしんぱいだよー。そのへんのはらっぱでねちゃったり、川でみずぎをなくしちゃったり、森でまいごになってそうなんしちゃったり、おちてるお菓子とかたべたりしちゃだめだからねー？」なんて言っていた。いやお兄ちゃんを野の良ら犬いぬか何かと勘違いしてませんかね……？　まあ、俺なんかよりよっぽど家事もできるししっかりしている自慢の妹ではあるんだけれど……

　と、そんなことを考えていると『ＡＭＷ研究会』のメンバーが集まり始めた。

「おー、早いねー、善よし人とー！」

　まずやって来たのは冬ふゆ姫きだ。

　二つに結んだ明るい色の髪を揺らしながら、いつも通りのこの上なく楽しそうな様子で駆け寄ってきた。

「うんうん、待ち合わせの十五分前に来るなんてやる気だねー。あ、やる気といえば、ちなみに私も今日に合わせて『ゆるヤマ△』一期のブルーレイボックスを徹夜で五周マラソンしてきちゃったぜー！　もちろん善よし人とも三周くらいしてきたよねー？」

「え、いやしてないけど……」

「えー！　ウソでしょー？　聖地に行くっていうのに原作マラソンをしないで許されるのなんて小学生までじゃないのー？」

　本気で驚いたような表情。

　いやそんなこと言われましても。ガチの冬ふゆ姫きとは違って、俺は全てに広く浅くなライト勢なんだから……

　そんなことを話していると、続いて神楽かぐら坂ざか部長、三Ｋがやって来た。

「おはよう。いい天気だ。晴れてよかったね」

「ですな。興奮で眠れずに原作本をマラソンしてきてしまいましたな」

「僕はドラマＣＤとラジオドラマを四周ほどマラソンしてきましたよ」

「俺は設定資料集とサントラを三周もマラソンしちまったぜ……！」

　これまた普段通りのノリ。

　というかその変態マラソンは常識なんですかね……

　そして時間差で最後にやって来たのが……明日あす夏かだった。




「──おはようございます、澤さわ村むらさん、みなさん」




　文字通り花が咲くような、白しら百合ゆりのようにまぶしい笑顔。

　ただそこに現れただけでふわりと周囲の空気が変わったように思えたというか、見ているだけで脳内のオキシトシンとセロトニン（幸福ホルモン）がドバドバと放出されるのを感じる。うん、向日葵ひまわりのような人ひと懐なつこいモードの明日あす夏かもいいけれど、白しら百合ゆりのようなお嬢様モードの明日あす夏かもやっぱり同じくらいにいい。ミヤマクワガタとヒラタクワガタみたいに、それぞれにはそれぞれの良さがあるというか……

　ただ一点だけ、気になることがあった。

「……」

　……目の錯覚かな。

　何だか明日あす夏かの横にメイドさんが立っているように見えるんですが。

　おっとりとした穏やかな笑みを浮かべるメイドさん。

　普通に考えて、こんな時間（午後一時）のこんな場所（バスタ新宿）にメイドさんがいるわけがない。

　……あれかな。自分でも認めたくはないんだけどあまりにも心がメイドさんを渇かつ望ぼうしていて、前回の金髪メイドさん同様とうとう白昼堂々メイドの幻影を見るようになってしまったとか……

　自らの無自覚な性癖（？）に恐怖を感じておののいていると、明日あす夏かが心配そうに声をかけてきた。

「あの、どうされたんですか、澤さわ村むらさん……？」

「え、あ、いや、何だか明日あす夏かの隣にメイドさんが立っているように見えて……」

「？　立っていますよ？」

　あっさりとそう口にした明日あす夏か。

「え？」

　その言葉に改めて見てみると、優しそうな顔のメイドさんはこっちを見て手をひらひらと振ってきた。え？　あれ？　幻覚じゃ、ない……？

　目を瞬しばたたかせる俺に、明日あす夏かは言った。

「あ、紹介しますね。こちらは静しず琉るさんといって、私が普段からとってもお世話になっている方なんです」

「こんにちは～。ええと私～、来きの宮みや静しず琉ると申します～。乃の木ぎ坂ざか家メイド隊序列第二位の副メイド長で～、明日あす夏か様の身の回りのお世話をさせていただいている身となります～」

　明日あす夏かの紹介を受けて、何だかものすごくのんびりとした口調でメイドさんがそう深々と頭を下げてきた。

「静しず琉るさんは研修を受けるためにしばらく休暇を取っていたんですけど、つい先日戻られたんです」

「……」

　え、じゃあもしかしてこの人、前に少しだけ聞いた明日あす夏かのお付きのメイドさん……？

「おおお！　本物のメイドさんが再び我々の目の前にっ！」

「やはり本物はブリムの輝きが違いますね」

「ワンチャン、リアルご奉仕タイムか……！」

　三Ｋたちがわあっと色めき立つ。

　それを受けて、メイドさんがにっこりと笑った。

「よろしくお願いいたします～。本日は明日あす夏か様のお見送りと、みなさまへのご挨拶を兼ねてやってまいりました～」

　あ、キャンプにまで付いてくるわけじゃないんですね。

　キャンプ場でメイドさんがご奉仕してくれるっていうのもなかなか見られない光景かもと思ったけれど、どうやらそれは叶かなわないらしい。……い、いや、別にメイドさんに執着しているわけじゃないですからね？

「──うん、どうやら全員揃そろったみたいだな。それじゃあバスに乗るとしよう」

　神楽かぐら坂ざか部長の指示で、全員でバスに乗り込む。

「それじゃあ明日あす夏か様～、みなさま～、いってらっしゃいませ～」

　ハンカチを持った手を振りながら丁重にお見送りをしてくれるおっとりメイドさん。

　世界広しといえども、メイドさんに見送られながら高速バスでキャンプへと旅立ったのなんて、俺たちくらいのものじゃなかろうか。

　何というか、最初からものすごくシュールな幕開けだった。











・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密㊿（秘密レベルＢ）

　お付きのメイドさんは副メイド長の来きの宮みや静しず琉るさん。
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　向かうべきキャンプ場は、静岡県の富ふ士じの宮みやにあるという。

　まずここバスタ新宿から高速バスに乗って河口湖駅まで行く。そこから違うバスに乗り換えて近くのバス停まで。そこから徒歩十五分ほどでキャンプ場に到着するらしい。

　高速バスは、夏休みということもあってそこそこ混み合っていた。

　座席は二列確保してあって、前列に三Ｋと俺、後列に明日あす夏かと冬ふゆ姫き、神楽かぐら坂ざか部長という組み合わせだった。

「それにしても楽しみだなー。このメンバーでどっか行くのって、考えてみれば初めてだもんねー！」

　冬ふゆ姫きが楽しそうに声を上げる。

「そうですね。初めてのお出かけで、初めてのお泊まりです」

「ふっふっふー、乃の木ぎ坂ざかさん、夜は枕投げでもしながら女子トークしようぜー！」

「はい、ぜひ♪」

　顔を見合わせて笑う明日あす夏かと冬ふゆ姫き。

「……」

　あれ、『ゆるヤマ△』コラボ商品のことを冬ふゆ姫きから教えてもらっていたって話を聞いた時にも思ったけど、何だかこの二人、前より仲良くなってない……？

　や、冬ふゆ姫きはもともと明るくてフレンドリーでだれとでも仲良くなれるキャラだし、明日あす夏かだって若干の人見知りはあるものの人当たりが良くてだれからも好かれる性格だ。『ＡＭＷ研究会』の同学年の女子部員同士ということで親しくなるのはそれは自然なことだとは思うのだけど……

「ん、どしたの、善よし人とー？」

「どうかされましたか？」

「え？　あ、うん、何でもない」

　なんかちょっと気になるんですよね。

　でも何であれ、仲がいいのはいいことだ、たぶん。

　とはいえ明日あす夏かには〝秘密〟があるため、そんな風にノンキに構えてばかりもいられなかったりする。

「それにしても『ゆるヤマ△』の聖地、楽しみだなー！　レンちゃんの中の人も取材で行ったって、この前ネットニュースで見たしー」

「中の人……？」

　と、そこで明日あす夏かが不思議そうにちょこんと首を傾ける。

　っと、言ったそばからさっそく〝秘密〟案件だ。

「あー、そ、そうだよな、中の人──声優の東ひがし川かわさんが雑誌の企画で、実際にキャンプ場まで行った記事が上がってたんだっけ……！　中の人……声優さんが！」

　慌てて会話に割り込みながらフォローを入れる。

　ちなみに今も説明したけれど〝中の人〟というのはそのキャラを演じている声優さんのことで、〝アキバ系〟の人間にとってはほとんど常識である。だけどまだまだ〝アキバ系〟初心者である明日あす夏かにはそうはいかない。むしろこういう当たり前だと思っている用語ほど、忘れずに説明が必要となるのだ。

「いやいや、澤さわ村むら殿はなぜそんな説明口調で〝中の人〟のことを解説しているのですかな？」

「はっ、そんなことわざわざ言わなくとも当たり前じゃないですか」

「ムダだな、ムダムダムダぁ！」

　三Ｋたちが呆あきれたようにそんなことを言っていたけれど、背に腹は代えられない。説明を聞いた明日あす夏かが心の底からほっとしたような顔をしていたからよしとしよう。

　そんな風にして、しばらくの間雑談をしながらバスは進んでいった。

　河口湖駅までは二時間ほどかかるため、なかなかに長い道のりである。

「──あ、そうです♪」

　明日あす夏かが思い出したように手をぱふんと叩たたいたのは、ちょうどその行程の半分──新宿を出てから一時間ちょっとほど経たった辺りだった。

「あの実は、今日は暑くなるかと思って、おやつを持ってきたんです」

「おやつ？」

「はい」

　明日あす夏かが軽やかに小さくうなずき、

「こちらなのですが、みなさん、よかったらいかがですか？」

　そう言ってバッグの中から取り出したのは……

「れ、冷凍みかん……？」

　カチコチに凍った、手の平サイズのみかんだった。

「はいです。やっぱり夏のおやつといったら冷凍みかんですよね。冷たくて甘くてとっても美味おいしいですよ♪」

　そういうものなんでしょうか？

　冷凍みかんとか、最近だと田舎のお祖母ばあちゃんの家の冷凍庫くらいでしか見たことがないんですが……

　とはいえ無邪気な目でにこにこと冷凍みかんを差し出してくる明日あす夏かを前にして、突っ込むのも野暮ってものだ。お礼を言って冷凍みかんを受け取る。実際問題、冷凍みかんは美味おいしかった。

「ふふ、たくさんありますので遠慮なく食べてくださいね」

　何というか、明日あす夏かにはまだこういう摑つかみきれない部分があるんですよね。お祖母ばあちゃんの知恵袋的な引き出しがあるというか……
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　真夏のおやつには冷凍みかんがマスト。









　高速バスはそのまま何事もなく河口湖駅に着き、そこで市バスに乗り換えた。

　そうしてさらに一時間と少しほどバスに揺られて、牧場近くの停留所へと辿たどり着つく。

　そこから先は徒歩だった。

　真夏の強烈な日差しが降り注ぐ中、冷凍みかんで水分と冷気を補給しつつテクテクと歩いていくこと十五分。

　そして──







　　　　２




　目の前に、どこまでも続くような草原が広がっていた。

　視界の先の先まである広大なスペースには緑の絨じゆう毯たんが敷き詰められていて、さらにその向こうには深緑がまぶしい森が幾重にも展開している。森を越えた先にはまるで手を伸ばせば届くかのようにドン！　と近距離に鎮座している富ふ士じ山さんの姿。それはどこまでも雄大で圧倒的であって……

「うわぁ……すごいです……」

　隣の明日あす夏かがそう声を上げる。

「うん、ホントすごいな……」

　富ふ士じの宮みやのキャンプ場。

『ゆるヤマ△』を見てそういう場所であることは知っていたけれど、実物を見るとまた感動もひとしおだった。

「おお、ここはまさにレンちゃんたちが自然と戯たわむれた草原ですな！」

「とうとう僕たちは約束の地に辿たどり着ついたのですね……！」

「つくねは、つくねはどこにいるんだ！」

　三Ｋたちが三者三様の異様なテンションで奇声を上げながら草原を走り回っていたが、体力があまりにもないためすぐにへばって、三分後には打ち上げられたナマズみたいに全員揃そろってその辺に倒れていた。

「わー、一期の十二話そのまんまだー！　ふっふっふー、さっそくツイッターとインスタに載せなきゃー！」

　その傍かたわらではスマホで写真を撮りまくっている冬ふゆ姫き。

　倒れこんでいる三Ｋたちが映り込まないようにするのは忘れない。

　とにかくだれもかれもマイペースなのも『ＡＭＷ研究会』の特徴である。

「さてさて、聖地を目の前にしてはしゃぐ気持ちも分かるが、まずは設営をしてしまおう。みんな、テントを立てるのを手伝ってくれ」

　ひとしきり部員たちがフィーバーするのを見届けた後（よく全員の特性を分かっている）、神楽かぐら坂ざか部長がそう言った。

　その言葉を受けて、手分けをして皆でテントを設営していく。

　ちなみにキャンプに必要な最低限の荷物は、神楽かぐら坂ざか部長があらかじめ用意して現地に送ってくれていた。さすが神楽かぐら坂ざか部長、できる人だ……

「ええと、確かテントは協力して立てるんですよね。あ、澤さわ村むらさん、そちらのペグを押さえてもらっていてもいいですか？　その間にここのポールをはめこんでしまいますので……」

「お、明日あす夏か、上手うまいな」

「えへへ、『ゆるヤマ△』で勉強しました」

　器用にポールをはめこみながら嬉うれしそうに笑う。

「だけど思ったよりもけっこう重労働だな。アニメだと割と簡単そうだったのに」

「そうですね。ふふ、でも楽しいです。何だか共同作業みたいというか、澤さわ村むらさんといっしょに新居を建てているみたいで♪」

「し、新居……」

「はい♪」

　そんなことを言われるとどんな顔をすればいいのか分からないじゃないですか……

　そこはかとなくくすぐったくなるようなやり取りをしながらテントを組み立てていく。

　当然だけれどテントは男子用と女子用に分かれていた。女子用はムーンライトニングⅢ型と書かれたそれなりに立派なものだった一方、男子用はなんかちょっと強い風が吹いたらそれだけで倒壊してしまいそうな安っぽい──もとい、簡素な作りのものだった。

「すまないな。部費の関係上、男子と女子で同じものは用意できなかったんだ。どちらも『ゆるヤマ△』に出てくるもので統一しようとしたら、こういう結果になってしまった」

「あ、いえ、大丈夫です」

　頭を下げてくる部長にそう返す。

　まあ夏だし、雨風さえしのげれば問題はないというか。ちらっと大特価九百八十円の値札が見えたような気がしたけれど、そこは気にしないようにしておく。

　そういった感じにコツコツと設営を進めていき。

　ようやくテントが形になってきた、その時だった。

「わ、あれを見てください……!!」

「？」

　明日あす夏かが何かを指さして声を上げた。

　？　何ですかね。夏の夕方の風物詩であるセミファイナル（お亡なくなりになっていると思っていた地面に転がっていたセミが実はぜんぜん元気で突然飛びかかってくる現象）でも発生したとか……？

　明日あす夏かの示す方に目をやってみる。

　するとそこにあったのは……




「お……」




　──夕ゆう陽ひに照らされて真っ赤に染まった……富ふ士じ山さんだった。




「赤富ふ士じです……！　本当にこんなにきれいに赤く染まるものなんですね。素敵です……」

「わー、すごいすごい！　まっかっかだー！」

「ふむ、実に趣のあるいい光景だ……」

　そろって目を奪われる。

　あまりに美しくこの世のものとは思えないその光景に、みんな思わず見入ってしまった。

　雄大でありながら繊細であり神秘的で……まるで富ふ士じ山さんだけでなくこの世界が全て真っ赤に染まってしまったかのようにも感じられる。

「赤富ふ士じは縁起がいいものとされているらしい。うん、『ＡＭＷ研究会』富ふ士じ山さんキャンプとしては、幸さい先さきのいい最高のスタートだな」

「そうですね、素晴らしいものを見ることができました……」

「よーし、富ふ士じ山さんキャンプ、張り切ってスタートだー！」

　明日あす夏かたちもそう口にする。

　何ていうか……この景色を見ることができただけでもキャンプに来てよかったと、柄にもなく思ってしまった。







　テントを設営し終わったら、次は夕飯の準備だった。

　こちらもまた作業を分担して、色々と料理を作っていく。

　メインとなるカレーは冬ふゆ姫きと神楽かぐら坂ざか部長が担当していて、その他にもチーズリゾットやスープパスタ、焼肉などのキャンプ料理が目白押しだった。

　そんな中、

「いよいよこれの出番がやって来ました……！」

　ドン！　という効果音が聞こえてきそうな勢いで、明日あす夏かがたき火グリルを取り出した。

「今日のために毎日お肉の焼き方を練習してきました。秘密兵器のたき火グリル──〝グールちゃん〟が火を噴きます……！」

　いやそのどこぞの屍食鬼みたいなネーミング……とか、火を噴いたら炎上してるんじゃ……とか突っ込みどころが満載だったけれど、目を子どもみたいにきらきらさせながらたき火グリル──〝グールちゃん〟を組み立てている明日あす夏かを前にすると何も言えないため、そっと見守ることにする。

　すると三Ｋがそれを目め聡ざとく見付けたようだった。

「む、もしやそのグリルは、『ゆるヤマ△』でレンちゃんが使用していたものですかな？」

「え？　あ、はい、そうです」

「おお、やはり！　そのような細かい小道具にまで気を配るとはさすが乃の木ぎ坂ざかさんですな！」

「まるでグリルを組み立てているレンちゃんが目の前にいるかのようです……！」

「見える、見えるぞ……！　ああ、俺のハートも肉といっしょにこんがりと焼いてほしいぜ……！」

　アレな感じにヒートアップする三Ｋたち。

　その傍かたわらで、実はこっちでも俺が同じレンちゃん仕様のたき火グリルを出していたものの、三Ｋたちはどうやら明日あす夏かに夢中でまったくもって目に入っていないみたいだった。人は見たいものしか見えないって本当なんですね……

　まあいいかと思いつつ、こっちのたき火グリルも組み立てて、そのまま肉を焼いていく。

　カルビはさっと焼き目を付けるくらいにして、ホルモンはじっくり火を通す。豚トロは脂が強いから焦げてしまわないように注意してっと……

　と、そこで明日あす夏かと目が合った。

　明日あす夏かは俺の手元のグリルを見ると、ものすごく嬉うれしそうに笑った。

　そして口をぱくぱくと動かして、こう告げてきたのだった。

（お・そ・ろ・い・だ・ね・せ・ん・せ♪）

「……っ」

　おそろい。

　その言葉に内包された魅惑の響きもさることながら、口の横に手を当ててささやくように口パクをする仕草がもう殺人的にかわいいというか、ほとんど大量破壊兵器の境地であって……

　そのあまりの天然天使っぷりに身み悶もだえていると、明日あす夏かはさらにこう続けた。

（ふ・た・り・だ・け・の・ひ・み・つ・だ・よ♪）

「……」

　……ああ、もう！

　見せてくるアクションの一つ一つが全て致命的な攻撃力を誇るなんて完全に反則だ！　チートだ……！　思わず九十度くらいのけぞってしまうほどのクリティカルヒットだ……！

「善よし人と、何やってるのー？　マトリックスごっこー？」

　カレー鍋を手にこっちにやってきた冬ふゆ姫きに珍獣を見るような顔でそう突っ込まれたけれど、そんなのは微み塵じんも気にならない。……うん、〝秘密〟のためにもひとまずこっちのたき火グリルはみんなの目には入りにくい場所に移動させておくことにしよう。

　こうしてお揃そろいのたき火グリルは、俺たちの間の〝秘密〟となったのだった。
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　おそろいのたき火グリルは二人だけの秘密。
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　たき火の炎を見つめていると、何だか落ち着いた心地になるのはどうしてだろうか。

　ゆらゆらと燃え盛る橙だいだい色いろの炎。それはもしかしたらたき火というものが、人の持つ原初の本能を刺激するからなのかもしれない。

　……なんて、たき火の雰囲気に当てられて少しばかりポエムなことを言ってみたけれど。

　周りではそんなポエティックな空気とはほど遠い、いつもの〝アキバ系〟トークが繰り広げられていた。

「ねー、部長、〝夏コミ〟の分担ってもう決めましたー？」

「ん？　いや、まだだ。そうだな、みんな集まっていることだし、いい機会だから今から決めてしまおうか」

「やったー、そうこなくっちゃー！　今回は伝説の壁サークル『アルミ缶の上にあるミカン』が復活するって噂うわさがあるから、気合い入れていかないとですよねー！」

　冬ふゆ姫きが声を上げる。

「おお、あの三年ほど前に隆盛を誇ったという都市伝説的なサークルですな」

「何でも一日で八千冊を売り切ったと聞いています」

「それは何としても新刊をゲットしなくてはなるまい！」

　話題の中心は、来るべき〝夏コミ〟についてだった。

　八月の十日から三日かけて行われる〝アキバ系〟最大のイベント。『ＡＭＷ研究会』のメンバーは当然のごとく三日間全て参戦するみたいだったけれど、どうやって効率よく目的の同人誌やグッズなどを入手するかについて、カタログを広げながら議論をしている。

「やっぱりさー、分担と事前の準備が大事だと思うんだよねー。当日は一秒たりともムダにできないからさー」

「うむ、そうだな。だったら朝あさ倉くらが知り合いのサークルや『アルミ缶の上にあるミカン』を回っている間に、私たちは企業ブースとその他のめぼしいサークルをコンプリートするとしよう。五分を一単位としたタイムテーブルを作れば可能なはずだ。木き村むらたちもそれでいいかな？」

「了解ですぞ！」

「まさか僕が断るとでも思いますか？」

「ハッハー！　企業ブースは、行く途中でコスプレ広場を通るからやる気がギンギンにみなぎるぜ……！」

　何やら分刻みで行動が制限されたスケジュール。

　そのローテーションに明日あす夏かと俺が入れられていなかったのは僥ぎよう倖こうだと言える。

　そう、何せ明日あす夏かは……〝夏コミ〟初参加だ。

　俺は過去に冬ふゆ姫きに強引に連れていかれて二回ほど行ったことがあったけれど、あのすさまじいばかりの熱量とカオスっぷりはなかなかにカルチャーショックだった。おそらく明日あす夏かもあれには圧倒されてしまうだろう。あとものすごく暑い。熱帯雨林気候並みに暑い。だから当日はのんびりと会場を見て回ったりして〝夏コミ〟の雰囲気を感じるくらいが精一杯だろうと思っていたのだけれど……

「そういえば乃の木ぎ坂ざかさん、サークル参加の準備は進んでいるのですかな？」

　三Ｋがそんなことを言い出した。

「？　さーくる？」

　明日あす夏かがちょこんと首を傾ける。

「ハハハ、二週間ほど前に言ったではないですか。手配はしておくと」

「ちょうど僕たちの知り合いで手伝いが必要なサークルがありましたので、ばっちりですよ」

「むしろ乃の木ぎ坂ざかさんの本をメインに置きたいと言っていたんで、ブース内を乃の木ぎ坂ざかさん一色に染め上げてやってください！」

「あ、え、えと……？」

　明日あす夏かがよく分かっていないという顔になる。

　……何だか、台風の前の晴天みたいなものすごくイヤな予感がするんですが。

（あのさ、どういうこと、明日あす夏か……？）

　こっそりと隣の明日あす夏かに耳打ちをする。

（あ、は、はい、え、ええと、実は少し前に、木き村むらさんたちからさーくる参加はしないのかと訊きかれたのですが……）

（……）

（さーくる参加？　というものが何なのかよく分からなかったので、やりたいとは思いますが……と答えたんです。そうしたら任せておけと言われて……。あの、ところでさーくる参加というのは何なんでしょうか？　何か趣味の活動をいっしょにやることですか……？）

（…………）

　……何となく、事情は分かった気がする。

　……つまり、こういうことでしょうか。

　三Ｋたちが今度の〝夏コミ〟にサークル参加をしないのかと明日あす夏かに訊きいてきた。当然サークル参加の意味など分からない明日あす夏かは、文字通りのサークル活動なのかと思って気軽にやってみたいと答えた。それを聞いた三Ｋたちが、いつものムダな行動力を発揮して知り合いのサークルに明日あす夏かが手伝いという名目のメインとして参加することまで勝手に打診してしまった……と。

　ざっと聞いた感じの印象だけど、おおむねは間違っていないと思う。

「うむうむ、乃の木ぎ坂ざかさんの新刊、楽しみですな」

「やはり今期だと『ゆるヤマ△』本一択でしょうか。レンちゃん本だと個人的には嬉うれしいです」

「俺は猫川さんを主人公にした猫本だな。頼みますよ、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「あ、あの、ええと……」

　何となく状況を察したのか、明日あす夏かがおやつだと思って食べたビーフジャーキーが実はご主人様の夕飯だと気付いた時の仔こ犬いぬみたいな顔でおろおろとしている。

　……ともあれ、了承してしまったものはもはやどうしようもない。〝秘密〟のこともある上に、今さらここで辞退するのも〝アキバ系〟としてはナシだろう。

　それに何より……明日あす夏かには目指すべき目標がある。姉であり、かつての『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』であり、〝アキバ系〟を含む全ての分野において完璧であった乃の木ぎ坂ざか未み来らいさんの辿たどった道をあますことなくトレースするという目標が。その目標を達成するためにも、ここでのサークル参加は避けられないだろう。

（……ひとまず、キャンプから帰ったら作戦会議をしよう）

（あ、は、はい……）

　明日あす夏かが不安げにうなずく。

　こうして、いつの間にか〝夏コミ〟にサークル参加することが決まったのだった。

　……とはいえ、本当に大丈夫なんですかね、これ……
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　サークルの意味も知らないまま夏コミにサークル参加することになってしまったらしい。
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　キャンプ二日目。

　この日も朝から空はどこまでも晴れやかで、抜けるような青空だった。

　もうこの時間から少しばかり強烈な日差しを放つ太陽をテントの外で眺めながら、若干寝不足気味の頭を振って意識を覚醒させる。

「ふわ、ぁ……」

　昨夜はテントに戻ったかと思ったら、三Ｋたちがソシャゲの素材集めクエストをやり始めてぜんぜん寝ようとせず、一時間ほどしてやっと寝たかと思ったらイビキ・歯ぎしり・寝言の三連コンボが冴さえ渡わたったせいであまり眠れなかったからだ。

　アクビをかみ殺しつつ、洗顔と歯磨きをするために共用の水道に向かうと、そこでばったり明日あす夏かと会った。

「おはよう、明日あす夏か」

「あ、おはようございます、澤さわ村むらさん……」

　その表情は空とは真反対にどこか精彩がない。

　たぶん……というか間違いなく昨日の一件（気付かない内にサークル参加決定）を気にしているんだろう。

　その気持ちは分かる。

　何ていうか、お年寄りが自分でもまったく認識していない内にオレオレ詐欺に巻き込まれてしまっていたようなものだ。まさに青せい天てんの霹へき靂れき。寝耳に水。それは落ちこんでしまっても仕方がないかもしれない。

　だから俺は言った。

「……大丈夫だって」

「え……？」

「サークル参加の件だったら、何とかするから。せっかくのキャンプなんだし、今はひとまずそのことは忘れて楽しもう」

　特に対処案があるわけではなかったけれど、そう告げる。

　落ちこんだりしている時は、だれかに大丈夫だと言われるだけで楽になることってあると思うんですよ。

「あ……」

　その言葉にみるみる明日あす夏かの表情から翳かげりが薄れていった。

　やっぱり不安だったんだろう。緊張から解放されたように、がばっと抱きついてきた。

「あ、ありがとう、せんせー……！　ご、ごめんなさい、またせんせーに迷惑かけちゃって……」

「こ、こら、周りにだれもいないからいいけど、未み来らいさんモードじゃなくなってるって……！」

「へ、へへ～」

　仔こ猫ねこのようにくっついてくる明日あす夏かを引きはがす。いや、それはもう少しそのままでいたかったというかできればずっと明日あす夏かの体温を感じていたかったといってもこれっぽっちも過言ではないけれど（ものすごくいい匂いだし……）、さすがにいつだれがやって来るかもしれないこの場ではそういうわけにもいかない。

　その予想通り、やがて他のメンバーもボチボチと集まり始めた。

「おはよう、みんな。昨日はよく眠れたかな？」

「はーい！　ばっちりでーす！」

「そうですな、さすがはキャンプ場だけあって静かな夜でしたな」

「まるで柔らかな静寂に包まれているかのようでした」

「朝までパッカーンと熟睡だぜ！」

　冬ふゆ姫きはともかく、三Ｋたちは眠れたんだ、あの地獄みたいな環境の中で……

「そうか、それならばよかった。今日は色々とやることがたくさんあるから、万全の体調で臨んでもらいたいところなんだ。それじゃあ準備が済んだらさっそく出かけるとしよう」

　神楽かぐら坂ざか部長がみんなを見回しながらそう言って。

　キャンプ二日目が本格的に始まった。







　まず俺たちが向かったのは、昨日バスを降りた牧場だった。

　キャンプ場から徒歩十五分。牧場とはいってもちょっとしたテーマパークみたいな感じで、放牧場の他にレストランやカフェ、アスレチックや様々な体験教室などもあるのだという。さらに自家製牛乳を使用したソフトクリームが絶品ということらしい。

　当然のごとくみんなで買って食べた。

「わ、美味おいしいです。牛乳の味がすごく濃厚で、それでいて舌ざわりもとても滑らかでクリーミーで……」

「乃の木ぎ坂ざかさん、ほっぺたにクリームがついてるよー？」

「え？　あ、本当です。え、えへへ……」

「そう言いながら朝あさ倉くらもついているな。ほら、そこに」

「えー、どこですかー？　あ、部長も上唇についてますよー」

「なに？」

　まあ、ソフトクリームを食べていると少なからずクリームまみれになるのは避けられないですよね。

　そんなやり取りをしながら、ソフトクリームをペロペロと舐なめていく女子たち。

「いい……」

「いいですね……」

「こんなもの、間違いなくいいに決まっている……」

　それを見た三Ｋたちが溶けたソフトクリーム以上にとろけた顔をしていた。……うん、気持ちは分かるというか……

　続いて、敷しき地ち内にある牛舎へと向かう。

　ここでは希望者は牛の乳搾り体験ができるのだという。

「きゃっ……」

「あははー、乃の木ぎ坂ざかさん、顔にミルクがついてるよー！」

「ち、力かげんが、難しいです……」

「こうすればいいのではないかな？　リズミカルに揉もみこむように手を動かして……うわっ!?」

「部長もへたくそだー！」

　白い飛ひ沫まつ（牛乳です）を飛び散らせながらきゃっきゃっと声を上げる明日あす夏かたち。

　白い飛ひ沫まつ（牛乳です）まみれになりながらも、楽しそうだった。

「これもいいですな……」

「ええ、夏と雌牛と美少女たちの白い戯たわむれ……」

「最高か……！」

　こっちもこっちでかなり楽しそうだった。まあ、そのコメントはちょっとアレだと思うけど……

　その後も牧場内で、色々な遊びを楽しんだ。

　レストランで遅めの朝食兼昼食をとったり、乗馬体験をしたり、アスレチックで身体からだを動かしたり。

　牧場とは思えない充実したアクティビティだった。

「ふふ、たくさん遊ぶことができる場所があって、すごく楽しいです♪」

「うんうん、旅行に来てるって感じがするよねー！」

「気に入ってもらえて何よりだ。色々と計画を考えた甲か斐いがあったというものだね」

　明日あす夏かたちはそのどれもを心から楽しんでいたけれど、乳搾り後は三Ｋたちはその傍らでずっと位置情報機能を使ってモンスターを集めるソシャゲをやり続けていた。ハイライトだったソフトクリームと乳搾り体験以外にはまるで興味がないみたいで……いや何しに来たんですかね……
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　乳搾りはあまり得意ではない。
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　そんな牧場での一連のアクティビティを終えて。

　次に『ＡＭＷ研究会』の一同が向かったのは川だった。

　キャンプ場のほど近くにあるそこそこの大きさの清流。

　目的はもちろん……川遊びをするためである。

　一足早く水着に着替えた俺たち男子勢（脱ぐだけなので着替え所要時間三十秒）は、穏やかに流れる川のほとりでそわそわと落ちつきなくあるものを待ちわびていた。

　待っていたのはもちろん──




「──お待たせいたしました♪」




　せせらぎに溶けこむような透明な声が響いた。

　振り返ってみると、そこにいたのは、

「すみません、遅くなってしまって……」

「なかなか着替えられそうな茂みがなかったんだよねー。もうその辺で脱いじゃってもいいかーとも思ったんだけどー」

「そういうわけにもいかなかったから、少しばかり時間がかかってしまってね。ああ、でも待たせてしまったのはすまなかったね」

「お……」「……」「……」「……」

　水着姿の、明日あす夏か、冬ふゆ姫き、神楽かぐら坂ざか部長だった。

　三者三様の、水着姿。

　そのビジュアル的な華々しさに、男子が揃そろって言葉を失う。

　何というか……明日あす夏かが最高オブ最高なのは、もはや言うまでもない。いっしょに選びに行ったビタミンカラー（というらしい）のビキニ姿。それはまさに不動の絶対王者であり、サメにしてみたらホホジロザメみたいなものだ。

　だけど意外に……意外と言っては失礼なのかもしれないけれど、冬ふゆ姫きと神楽かぐら坂ざか部長もそれに負けず劣らずだった。

　冬ふゆ姫きは水色を基調とした上に花柄を散らすという、かわいらしいデザインのワンピース。明るい色使いがともすれば幼く見えがちだけど、冬ふゆ姫きの雰囲気にはとても合っている。サメでいったらアオザメといったところだろうか。

　一方の神楽かぐら坂ざか部長は大人っぽい落ち着いた色のビキニ姿だった。その、何というか色んな意味でのボリュームも抜群で、さすがに二つ上の先輩という貫かん禄ろくを見せ付けてくれる。サメでいえばオオメジロザメだろう。

「……」

　……いやまあサメにたとえたのでいまいち意味が分からなかったところはあるかもしれないけれど。

　要するに三人とも……思春期真っ直中の男子の視線を捕食するのには十二分なレベルだった。

「あ、あの、ええと……？」

「あははー、そんな食い入るように見られると照れちゃうぜー」

「片時たりとも目を離さずに凝視しなくとも、逃げたりしないから大丈夫だ」

　男子×四の視線を受けながらそんなそれぞれの反応を返す女子たち。

　とはいえ、とはいえだ。やはり俺にだれか一人に絞れと言われたら……迷わずに明日あす夏かを選んでしまう。たぶん０・三秒くらいで。や、それくらい俺にとって明日あす夏か＠水着バージョンの破壊力は群を抜いているんですよ……

　そんなことを考えながら明日あす夏かたちに見とれていると、冬ふゆ姫きが小さく息を吐きながらこう口にした。

「んー、でもやっぱ善よし人とは乃の木ぎ坂ざかさんがお気に入りかー」

「え？」

「さっきからチラ見してる頻度が段違いだもんねー。残念、私も割と自信あったんだけどなー。やっぱスク水にしなかったのがいけなかったのかー。善よし人と、スク水があったらそれを嗅ぎつけて一キロ先からでもキャインキャイン鳴きながら飛んでくるくらいにはスク水が好きだもんねー」

「と、飛んできません！」

　鍛え抜かれたエリートスク水捜索犬じゃないんだから……

　というかそろそろメイド服好きとスク水好きという呪縛から抜け出したい。いや本当に……

「え、さ、澤さわ村むらさんが、こ、こちらをチラ見……」

　明日あす夏かはといえば、そんなことを言いながら頰を赤くしていた。いや、その、確かにチラ見はしていましたけど……

　ともあれそんな水着攻勢で、川遊びは始まった。

　その後は皆それぞれあちこちに散って、思い思いの時間を過ごす。バナナボートに乗って全力で泳いだり（冬ふゆ姫き）、岸からのんびりと釣りをしたり（神楽かぐら坂ざか部長）、木陰でソシャゲをしたり（木き村むら）、木陰でソシャゲをしたり（河こう野の）、木陰でソシャゲをしたりして（古こ林ばやし）、各々に川辺での時間を楽しんでいる。

「む、何だか大物がかかったようだが……」

「いて、いてててて！　部長、それ、俺だって……！」

「すまないな、振りかぶった時に引っかかったみたいだ」

「あははー、古こ林ばやしくんが釣れてるー！」

　そんなやり取りが聞こえてくる。

　どうやら大きく振りかぶりすぎた神楽かぐら坂ざか部長の釣り針が、木陰の三Ｋにバイトしたみたいだった。

「夏だなあ……」

　声を上げながら楽しそうにしている冬ふゆ姫きや三Ｋ（釣られたのになぜか嬉うれしそう）たちを、ワニ型の浮き輪につかまりながら少し離れた場所で眺めていたその時だった。

「せーんせ♪」

　頭上から声がした。

「？」

　見上げてみると、すぐ近くにある岩の上でしゃがみこみながらこっちを見下ろす明日あす夏かの姿があった。

「明日あす夏か」

「せんせ、こんなとこにいたんだ。みんなといっしょに遊ばないの？」

　小首を小鳥みたいに傾けながらそう訊きいてくる。

「ん、あれはちょっと賑にぎやかすぎるっていうか……」

「あ～、それはそうかも」

「俺はもうしばらくこの辺でのんびりしてるつもり」

「そなんだ」

「明日あす夏かはいいの？　せっかくの川なんだし、冬ふゆ姫きといっしょにバナナボートに乗ったりしてくれば──」

　そう言いかけて、




「──えいっ♪」




「あ、ちょ──」

　いきなり明日あす夏かが飛びこんできた。

　ドボン！　と目の前で水しぶきが上がり。

　ふるふると水浴びをした仔こ犬いぬみたいに顔を振りながら浮かんできたその小さな身体からだを抱き止めた。

「あ、明日あす夏か、危ないって……！」

「だいじょうぶだよ～。ここは深いから飛びこんでも平気なポイントだし、それに……」

「？」

「へへ～、せんせーならちゃんと抱きとめてくれると思ったから♪」

　心臓がドゥング！　と野太く震えるのを感じた。

　俺の腕にちょこんとつかまりながら、こっちのことを信頼しきったカルガモの赤ちゃんみたいな笑顔でそんなことを言われたら……もう何も言えないというか絶対服従のポーズをとるしかないというか。

「あー、と、とにかく次からは気を付けて──」

　とりあえず注意だけはしておこうとして、と、そこで俺の言葉が止まった。

「……」

「？　どしたの、せんせー？」

　なかった。

　あるべきはずのものがなかった。

　いやこれだけじゃあまったく意味が分からないというか、ないのは俺の語彙力か脳みそかと思われるかもしれませんが、そういうことじゃなくて。

　目をぱちぱちとさせながらこっちを見上げている明日夏の胸元に、水着がなかった。

「ん～？」

　こっちの視線に気が付いたのか、明日あす夏かが胸元に視線を落とす。

　と、そこでようやく明日あす夏かも自分の状況を理解したみたいだった。




「!!??」




「え。ななななな……何で!?　何でないの!?　え、み、水着、どこいっちゃったの!?　あ、ちょ、せんせ、み、見ないで～……！」

　肌色が露出した胸元を手で覆い隠しながら叫び声を上げる。

「み、見てない！　いや少し見ちゃったけど、記憶から抹消するから……！」

「う、うん……っ……」

「そ、それより、水着を探さないと……！」

　今の明日あす夏かは上半身に何も着けていない状態……いわば防御力がゼロの状態だ。ちょっとしたことでダメージを受けてしまってもおかしくはない。
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　それにこのままだと異変を察知して三Ｋたちがやって来てしまうかもしれない。それは少しばかり……いや、絶対に避けたい事態だ。

　気合いを入れ直して水着を探す。

　とはいえこの場所は水深があるため、なかなか見付からない。

　あれは……違う。あそこにあるのもコンビニのビニール袋だ。あっちのあれも、色は近い気がするけれどただのカジカ（ちょっとブサかわいい魚）だし……

「せ、せんせー……」

「大丈夫……明日あす夏かの水着は、絶対に見つけ出すから！」

　結局十分ほど探し続けて、ようやく川底に引っかかっていた水着を発見することができた。

「あ、あった……！」

「せ、せんせー……」

　明日あす夏かがほっとしたような声を上げる。

　ふぅ、これで無事に事なきを得たか……

　だけどそう思ったのも束の間、すぐに次なる試練が待っていた。

「あ、ワ、ワニさんにつかまってると水着のヒモが結べないかも……」

「そ、そうなのか？」

「う、うん。だから、せんせー……結ぶの、お願いして、いい？」

「え？　お、俺がですか……？」

「うん、だってそうするしかもう……」

「……」

　それしか方法がないっていうんなら……仕方ないですよね？

　だれに言い訳をするとなしそんなことを心の中でつぶやきながら寡黙な水着のヒモ職人のごとくヒモを結ぶ。

　その際に明日あす夏かの真っ白な肌に少しばかり手が触れたりして、その度に明日あす夏かの身体からだがぴくっと反応するだけでなく「あっ……」って声が漏れたりして色々と煩ぼん悩のうの入り混じる作業だったけど……何とか無事に結ぶことに成功した。

「あ、ありがとー、せんせー」

「……」

　ひと仕事を終えた職人の顔で、俺はワニにしなだれかかったのだった。
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　水着のヒモを結ぶのは少しだけ苦手。
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　パチパチと、炭が焼ける音が響いていた。

　水面にオレンジ色の炎の影が映り、煙とともに魚の焼けるいい香りが辺りに広がっている。

　匂いのもとは、明日あす夏かのたき火グリル……通称〝グールちゃん〟から流れてきていた。

　明日あす夏かの水着ロストだとか少しばかりアクシデントもあった川遊びを終えて。

　そのまま俺たちは、川辺で夕飯のバーベキューをしていた。

「乃の木ぎ坂ざかさん、そっちのお魚、もう焼けてるんじゃないー？」

「あ、そうですね。ふふ、さすがは〝グールちゃん〟、大活躍です」

　明日あす夏かが嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

「いい匂いですね。これ、神楽かぐら坂ざか部長が釣ったんですよね？」

「ああ、そうだよ。ニジマスと、ハヤと、あとは鮎あゆだね」

〝グールちゃん〟の上に置かれた魚の大部分は神楽かぐら坂ざか部長が釣ったものだ。こんがりと焼けていて、どれも美味おいしそうだった。

「ああ、そうだ。鮎あゆといえばこんな話を知っているかな？　この辺りには、〝恐怖、夜な夜な川辺を徘はい徊かいする鮎あゆ男〟という伝説があるんだ」

「あ、〝鮎あゆ男〟、ですか……？」

　明日あす夏かが小さく声を上げる。

「うん、何でも夜遅くにこの辺りの川に近づく者がいると、友釣りで霊界へと連れていってしまうという話だ。顔が鮎あゆで、身体からだが人間の半魚人のような姿をしているらしいな」

「…………か、顔が鮎あゆで……（ふるふる）」

「えー、乃の木ぎ坂ざかさん、もしかしてこういう話だめだめなのー？　ふふ、かわいー！」

　冬ふゆ姫きが声を上げて明日あす夏かに抱きつく。

「わ、い、いえ、そうではなくて……」

「いいっていいって、隠さなくてもー」

「まあ、おおかた夜の川に子どもなどが近づかないようにさせるための逸話だろうけれどね。ふふ、思いのほかに乃の木ぎ坂ざかさんは怖い話は苦手のようだ」

「そ、それは……う、うう……」

　口ごもる明日あす夏かを、神楽かぐら坂ざか部長と冬ふゆ姫きが微笑ほほえましいものを見る目で笑う。

「……」

　時間がのんびりと流れているのを感じた。

　辺りに大きな灯あかりはなく、地面に置かれたランタンと懐中電灯だけが淡く光っている。聞こえてくるのは川のせせらぎと風の音と虫の声、そしてスマホアプリから流れてくるかすかなＦＭラジオの音だけだ。

　気持ちのいい夏の夜だった。

　これぞまさにキャンプと言える穏やかな雰囲気。

　……まあ、三Ｋたちはこんな中でも相変わらずソシャゲをやり続けていたけれど、それすらもどこか趣があるように見えるくらいに辺りは夏の匂いに包まれていた。

「あー、でも楽しいなー」

　冬ふゆ姫きが折り畳み椅子に背中を預けながら言った。

「何かこういうのっていいよねー。みんなでバーベキューをやったり、怖い話をしたりしながらわちゃわちゃするのって。すっごい青春してるって感じー。卒業しても、このメンバーでまたこうやってキャンプとかに来たいねー！」

「卒業って、さすがに気が早くないか？　まだ入学して半年も経たってないのに」

「そうだけどさー。でも神楽かぐら坂ざか部長は三年生だし、私たち全員がいっしょに過ごせる夏はもうこの一回しかないんだよー。そう考えるとある意味でラストサマーじゃないー？」

「ふふ、私はまだ死なないがね」

　神楽かぐら坂ざか部長が笑う。

「だけどまた集まりたいというのは同意だな。久しぶりにこんなのんびりとした時間を過ごしているような気がするよ」

「はい、すごく楽しいです。その、鮎あゆ男さんのお話はちょっとだけ怖かったですけど……」

「だよねだよねー？　ふふふー、最高の夏に乾杯だー！」

　そう言って冬ふゆ姫きが手にしていた紙コップ（中身は紫し蘇そジュース）を掲げる。

　冬ふゆ姫きの言っていることは、少しだけ分かるような気もした。

　今の『ＡＭＷ研究会』のメンバー全員で過ごすことができる、一度きりの夏。

　それはこの先もう二度と訪れないものであり、唯一のものである。それこそかけがえのないひと夏のきらめきであって……って、やっぱりこんな感傷的なことを考えてしまうのは、辺りにこれでもかというくらいに流れる夏の空気がそうさせているんですかね。

　やがて三Ｋたちもようやくやっていたソシャゲを切り上げ……はしなかったけれど、やりながら会話の輪に加わって、話題の中心は昨晩と同じように〝アキバ系〟に移る。

「しかしこうしてたき火を見ていると、『ゆるヤマ△』のたき火シーンを思い出しますな」

「あ、分かる分かる、あれ、すっごくよかったよねー。私たちもウッドキャンドルとかやってみよっかー？」

「それは途中で崩れてバラバラになるフラグですか？」

「炎上だ、炎上！」

「はは、残念だが今回は薪に余裕がないんだ。ウッドキャンドルはまた今度にしてくれ」

「そうなんだー、ちぇー。あ、そういえばさー、今度『ゆるヤマ△』のイベントでたき火をやるのがあるって聞いたけど、もちろんみんな行くよねー？　私はさ──」

　まあ昨日に引き続き、こんな大自然に囲まれた中であえて〝アキバ系〟について話すっていうのも、『ＡＭＷ研究会』らしいといえばそうなのかもしれない。

　そんな中、明日あす夏かが何か思い出したかのように胸の前で手を合わせた。

「──あ、そういえば、『ドジっ娘マホちゃん』でもたき火シーンがありましたよね？」

「え？」

「ほら、マホちゃんたちがたき火を囲みながらジビエパーティーをしていて、その時にホワイトベアー型のクリムゾンと戦闘になる……あれはシリーズ全体を通しても屈指の名シーンだと思うんです──」

　明日あす夏かが少しだけ興奮気味にそう語りかける。

　だけど三Ｋたちの反応は薄いものだった。

「ん？　ああ、そうですな」

「確かにありましたね、懐なつかしい。──それで『ゆるヤマ△』のたき火イベントのことですが」

「俺たちも行くぜ！　バーニングだ！」

「あ……」

　たぶんだけど、さらに『マホちゃん』の話を続けようとしかけた明日あす夏かの言葉が、行き先を失って小さく消える。

　素っ気なく見えるけれど、まあこんなものだと思う。

『ドジっ娘マホちゃん』は確かに長く続く人気コンテンツだし、前期では間違いのない覇権アニメだった。まだ一部の熱心なファンの間では根強い人気はあるし、『ＡＭＷ研究会』の中でも今でも時折話題に出ることはある。

　──だけど今期の覇権は『ゆるヤマ△』だ。

　だとすればどうしたって話題の中心はそっちに移り、『マホちゃん』の話は二の次になる。

　それは個人で追いかけることのできるコンテンツに限界がある以上必然的なものであり、避けようのないものだ。もっと言ってしまえば単純な流行はやりと優先順位の問題であり……良くも悪くも、仕方のないことなのだと思う。俺だって明日あす夏かといっしょにイラストを描いたりブルーレイボックスを見たりした『ドジっ娘マホちゃん』には思い入れがある。できることなら今期も推したいと思う。だけど今それを話題にしても、だれも積極的に乗ってこないだろうこともまた分かっていた。

「……？」

　だけどつい三ヶ月前に初めて〝アキバ系〟に触れたばかりの明日あす夏かには、まだその機微がよく分からないんだろう。少し前まではあれほどもてはやされていた『マホちゃん』の話題がこれっぽっちも広がらないことに、困惑した表情を浮かべていた。

「あー、あのさ、明日あす夏か。これは何ていうか……」

　説明というかフォローをしようとして、

　と、その時だった。

　空から落ちてきた何かが、頰に冷たく触れた。

　これは……

「雨だー！」

　冬ふゆ姫きが声を上げる。

　その声に呼応するかのように、次々と大粒の雫しずくが地面に落ちてきた。

　おそらく通り雨だろうけれど、それでもあっという間に本降りになってしまったことから、現場はちょっとしたパニックになる。

「撤収しよう！　みんな、それぞれの荷物を持ってテントまで走るぞ……！」

　神楽かぐら坂ざか部長の声に、皆が慌ててその辺に放り出してあった荷物を片付けて、撤収準備に入る。

「わー、ええと、水着が入った袋と、折り畳み椅子と、あー、ランタンも持ってかないとー！」

「スマホが、スマホとタブレットが濡ぬれないように保護しなければ……！」

「ジップロック、ジップロックはどこですか……！」

「俺のポケットWi-Fiが見当たらないぞ……！」

　スマホ（及びその周辺機器）のことしか頭にない三Ｋたちはともかくとして。

　バタバタと忙せわしなく動きながらも何とかみんなで荷物をかき集めて、駆け足でテントまで撤収したのだった。
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　怖い話がかなり苦手。
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　まだまだ『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の話がしたい。









「──それじゃあ今日はここまでだ。明日は朝食を食べた後に片付けをして、十時にはここを出る予定だ。撤収準備は今晩のうちにだいたい済ませておくように」

　テントに戻って。

　神楽かぐら坂ざか部長がみんなの顔を見回してそう言った。

　やはり雨は一時的なものであったようで、さっきまでの本降りはウソみたいに今は空にはたくさんの星と月とが輝いている。

「ふぅ、急にあんなに雨が降ってくるなんて。大変だったよね、明日あす夏か」

「……」

　何だか、明日あす夏かの様子が変だった。

　どこか上の空というか、きょろきょろと辺りを見回しながら落ち着きがない。

「明日あす夏か……？」

　まださっきの一件を気にしているんだろうか。

『ドジっ娘マホちゃん』の話題がいまいち盛り上がらなかった件。

　疑問に思うというか釈然としない気持ちは分かるけれど、そこはもうあまりこだわってもしょうがないというか……

　だけどどうもそうではないみたいだった。

　もう一度声をかけてみるとぶんぶんと手を振って、

「え、あ、い、いえ、何でもないです！　べ、別におかしなことなんて何もなくて……」

「？」

「え、ええと、とにかくだいじょうぶです！　私のことは気になさらず……お、おやすみなさい……っ……！」

　そう言って、逃げるようにして女子用のテント（ムーンライトニングⅢ型）へと走り去っていってしまった。

「……」

　俺……何かしちゃいましたかね……？

　雨で濡ぬれた顔面がナチュラルにテンタクル型のクリムゾンを思い起こさせて切ないとか……？　グロッグロッグロッ……？

　そこはかとなくブロークンハートなものの、とはいえ昨日今日と色々とあったことだし、明日あす夏かにも何か思うところがあるのかもしれない。

　ひとまず明日になったらまた様子をうかがってみよう。

　そう自分を納得させて、男子用のテント（大特価九百八十円）へと戻ったのだった。
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　何か物音のようなものが聞こえたような気がした。

　草木も眠っている時刻のはずの深夜。

　三Ｋたちのイビキ・歯ぎしり・寝言のやかましい三重奏に紛れて、テントの外から聞こえてきた何かがガサガサと動くような音で俺は目を覚ました。

「……何だ……？」

　眠い目をこすりながら起き上がり耳を澄ます。

　するとやっぱり、何かの気配というか物音が聞こえてきた。

「……」

　何だろう。ま、まさかクマとか……？

　いやさすがにそれはないか。ここはこの辺りでもかなり大きめのキャンプ場だ。そういった管理はしっかりしているだろうし、少なくとも今までクマが出たという話は聞いたことがない。とはいってももう少し大人しめの害獣……イノシシとか野犬とか、あるいは不審者の可能性は十分にある。

「……」

　辺りに注意を払いながら、ひとまず上着だけを手にしてテントの外に出る。

　外は真っ暗だった。

　女子テントの灯あかりも周囲にいくつかある他のグループのテントの灯あかりも全て消えていて、辺りには星明かりと月明かり以外に照らすものは何もない。

　そんな中、少し離れた場所にシルエットのようなものが見えた。

　ちょこちょことリスみたいに動くその小柄な影は……

「明日あす夏か……？」

　懐中電灯を手に持った、よく見知ったお嬢様だった。

　その圧倒的な存在感は、暗闇の中でも間違えようがない。

　明日あす夏かは何かを探すような素振りを見せていたけれど、やがてどこかに向かって歩き出した。

　こんな時間にどこに……？

　気になって後を追う。

　お花摘みかとも思ったけれど、そうではなさそうだ。

　明日あす夏かが向かっていったのは、昼間にも通った道だった。キャンプ場から外へと通じる木々に囲まれた細い林道。明るい内はそこまで分かりにくい道ではなかったはずだけど、夜に通るとまただいぶ印象が変わる。注意して歩かないとすぐに迷ってしまいそうだ。

　そのまま二十分ほど後を付いていき。

　辿たどり着ついたのは……やはり昼間に川遊びをした、小さな川だった。

　そこで明日あす夏かは懐中電灯で地面を照らして、何かを探すような素振りを見せている。

「……」

　いいかげんかくれんぼはここまででいいかもしれない。

　どうやら目的地はこの場所で間違いないようだし、声をかけることにする。

　俺は明日あす夏かに近づくと、

「明日あす夏か──」

　その細い肩に手をかけようとして、




「きゃ、きゃぁああああああああ……！」




「!?」

　返ってきたのは、闇夜を切り裂くような絶叫だった。

「え、あ、いや、俺は……」

「で、出た……！　あ、鮎あゆ男……!?　ご、ごめんなさいごめんなさい……お騒がせをするつもりはなかったんです……！　だ、だから友釣りで霊界に連れていかないで……！」

「や、だからその」

「ほ、ほんとだったんだ……鮎あゆ男……！　や、やめて、怖いからその鮎あゆみたいな顔を近づけないで……っ……！」

「……」

　その場で尻もちをついて、動けない状態のまま恐怖の表情でそう訴えかけてくる。……暗がりの中とはいえ、そんなに俺の顔、鮎あゆ男っぽいんですかね……

　少しばかりショックを受けつつも、改めて少し落ち着かせたトーンで声をかける。

「いや、明日あす夏か、俺だって……」

「え……」

「俺、澤さわ村むらだよ……」

　そこでようやく個体認識してくれたのか、明日あす夏かは腰を落としたまま目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「……え、せ、せん、せー……？」

「そう、せんせーだ」

「え、あ、鮎あゆ男じゃなくて……？　な、何でせんせーがここに……？」

　まだ信じられないといった声音でそう尋ねてくる。

「あー、寝てたらテントの外で物音が聞こえたから、何かと思って後を追いかけてきたんだよ。そうしたら明日あす夏かがここで何かをやってて……」

「そ、そうなんだ……」

　気が抜けたような表情になる明日あす夏か。

「明日あす夏かこそ、何でこんな時間にこんなところに来たんだ。いくら懐中電灯があるからって、暗いし、危ないだろ」

「そ、それは……」

　その問いに、最初、明日あす夏かは口ごもるようにしてうつむいていた。

　だけどやがて小さく顔を上げて、ぽつりとこう口にした。

「……忘れて……きちゃったの……」

「え？」

　って、何を？　幼き日の世界がどこまでも広く続いているように感じられた無邪気な少年の心とか……

「たき火グリル……〝グールちゃん〟を、ここに。雨で急いで片付けをした時にしまい忘れちゃったみたいで、気が付いたらトートバッグに入ってなかったんだよ……。だから、きっと川のところに置きっぱなしにしちゃったんだと思って……」

　ぽつりぽつりと、絞り出すようにそう話す。

〝グールちゃん〟って……たき火グリルを忘れてきたってことなのか。

　なるほど、そんな事情があったのか。明日あす夏かお気に入りの大事な〝グールちゃん〟。それを置き忘れてきてしまったというのなら取りに来ようとするのも分からなくもない。

　ただ、

「え、でもそれなら明るくなってから明日にでもみんなで取りにくれば……」

　何もわざわざこんな夜中に一人で隠おん密みつ行動をしなくてもよかったのではとも思う。鮎あゆ男のこともかなり怖がっていたみたいだし。

　だけどその言葉に、明日あす夏かは小さく首を振った。

「……だったんだ……もん……」

「え？」

「だ、だって……せんせーとの……お、おそろいだったんだもん……は、はじめてのおそろいの、宝物みたいな〝グールちゃん〟……それを忘れて置きっぱなしにしてきたなんて……せ、せんせーに知られたら……呆あきれられちゃうと思って……お前なんて駆逐対象だって言われちゃうかと思って……だ、だから、だから、わたし……っ……」

　ほとんど泣きそうな声だった。

　ああ、少しだけ素の明日あす夏かが、お嬢様モードでも人ひと懐なつこいモードでもない第三のキャラである少しだけ物騒な明日あす夏かが出てるな……って、それはともかく。

「……」

　そっか、そうだったのか……

　明日あす夏かがわざわざこんな時間に鮎あゆ男の恐怖を乗り越えてまで一人で〝グールちゃん〟を取りに来ようとした理由。

　それは俺との〝秘密〟を、おそろいを大事にしてくれていたからなのであって……

「……ありがとう、明日あす夏か」

「え……？」

「おそろいのグリルを大切にしてくれてるってのがよく分かった。それはすごくありがたいと思うし嬉うれしい。でも、そんなことくらいで呆あきれたりしないって」

　小さく笑いながら、明日あす夏かの肩に手を置く。

「呆あきれたり、ましてや駆逐対象なんて言うわけがない。そもそもあのバタバタした中じゃ忘れてきたってしょうがないと思うし」

「で、でも……」

　まだ何か言いたげな明日あす夏かを制して、俺は言った。

「あのさ、明日あす夏か」

「え……？」

「それはもちろんおそろいは大事だけど、それよりも……俺は明日あす夏かの方が大事だ。こんな夜中に明日あす夏かが危ない目に遭うかもしれない方が、よっぽどイヤだって」

　もちろんおそろいを大切に思ってくれる気持ちは当然嬉うれしい。それこそ俺が犬だったら豪快にお腹なかを見せてその場でゴロンして嬉うれションしてしまうくらいに嬉うれしい。

　だけどそれを最優先させてしまって、肝心の明日あす夏かに何かあったりしたらそれこそ本末大転倒で入院一ヶ月だ。

「何ていうかうまく言えないけど、おそろいだって……明日あす夏かあってのおそろい、なんだからさ」

　それは心からの、俺の本音だった。

「あ……」

「だから早く探して、テントまで戻ろう。俺も手伝うから」

　そう言うと明日あす夏かは表情を明るくして、

「う、うん……っ……！」

　そう勢いよくうなずいてくれた。

　そこから二人で手分けをして河原を探した。

　そして探すこと五分ほど。置き忘れてからあまり時間が経たっていなかったのもよかったんだろう、幸いなことに〝グールちゃん〟はすぐに見付かった。

「あった、あったよ、せんせー……！」

　月明かりを受けて輝く〝グールちゃん〟を手に、明日あす夏かが本当に嬉うれしそうに声を上げる。

「よかった……なくなってなかった……〝グールちゃん〟……」

　その表情だけでも、明日あす夏かがどれだけ〝グールちゃん〟のことを大切に思ってくれているのかがよく分かった。

「それじゃあ、戻ろう。もしだれかが俺たちがいなくなったことに気が付いたら面倒だし」

「うんっ……！」

〝グールちゃん〟を大切そうに胸に抱く明日あす夏かと、並んで帰り道を歩き出す。

　だけどこの時、俺たちは気付いてなかったんだよ。

　暗くなった林道ってものが、どんなに分かりづらく迷いやすいのかってことに。
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〝グールちゃん〟は宝物。
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　何かが違うんじゃないかと気付いたのは、帰り道を歩き始めて五分ほどが経たった時だった。

　鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた辺りの風景。

　それが微妙にだけど、来た時と異なるような気がするのだ。

「あれ、ここ、なんか……？」

「せんせー……？」

　明日あす夏かが不安げにこっちを見上げてくる。

「もしかして……道を間違えたかな。さっきの分かれ道のところを、逆に来たのかも……」

「そ、そうなの？」

「うん」

　暗かったからよく確認をしなかったのがいけなかったのかもしれない。

　戻って確認しようとして、

　と、その時だった。

　ヴゥウウウウウウウン……！

　そんな音とともに、何かがこっちに向かって飛んできた。

「きゃあっ……！」

　明日あす夏かが悲鳴を上げる。

　真っ黒な何かは、明日あす夏かの直前で方向を変えると俺の顔面に正面から当たって、そのままボトリと地面に落ちた。うう、痛い……

「い、今のって……だ、だいじょうぶ、せんせー……！」

「な、何とか……」

　足下に転がっていた黒い物体を拾い上げる。

　ブンブンと羽音を立てながら脚をワシャワシャと動かすそれは……

「これ……カブトムシさん……？」

「ああ、そうみたいだ……」

　黒光りする太いツノが立派な、オスのカブトムシだった。

　こういった昆虫は光に向かって飛んでくる習性があるから、たぶん懐中電灯の光に誘われて飛んできたんだろう。アンラッキーと言えばアンラッキーだけれど、時々真っ黒な某Ｇが飛んでくることもあるから、それに比べれば百倍マシだ。

　ただ……今の衝突事故が原因で、少しまずいことがあった。

「あ、懐中電灯が……」

　明日あす夏かが小さく声を上げる。

　どうやらカブトムシに驚いた拍子に、手からすっぽ抜けて飛んでいってしまったみたいだった。

　遠くの茂みの奥に落ちてしまったようで、見付からない。

「ご、ごめんなさい、びっくりしちゃって……」

「今のはしょうがないというか……」

　俺が懐中電灯を持っていても同じ結果だっただろう。

　とはいえ、灯あかりがないのはマズイかもしれない。

　何せ辺りは木々に囲まれた暗闇で、右も左もよく分からない状況だ。すぐに戻るつもりだったから、スマホをテントに置いてきてしまったのも痛かった。

「ど、どうしよう、せんせー……」

　明日あす夏かが不安げに見上げてくる。

　このまま闇雲に進むのは得策とは言えない。そもそも道がよく分かっていないわけだし。かといってだれかに助けを求めようにも、連絡手段がない。

「……」

　こうなったらもう、最終手段だ。

　ヘタに動かずにこの場所で明るくなるのを待った方がいいかもしれない。

　幸いなことに今は夏だ。このまま日が昇るまで屋外にいても風邪を引いたりする心配はないし、こんな森の中なら夏の夜の名物・露出狂とかも現れないと思う。見えない中で動き回って転んだり滑落したりする方がよっぽど危ないだろう。

「あのさ、明日あす夏か……」

「……？」

　そのことを明日あす夏かに伝えると、戸惑いながらもうなずき返してきてくれた。

「そ、そうだよね、こんな真っ暗な中を歩く方がデンジャラスだもんね。う、うんっ、せんせーを信じるよ……！」

　そういうわけでプチ野宿をすることになった。

　辺りを少し探ってみると、僅かに木々が開けた明るいスペースと、腰を下ろせそうな大きな倒木があったので、そこを朝までの拠点とすることにする。

「……よっと、これしかないけど、何もないよりはいいだろ」

「え、それ、せんせーの上着だよ。そんなことまでしてくれなくても……」

「いいって。ここまで小走りで来たからちょっと暑くてさ。汗くさいかもしれないけど、そこはガマンしてくれると嬉うれしい」

「せんせー……」

　肩を出して少しばかり寒そうな服装だった明日あす夏かに上着を羽織らせて、そのまま二人並んで座る。

　辺りは静かだった。

　時刻は午前二時を回ろうとしているだけあって、人の気配はまるでない。というかあったら逆に怖い。それこそ昆虫採集か、何かやばいものを埋めに来ている特殊な職業の方くらいしか思い浮かばない。

　しばらくの間は、二人で他愛のない話をしていた。

　学校や家での何でもない出来事や、『ドジっ娘マホちゃん』や『ゆるヤマ△』や、夏休みをどうするかなどの話。

「それで、修羅場だったんだ。鈴すず音ねが本気で怒って……」

「あはは、それはせんせーが悪いよ～」

「うーん、やっぱそうだよな……」

　だけど時間が経たつにつれ、段々と手持ちの会話ネタはなくなっていき。

　やがて会話が途切れて、何となく沈黙が二人の間に下りる。

「……ごめんね、せんせー」

「え？」

　明日あす夏かが、絞り出すように言った。

「……わたしが懐中電灯をなくしちゃったから……ううん、もともとは〝グールちゃん〟を取りに来たから、こんなことになって……」

　しゅんと、向日葵ひまわりがしおれてしまったみたいに声を落とす。

「それはもういいって。ホントに気にしてないから」

「だけど……」

「懐中電灯をなくしたのはカブトムシが原因の事故だし、俺が持ってても同じことになってたと思う。それに明日あす夏かがおそろいの〝グールちゃん〟を大事にしてくれてたこと、本当に嬉うれしかったんだ」

「そう、なの……？」

「ああ。だからもう謝るのはナシにしよう」

　いつまでも明日あす夏かの沈んだ表情は見たくない。

　それにこうして何もない夜の森に取り残されるのも、悪いことばかりではなかった。

　何かというと──

「ほら、あれ」

「え……？」

　頭上の木々の途切れた部分を指さす。

　そこはまるでスクリーンのようにぽっかりと視界が抜けていて……そしてその先には、どこまでも蒼あおい夜空を背景にして、まばゆいばかりに輝くたくさんの星々があった。




「うわ、ぁ……」




　明日あす夏かが口に両手を当てて息を吐く。

「きれい……きらきらしてて光が大きくて、まるで宝石みたい……」

「たぶん、たき火とか懐中電灯とかの余計な光がないから見えたんだと思う。もしも明日あす夏かが懐中電灯をなくさなかったら、こんなきれいな星は見られなかったかもしれない。そういう意味ではケガの功名ってやつかもしれないし、それにこれって」

「？」

「明日あす夏かの言うところの、メモリアルってやつだろ？」

「せんせー……」

　星の光が降り注ぐ銀色の世界の中で、明日あす夏かの瞳が潤んでいるように見えた。

　まるで現実でないかのような幻想的な光景の中でも、明日あす夏かの存在感はこれっぽっちも色あせることなく、どこかの物語の中からやって来たお姫さまのように光り輝いている。

　しばらくの間、そんな夢のような星の世界に二人で没頭した。

「ね、ね、せんせー、あれって、何かな？　天の川……？」

「そうかも。ていってもあんまり星に詳しいわけじゃないんだけど……」

「ううん、せんせーがそうだって言うんなら、絶対そうだよ。あ、じゃあじゃあ、あそこに二つ光ってるのが織おり姫ひめさんと彦ひこ星ぼしさんなのかな」

「んー、たぶん」

「二人とも、今年はちゃんと逢あえたのかな……逢あえたんだといいな……」

　願うように明日あす夏かが小さくそう口にする。

　とても穏やかで、とても優しい時間。

　辺りは静寂と銀色の帳とばりとに包まれていて、星と俺たち以外には何もない。

　そのままどれくらいの時間、天空に浮かぶ星を見ていただろう。

「──クッション！」

　ふいに俺の口から柔らかい椅子用の座ざ布ぶ団とんみたいなくしゃみが出た。

「せんせー、寒いの……？」

「え、あ、いや」

　実はちょっと寒かった。

　夏とはいえこの時間はけっこう気温が下がってくる。さすがにＴシャツ一枚じゃ少しばかり心こころ許もとない。

　だけどそのことを言ってしまえば、きっと明日あす夏かは遠慮して上着を返そうとしてくるだろう。だから、

「ん、大丈夫。まだまだ暑いくらいだ」

「でも、鳥肌が立ってるよ……？」

「それは……」

　実は俺はニワトリなんです……とは言えない。

　返答に詰まる俺に、明日あす夏かは何かを考えこむように言葉を留とどめていた。

　だけどやがて思い切ったかのように、こう口にした。

「あ、あのさ、だったらこうすれば……寒く、ないよ……？」

「え……」

　ピタッ……

　そう言うと、明日あす夏かは上着を俺と自分両方の肩にかけて、そのままぴったりと身を寄せてきた。

　お互いの吐息がかかるほど俺たちの距離は限りなくゼロに近づいて、明日あす夏かのほのかな体温と、フローラルのようないい匂いがふわりと辺りに漂う。

「あ、明日あす夏かさん……!?」

「ほ、ほら、冬山で遭難しそうな時は、こうやって身体からだをくっつけあって体温を分け合うといいって、よくテレビとかで言ってるよね？　だ、だから……」

「い、いや、でもだな……」

「そ、それに、お、お母さんもおんなじことを言ってたし……」

「お、お母さんって、美み夏かさん……？」

「あ、ううん、おかーさんじゃなくて、お母さんの方、だよ」

　首を横に振ってそう答える。

　分かりにくいのだけど……明日あす夏かには二人の母親がいる。育ての親であり叔母さんでもある美み夏かおかーさんと、本物の産みの親であるお母さんだ。どうやら今回のこの遭難対策情報は、後者の方からであるらしい。うーん、いかにも美み夏かさんが言いそうなことだったんですが……

「せんせーの身体からだ……あったかい……」

　きゅっと俺の胸元を握りながら、明日あす夏かがそう小さくつぶやいた。

「え、そ、そうかな？」

「うん、まるでぽかぽかのお日様でぬくぬくになったお布ふ団とんに包まれてるみたい……落ち着く……へへ……ごろごろ～……」

　そんなことを言いながら俺の胸に顔を埋めて頰をすり寄せてくる明日あす夏かさん。

　まあたとえが生き物ですらなくて布ふ団とんだったのはともかくとして。

　いやその、近づいた距離とともに俺の理性も限りなくゼロに近づいていたりもするんですが……

　だってこんなプチ遭難（？）をして互いに体温を分け合うなんてシチュエーション、マンガとかライトノベルとかじゃないんだし、実際に自分で体験する日がくるとは微み塵じんも思っていなかった。それも相手は、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の名で呼ばれる学園のアイドルの明日あす夏かときている。それはもう心臓が暴れ馬のように跳ね回って大変なことになるってものですよ……

「あのね、せんせーといると、すっごく安心できるんだ……いっしょにいるだけでほっとするってゆうか……」

　明日あす夏かが顔を綻ばせてそう言った。

「何でだろ？　自分でもよく分かんないや。だけどきっと……彦ひこ星ぼしさんと逢あってる時の織おり姫ひめさんも、こんな気持ちだったのかもしれないな……」

「明日あす夏か……」

「へ、へへ～……」

　そのまま再び俺の胸に顔を埋める。

　ゼロ距離で密着をして、お互いの体温を分け合って、寒さなんてとっくの昔にどこかアンドロメダの彼方かなたに吹っ飛んでしまっていた。

　それは明日あす夏かもそうだったんだろう。

　気が付けば、俺の胸の中で明日あす夏かは安らかな寝息を立てていた。
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「す～……す～……」

「……」

「せんせー……大好き、だよ……」

　小さくそう寝言を漏らす。

　ただでさえ端正な顔が、星の光に照らされてさらに目をみはるものになっていた。

　そんな明日あす夏かの頭を、俺はそっと撫なでたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる59]（秘密レベルＡ）

　遭難対策には身体からだをくっつけ合って体温を分け合うのがいいと、お母さんから教えられている。









　　　　９




　ギエーギエーギェエエエエエエーと、何かの鳥のような声が耳に飛びこんできた。

　その明らかに野性を感じさせるやかましめな鳴き声に、意識がゆっくりと覚醒していく。

「……んん……」

　目が覚めて、真っ先に感じたのは温かさだった。

　まるで湯たんぽでも抱いているみたいなポカポカとした温ぬくもり。

　どうやら、いつの間にか俺まで眠ってしまっていたみたいだった。

「ううん……せんせ……」

　胸の中には、湯たんぽならぬまだ小さな寝息を立てる明日あす夏かの姿。

　仔こ猫ねこみたいに丸まってぴったりと寄り添ったまま、離れようとしない。

「……あ、だ、だめだよ、せんせ……チョ、チョコバナナはいけないって……」

「……」

　いったいどんな夢を見ているんですかね……？

　あまりに気持ちよさそうなのでもう少しこのまま寝かせておいてあげたいところだけれど、残念ながらそういうわけにもいかない。

「明日あす夏か、明日あす夏か……」

「……ん、ううん……」

　その小さな身体からだを揺すって起こす。

「……あれ……せんせ……どうしてせんせーがわたしのベッドにいるの……？」

　まだ寝ぼけているのかそんなことを口にする。

「……これ……夢なのかなぁ……へへ……夢でもいいや……すっごく幸せだからもう少しこのままでいよぉ……」

「……」

　そんなことを言いながらふにゃっと笑う明日あす夏かが愛おしすぎて朝一番からもうかわいさゲージが振り切ってどうになかってしまいそうだったけれど、今はそんなことをしている場合じゃない。

「あー、そうじゃなくて明日あす夏か、これは現実で……」

「……え……？　……あ」

　そこでようやく意識がはっきりしてきてくれたみたいだった。

　目をこすりながら身体からだを起こす。

「……あ、そ、そっか、昨日の夜にせんせーといっしょに道に迷って……」

「ああ、だから明るくなってきたし、そろそろ道を探してテントに戻らないと……」

「あ、う、うん、そだね。えと、たぶんだいたいの方向はあっちだから……ん、あれれ？」

　と、明日あす夏かが首を傾けた。

「？」

「んんん？　あのさ、せんせー、あれって……」

　明日あす夏かが指さした方に目を遣やる。

　木々が密集した向こうにある開けた空間。

　そこに見えたのは……なんかよく見慣れたムーンライトニングⅢ型と、その隣に立つ大特価九百八十円のテントだった。

「え、あれって……」

「あれって……そうだよね？」

　もしかしなくても……俺たちのテントですよね……？

　え、ってことはあれですか、昨晩は暗くて気付かなかったけれど、俺たち、ずっとこんなテントの至近距離で遭難だ何だ大騒ぎしていたってこと……？

　明日あす夏かと顔を見合わせる。

「……ぷっ」

「……ハハ」

　どちらからともなく、笑いがこぼれた。

　だってこんなコントみたいな結末、笑わずにはいられない。

「え、え～、これどうゆうこと？　わたしたち、テントが目の前にあったのにあんな大騒ぎして右往左往してたの……？」

「そういうことだよな？　ハハ、ホントに何やってるんだか……」

　ひとしきり笑い合う。

　朝あさ靄もやの煙るキャンプ場の一角に、しばし俺たちの笑い声が響いた。

「とにかく、みんなが起きてくる前にこっそりテントに戻ろう」

「うん、それがいいね」

　今のところ他のメンバーが起きてくる気配はない。今戻れば、何事もなかったものとして穏便にすませることができるだろう。

「それじゃ明日あす夏か、また後で」

「うん、またね、せんせー」

　手を振り合って、それぞれのテントへと戻ろうとする。

　と、そこで明日あす夏かがくるりとこっちを振り返った。

「あ、そうだ」

「ん、どうした？」

「あのさ、せんせー、昨日の夜のことは……二人だけの〝秘密〟だよね？」

「え？　あ、うん。そうした方がいいとは思う」

　無事に戻ることができたのだからそこまで気にすることでもないのかもしれないけれど、それでも余計な波風は立てないに越したことはない。冬ふゆ姫きあたりが「あー、善よし人と、また乃の木ぎ坂ざかさんと二人で逢あい引びきしてたんだー！」とからかってくるかもしれないし。

「ん、だよね。分かった」

　明日あす夏かはそううなずくと、さらにこう続けたのだった。




「へ、へへ、またせんせーとの〝秘密〟が……できちゃったね♪」




　──こうして、二泊三日の富ふ士じ山さんキャンプは、最後に新しい〝秘密〟を共有して終わりを告げたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる60]（秘密レベルＡ）

　キャンプでプチ遭難したことは……二人だけの大切なメモリアル。
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「澤さわ村むらさん、私、メイド喫茶に行ってみたいです……！」

「え？」

　きらきらとした目の明日あす夏かがそう言い出したのは、とある一学期終了少し前の放課後のことだった。

「メイド喫茶……そこにはたくさんのかわいらしいメイドさんたちがいると聞きました。立派な〝アキバ系〟レディとして、一度は行ってみなければなりません……！」

　力強くそう語る。

「それに澤さわ村むらさんはメイド服が大好きなんですよね？　三度のお食事よりも大好物で、ええと、確か全日本利ききメイド服師一級の資格を持っているとか……」

「そ、そんなもの持ってません！」

「え、そうなんですか？」

「そうです！」

　どうにも池袋でのあの一件以来、変な誤解がついて回っていて困る……

　俺は使用済みのメイド服を口に含んで、「このメイド服は発酵が足りない。もう少しメイドという名の桶おけに長期間浸して、芳かんばしい吟醸香を出してから出荷するべきだ。そうだな、マリアージュにはあっさりとしていて淡泊な白のブリムがいいかもしれない」なんて言う変態じゃないからね？　……ほ、本当に！

「えっと、それでどうですか？　メイド喫茶、行ってみませんか？」

「メイド喫茶か……」

　当然というか何というか、俺もこれまで行ったことはない。

　そして興味があるかないかと言われれば……それは、少しはあるに決まっている。や、これは別に俺がメイド服に特別な執着があるわけじゃなくて、その、純粋な学術的（？）興味からなんだよ？

「あれー、今メイド喫茶って言ったー？」

　と、そこでそんな声がかけられた。

　人ひと懐なつこい笑みを浮かべながらやって来たのは十年来の幼おさな馴な染じみである、朝あさ倉くら冬ふゆ姫きだった。

「善よし人とと乃の木ぎ坂ざかさん、二人ともメイド喫茶に行くのー？」

「あ、はいです。そう考えていまして……」

「お、それならいいところを教えてあげるよー！」

　と、冬ふゆ姫きが言った。

「秋葉原に、お勧めのメイド喫茶があるんだー。私も行きつけのとこー。そこならはじめて行くのでも安心だと思うよー」

「わ、そうなんですか？」

「うんー。すごくいいとこだからー。そうそう、きっとそこならメイドにうるさい善よし人とでも満足できると思うからー」

「だ、だから、そんなんじゃないって……！」

「えー、違うのー？　全日本利ききメイド服師一級を持ってるって……」

「持ってないよ!?」

　というかそんな資格、存在するの!?

「えー、そうなんだー？　私は持ってるのになー」

　存在してました。

　世界は広いな……

「ま、いいやー。とにかく、行くならそこがお勧めだよー。場所とか教えてあげるからさー」

　ともあれそういうわけで。

　次の日曜日に、明日あす夏かと秋葉原にあるメイド喫茶に行くことになったのだった。







　待ち合わせは、秋葉原駅電気街口の改札を出たところだった。

　日曜日の午後一時。

　改札を出たところでスマホを見ながら待っていると、約束の時間の十分前に明日あす夏かは姿を現した。

「あれれ、せんせー、早いね。ごめんね、待たせちゃったかな……！」

　相変わらず私服も目がくらむほどのかわいさで、髪の毛はツインテールにしてある。

　今日は学校外で見知った顔がないことから、お嬢様モードではなく人ひと懐なつこいモードだ。

「ん、大丈夫。俺も今来たところだから」

　実はこの日は他に、明日あす夏かと〝夏コミ〟のカタログを買いに行くことになっていて、その前にちょっとした用事を済ませるために早く来ていたのだが、それはまあ別の話なのでここでは置いておく。その時に会った何だか不思議な雰囲気の女の人とヤクザみたいな男の人のことも。

「そ、そっか、ならよかったよ～」

　明日あす夏かが本当に安心したように胸をなで下ろす。

「それじゃあ行こうか」

「うん、せんせー」

　送ってもらった住所を地図アプリに入力して、その指示通りに歩いていく。

　秋葉原はその名の通りさすがに〝アキバ系〟の宝庫で、あちこちで目を引くグッズなどがあった。

「わあ、あのフィギュア、かわいい～」

　気になったものを見かけるその度に、明日あす夏かはショーウインドウに飾られたトランペットに憧れる少年みたいな目で駆け寄ってそれらに釘くぎ付づけになっていた。ううん、こういう姿もかわいいな……

　そんなことをしている内に、やがて目的地が近づいてきた。

「ええと、この辺のはずなんだよな。確か店の名前は『キャロット・キュロット』で……」

「あ、これじゃない、せんせ？」

「お」

　明日あす夏かが指さした先には、丸文字で『キャロット・キュロット』と書かれたかわいらしいお店があった。

　見た目は普通の喫茶店といった風ふ情ぜいだけれど、窓から見える店内にはメイドさんの姿が見える。

「じゃあ、入ろうか」

「うんっ、いこいこ」

　声を弾ませる明日あす夏かと並んで店へと入る。

「お帰りなさいませ、ご主人様、お嬢様～♪」

　店内に足を踏み入れるなり、そんな挨拶が飛んできた。

　おお、さすがはメイド喫茶。普通の喫茶店とはもう入り口からして違う。

　しかも出てきたのは……ただのメイドさんじゃなかった。

「ん、どうしました、ご主人様。このお耳とシッポが気になりますか？」

「え、いや……」

「ふふふ、気になるならもっと見てくださいにゃん♪」

　頭にネコミミが、お尻にはシッポがついたハイブリッド。

　ネコミミメイドさんたちなのだった。

「かわいい……♪」

　明日あす夏かの視線がふりふりと動く耳とシッポに注がれる。

　あんなに家にたくさんメイドさんがいても、やっぱり外で見るメイドさんは別腹なんですかね……

　魅惑のネコミミとシッポに感心させられながら、席へと案内される。

　さすがにメイド喫茶だけあって、メニューも普通とは違い、色々と面白いものがあった。

「あ、せんせせんせ、わたしこれにする、『七人の小人のアップルパイ』！」

「じゃあ俺はこれで。『不思議の国のパスタ』」

　それぞれ注文をして、待つこと十分ほど。

　料理はすぐにやってきた。配膳してくれる時に、ネコミミメイドさん（アメリカンショートヘア）がちゃんと「おいしくな～れ、萌もえ萌もえにゃ～ん」と萌もえを注入してくれることは忘れなかった。

「いただきます」

「いただきま～す」

　二人で手を合わせて料理を食べ始める。

「おいしそうだね、せんせーのそれ」

「ん、よかったら一口食べる？」

「え、いいの？」

「うん。あ、じゃあ取り分けるから少し待って──」

　ぱくっ。

「あ……」

　待ってくれませんでした。

　小皿にパスタを取り分けるよりも早く、身を乗り出してきた明日あす夏かの桜色の唇は、俺の手にあったパスタにぱくりと食いついた。

「あ、やっぱりおいし～。不思議の国の味がするよ～」

「……」

「せんせ？」

「え？　あ、い、いや……」

　まさかダイレクトアタックでくるとは思わなかったので。というかそのフォーク、さっきまで俺が使っていたものなんですけど……

　反応に困っていると、明日あす夏かはこう言ってきた。

「せんせーもアップルパイ、ちょっと食べてみる？」

「え、あ、じゃあもらおうかな」

「ん、りょ～かい。──はい、あ～ん♪」

「……え？」

「え？　だからパスタをもらったお返しだよ～。あ～ん」

「……」

　そうだった。

　明日あす夏かは何かを食べさせてくれる時は「あ～ん」がデフォルトなんだった。そのことはあのホームパーティーの時に十二分に分からされていたはずなのに。

　ともあれせっかくの「あ～ん」を無下に断るわけにもいかない。

「あ、あーん……」

　周囲からの視線に耐えつつも、差し出されたアップルパイを口でキャッチする。

　リンゴたっぷりのアップルパイは、思っていた以上にこの上なく甘かった。

「ふふふ、ご主人様とお嬢様、とても仲良しですね～♪」

　水のおかわりを運んできたネコミミメイドさん（スコティッシュ）が、微笑ほほえましい表情を浮かべてこっちを見ていた。うう、羞恥プレイだ……







「ねえねえせんせ、記念にメイドさんたちと写真が撮りたいんだけど、だめかな？」

　料理を食べ終わって。

　食後の紅茶を飲んでいると、スマホを手にした明日あす夏かがそう言ってきた。

「ん、メモリアルってやつ？」

「うん、そうそう」

　こくこくとうなずく。

　明日あす夏かはメモリアルといって、写真や動画で記録に残すのが好きなのである。

　前に東京スカイツリーやサンシャイン60に行った時にも、裁判の公判記録みたいな勢いで写真を撮りまくっていた。

　だからその一環として、このメイド喫茶でのひと時も記録に残したいんだろう。

　だけどよく見ると、店内には『写真撮影禁止』と書かれた張り紙があった。

「明日あす夏か、残念だけど、あれ……」

「あ、写真、だめなんだ……」

　しょんぼりと肩を落とす。

　と、それを見ていたのか、店内でも年長格なメイドさん（メインクーン）がこっちにやって来た。

「どうされましたか、お嬢様？」

「あ、いえ、メイドさんたちと写真を撮りたいと思ったんですが、その……」

「あ、なるほど……」

　俺がそう言うと察してくれたのか、メイドさんが声を落とす。

「あ、だ、だいじょうぶだよ。その、ちょっといっしょに写真が撮れたらいいメモリアルになるな～って思っただけで……」

　明日あす夏かがそう言いかけて、

「あれ、あなた……？」

　メイドさんが、明日あす夏かを見て首を傾けた。

「？　なんですか？」

「どこかでお会いしたことがあるかしら？　見覚えがあるっていうか……」

「え、わたし？　えと、お姉さんに会うのははじめてだと思うけど……」

「そう、ですよね……。でもどうしてだろう、どうしてかあなたを見ていると懐なつかしい気持ちがして……」

　……これは後で聞いた話なんだが。

　何でもこのお店『キャロット・キュロット』は、明日あす夏かの母親が昔に訪れたことがあるお店だったんだそうな。その時に新人メイドさんだったこの店長さんが、明日あす夏かの母親と話したことがあったんだとか。

「あ、す、すみません、変なことを言って……それより、もしよかったら写真、お撮りになられますか？」

「え？」

「特別に、私限定ということでしたら撮っていただいて大丈夫です。ただしこれは〝秘密〟なので、お店の奥にまで来ていただくことになりますが……」

「あ、だい、だいじょうぶです、行きます！」

　明日あす夏かが一秒でそう即答して、

「──それじゃあ撮りますね。はい、ヒザを英語で言うと～？」

「ニー！」「ニ～！」「エルボー！（←俺）」

　こうして、明日あす夏かのメモリアルにまた一枚、明日あす夏かとネコミミメイドさんと俺のスリーショットという貴重な写真が加わることとなったのだった。……ちなみに俺だけフラッシュの影響で、目がどこぞの宇宙人みたいな赤目になっていたのは……気にしないことにしておきます。







「は～、楽しかったよ～♪」

　一時間ほど滞在した後に『キャロット・キュロット』を出て、う～んと身体からだを伸ばしながら明日あす夏かが言った。

「思ってた通り、すっごくかわいかった。時間があっという間だったよ～。紹介してくれた朝あさ倉くらさんに感謝しないと」

「冬ふゆ姫きか……」

　何でも冬ふゆ姫きは常連中の常連らしく、メイドさんたちからもれなく尊敬されていた。相変わらずどこでもすごいですね……

「うんうん、これでメイド喫茶も経験済みになったし、また一つ立派な〝アキバ系〟のレディに近づけたかな？」

　明日あす夏かがこっちを見て言う。

「うん、一歩前進だ」

「やった～。でも、まだまだ未み来らいお姉ちゃんの背中は遠いけどね」

　明日あす夏かのお姉さん──乃の木ぎ坂ざか未み来らいさん。

　何もかもが完璧な、正真正銘のパーフェクトなお嬢様。

　その未み来らいさんに色々な意味で追いつくために、明日あす夏かは日々努力しているのだ。

「でもほんと、あのネコミミメイドさんたちかわいかったな～。あ、そうだ」

「？」

「ね、せんせ。よかったら今度、わたしがあのネコミミメイド服を着よっか？」

「え？　……え！」

　な、何を突然言い出すんですか……!?

「だってせんせー、メイド服、大好きなんでしょ？　だったら目の前でそれが見られたらうれしいかなって」

「い、いやだからそんなメイド服マニアじゃ……」

「じゃあ着なくていい？」

「…………」

　明日あす夏かのネコミミメイド姿……

　そんな最高級ウニをＡ５和牛で巻いたウニの肉巻きみたいな全部盛りで、ネコミミを動かしながらシッポをふりふりして「にゃ～ん♪」なんて言われた日には、文字通り昇天してしまうかも……って、ハッ！

「ふふふ～♪」

　気付けば明日あす夏かがこっちを見ていたずらっぽく笑っていた。

　や、ち、違うんです、これは俺がメイド服マニアだからではなくて、その、相手が明日あす夏かだったからこういうリアクションになっただけで……って、これ、何の言い訳にもなってない……!?

　しどろもどろになる俺に、明日あす夏かはさらに笑ってこう言った。

「ふふ、せんせーの前でなら、ほんとに着てもいいよ」

「え……」

「ちょっと恥ずかしいけど、せんせーならいいかなって」




「──他の人たちには、〝秘密〟だけどね♪」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密エクストラ（秘密レベルＳ）

　今度ネコミミメイド服を着てくれる……らしい。
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　八月になった。

　色々と〝秘密〟の増えた二泊三日プチ遭難付きの富ふ士じ山さんキャンプを経て、少しだけ明日あす夏かとの間の距離も近づいたんじゃないかと思えなくもないんじゃないかという可能性も微妙に存在するんじゃないかと考えられる夏のある日。

　キャンプから戻って来た俺たちを待っていたのは……原稿地獄だった。

「え、ええと……今は第三章まで書いたから、これが終わったら一章と二章の見直しをして、それで……」

「あ、待った。三章で使い魔のネコが活躍するようにしたから、それに合わせて一章を変えた方がいいと思う」

「あ、そ、そうだった！　フィードバックしないと……」

「あと敵のクリムゾンがクマゼミ型からアブラゼミ型になったからそこの変更も……」

「そ、そっか。ううう、やることたくさん……」

　眼鏡姿の明日あす夏かがうめき声を上げながら格闘しているのは、〝夏コミ〟で販売する同人誌のための原稿である。
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　ひょんなことから〝夏コミ〟にサークル参加することになってしまった明日あす夏か。

　そのための原稿に……正規進行の締しめ切きりを三度破った挙げ句に本当にやばい締しめ切きりが一週間後に迫った作家のごとく追われているのである。

　サークル参加で販売する媒体は、基本的には何でもありだ。一番多いのはやはりイラストを中心としたイラスト本であり、それらを収録したＤＶＤやＣＤ‐ＲＯＭである。他には漫画だったり自作のゲームだったり、様々なグッズだったり、音楽データを配布したりするサークルもあるのだという。

　そんな中、明日あす夏かが書いているのは、

「えっとせんせー、『煮詰まる』って『結論が出そうな状態』って意味でいいんだっけ？」

「え？　あ、うん、たぶん。いちおうネットで調べてみて……うん、大丈夫だ」

「ありがと～。ふー、でもこうやって小説を書くのって初めてだから、色々と分かんないことがいっぱいだよね～」

　そう──小説だった。

　もう少し正確に言えば、イラストが数枚ほど入った、ライトノベルに近い形式。

　どうして小説なのかというと……話は五日ほど前に遡る。







　キャンプから戻って来た翌日。

　乃の木ぎ坂ざか邸の明日あす夏かの部屋で、俺たちは作戦会議を開いていた。

　議題は言うまでもなく……サークル参加することになってしまった〝夏コミ〟についてである。

「ええと……つまり、さーくる参加っていうのは、ざっくり言うと買う側じゃなくて売る側ってことでいいんだよね？」

　明日あす夏かが首を傾けながらそう訊きいてくる。

「うん、だいたいそれで間違ってないと思う。自分たちで発表したいものを作って、サークルスペースで販売する。それがサークル参加だと思って大丈夫だ」

「そっか、うん、それならすごくよく分かるよ」

　納得したように明日あす夏かがうなずく。

　今言ったように、〝サークル参加〟というのは簡単に言ってしまえばお客さんに対してのお店みたいなものだ。売り手も買い手もともに参加者として区分される〝夏コミ〟においてこの表現が正しいのかは微妙だけれど、ひとまず分かりやすいのでそういうことにしておく。

「それで、問題は何を販売するかってことなんだけど……」

「えっと、イラスト本とかじゃないの？」

「うーん、本当はそれが一番いいんだろうけど……」

　以前の特訓の甲か斐いもあって明日あす夏かのイラストの腕前は飛躍的に上達している。とはいえ、まだまだサバンナの生態系にしてみたら仔こライオンくらいの初級レベルだ。そしてイラスト本だとすればカラーモノクロ含めて最低でも八ページ以上は描いた方がいい（らしい）。〝夏コミ〟開催までの残り期間を考えると、それはさすがに厳しいだろう（と思われる）。

「それで、一つ提案があるんだけど……」

「？」

「小説を書くのは、どう？」

　そこで候補に挙がったのが……小説だ。

　今からイラストを八枚描くよりはハードルは低いし、やり方によってはイラストよりも奥深い世界観を表現することができる（らしい）。

　さっきから「思われる」とか「らしい」とかを連発しているけれど、実はこの辺りは冬ふゆ姫きにも相談して考えたことでもあったりする。明日あす夏かの〝秘密〟のことはうまく誤魔化して、残りの期間でサークル参加をするためには何が最も適しているかを訊きいてみたところ、以下のような答えが返ってきたのだ。

『んー、そういう制限があるんだったらやっぱり小説かなー。かかる絶対的な時間はイラストよりも少なくてすむし、それに心理描写を多めに書けたり、イラストだと描くのが難しい、それこそ絵にも描けない美しさを表現できたりするからねー。おすすめだよー！　あれ、もしかして善よし人とも何か書いてみたくなったとかー？　うんうん、やっと善よし人ともこっちの世界に本格的に興味を持つようになったかー。だったら私が色々教えてあげよっかー？　まずは個人サイトを作ってキリ番の度に記念プレゼント小説を書くところから始めてー……』

　後半のいつものマシンガントークはともかくとして（というかいつの時代の話なんでしょうか……？）、それはグゥの音も出ないくらいにその通りだと思った。

　だからこそ、今回は小説を推してみることにしたのだ。

「小説か～、うん、いいかもしれない」

　明日あす夏かが大きくうなずいた。

「もともとチャレンジしてみたかった分野だし、このタイミングでそう勧められるってことは、そうしろっていう〝アキバ系〟の神様のお告げかも。それに……」

「？」

「それに……イラストとはまた違った方向から『マホちゃん』の魅力を書けるかもしれないし」

「『マホちゃん』？　『ゆるヤマ△』じゃないのか？」

　そう尋ねると、明日あす夏かからこんな言葉が返ってきた。




「あのね……今回は、『ドジっ娘マホちゃん』を書きたいの」




「『マホちゃん』を？」

「うん。それは『ゆるヤマ△』は面白いし、わたしもすっごく好きだよ？　でも……『ゆるヤマ△』が始まってから、だれも『マホちゃん』のことは話さなくなっちゃった。あんなに盛り上がってたのに、急に火が消えたみたいになっちゃった」

「それは……」

「ずっと考えてたんだ。どうしてそうなっちゃったんだろう。それって……何だか『マホちゃん』が忘れられちゃったみたいで、世界からいなくなっちゃったみたいで、そのことがすっごくさみしくて……」

　顔をうつむかせてそう小さく言う。

「だから……せめてわたしだけでも、『マホちゃん』の火を消さないようにしようと思ったんだよ。わたしにできるのは、それくらいだから……。ダメ……かな？」

「……」

　その気持ちは痛いほど理解できた。

『ドジっ娘マホちゃん』は明日あす夏かにとって初めて〝アキバ系〟に触れるきっかけとなった思い出深いコンテンツであり、初めて大好きになったキャラクターだ。

　その『マホちゃん』が、覇権交代によって今は話題に上ることもほとんどなくなってしまっている。

　完全に過去のもののように扱われてしまっている。

　それは明日あす夏かにとっては不可解なことだったのだろうし、キャンプの時もそれで消化不良気味な顔をしていた。きっとその時から、そんな状況を何とかしたいという気持ちをくすぶらせていたんだろう。

　その思いは、肯定したかった。

　だから……俺は言った。

「ん、分かった。じゃあ今回は『マホちゃん』小説でいこう」

「あ……」

　そう言うと、明日あす夏かはぱあっと表情を輝かせて、

「わ～い、そう言ってくれるからせんせーは好き～♪」

　がばっと勢いよく抱きついてきながらそう言ったのだった。
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〝夏コミ〟の小説は『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』本にすることにしたらしい。
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　──というわけで、『ドジっ娘マホちゃん』小説を書くことに決まったのだった。

　とはいってももう〝夏コミ〟本番まであまり時間はない。

　そのための対策として明日あす夏かが喜々として主張したのは、

「こうなったら……合宿だよ！」

「やっぱりそうきますよね……」

「モチのロンだよ！　前回はせんせーのお家うちだったから、今回はうちでやろ～！」

　そういう流れなのだった。

　前回の学園祭の一件で美み夏かさんたちにはもう明日あす夏かが〝アキバ系〟を目指していることは知られていたため、その辺りははばかることなく作業に専念できるからなのだという。

　そしてその日のうちに一度帰宅し、荷物をまとめた後に乃の木ぎ坂ざか邸に戻ってきて。

　それから今日に至るまで、合宿は続いているのである。

「せんせせんせー、ここの節なんだけど、こんな流れで大丈夫かな？」

「ん、じゃあチェックしておくから、その間に明日あす夏かは先を進めて」

「お願い、助かるよ～」

　明日あす夏かが原稿を書いて、それを俺がチェックするという一連の流れ。

　ぱっと見た限りは順調に進んでいるように思えるわけだけれど。

「……」

　実のところ……現状には少しばかり問題があった。

　明日あす夏かが書こうとしているのは、三十六ページの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』本だ。

　原作アニメを下敷きにしつつ、またそれとは違った展開のオリジナルストーリーを進めていくのだという。

　執筆開始五日目にして、現在の進捗はおよそ半分くらいだった。

「──よし、うん、ひとまず第三章まではだいたい書き終わったかな。せんせー、通して読んでもらっていい？」

「ん、任せとけ」

　といってもこの五日間で、何度か途中チェックをしていたからだいたいのストーリーは頭に入っている。

　大まかな流れとしては、アニメのストーリー終了後の世界が舞台で、『マホちゃん』が想おもい人であるハルくんとの交流を深めながら、現れた新たなクリムゾンと対決していくというものだ。

　それを頭から読んでいく。

　……うん、普通に見て、たぶんだけどうまいと思う。書かれている文章から情景が頭に浮かんでくるし、特に何かに引っかかることなくするすると読めるのがすごいということは、以前に三Ｋとかが書いたネット投稿小説とかを読まされたことがある身としては身に染しみて分かる。突然メタ視点で作者が出てきたりしないし。

　ただ、それでもまだ荒削りな点は多々あった。

　一般に書店で売られているものと比べればやはり文章で気になるところはあるし、展開も強引かなと思う点もいくつか見受けられる。誤字脱字なども少なくはない。まあ明日あす夏かはプロではないんだしそれは当然といえば当然だと言える。

　とはいえそれらについてはあまり心配はしていなかった。

　確かに今の段階では欠点も目立つ。

　でも、きっとここから明日あす夏かはその足りないものを努力で埋めていくんだろう。

　それはイラストの時に間近で見ていたからよく分かっている。

　実際に今も、毎日何十冊というラノベを読んで勉強をしているし、『小説家になりたくて震える』や『カケヨメ』などの投稿サイトにも足あし繁しげく通って片っ端から作品を読んでいる。そこまでできるのは明日あす夏かの高スペックあってのことだけれど、それでも本人の努力の量もまた尋常でないということは分かりきっていた。

　明日あす夏かには、何一つ問題はない。

　そう、明日夏には。

「……」

　問題なのは……実のところ俺だったりするんですよね。

　この五日間で、その致命的な欠陥に気付いてしまった。

　何ていうか、〝せんせー〟としての俺の役割。

　要は明日あす夏かの作品に対してどれだけ正確な批評や意見を出せるかということなんだけれど。

　その能力が……まったくもって息をしていなかった。

　イラストの時はまだよかった。何となく直感的にアイデアを出せばそれを明日あす夏かが汲くみ取とっていいように修正してくれたけれど、文章となるとそうはいかない。

　や、読んでいて何となく違和感を覚えるところはあるのだ。だけどそれをどう直せばよくなるのかが、まったくもってディレクションできない。言葉にしてそれをどう伝えていいのかがよく分からないのだ。ああ、うん、そういえば俺の現代文の成績は十段階中で六でした……

　まるで飼っていたアメリカザリガニの脱皮があと少しでうまくいかない時みたいにもどかしい気持ちだった。

　明日あす夏かの力になりたいのに、大して役に立てない。

　今のところできていることといえば、誤字脱字のチェックとか、シチュエーションの齟そ齬ごを指摘するとか、各種クリムゾンのマネをして明日あす夏かの中のマホちゃん魂を煽あおるとかくらいだ。

「…………」

　うう、こんなんじゃせんせーの名折れもいいところだ……

　せんせーとしての役目を果たせない俺なんて、翼をなくしたエジプトルーセットオオコウモリみたいなものだ。置物とかでもあんまり変わらない。

　とはいえどうしたらいいものなのか……

「ん、どしたの、せんせー？」

　と、悩んでいるのが伝わってしまったのか明日あす夏かが心配そうにじっとこっちを見つめていた。

「苦虫を嚙かみつぶすどころか丸まる吞のみしちゃったみたいな顔してるよ？　どしたの、お腹なかでも痛い？」

「あ、いや、そういうことじゃないんだけど……」

「？　ん～、ちょっと休憩にしよっか。ちょうどいいタイミングだし」

　明日あす夏かがそう言うと同時に、部屋のドアがノックされた。

　続いて紅茶とお茶菓子をお盆に載せたおっとりメイドさんが入ってくる。

「失礼いたします～。お茶とお菓子をお持ちいたしました～。今日は明日あす夏か様お気に入りのアールグレイのセカンドフラッシュと銀果堂のシフォンケーキでございますよ～」

「わ～い、静しず琉るさん、待ってました～♪」

　結局ほとんど役に立てないまま休憩になってしまった。

　うーん、このままじゃまずいですよね……
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　さて、まあ今さらな話になってはしまうのだけれど、俺は合宿のため五日前から明日あす夏かの家に泊まっている。

　泊まっているということは、その、明日あす夏かと二十四時間おはようからおやすみまで一つ屋根の下で過ごしているということだ。……一つ屋根の下というのにはこの乃の木ぎ坂ざか邸は広すぎるのではという突っ込みもあるとは思うけれど、そこはひとまず置いておくとして。

　そして一つ屋根の下で過ごしているということは、それはとりもなおさず衣・食・住を全てともにしているということである。前にイラスト合宿で明日あす夏かがうちに泊まっていたこともあったけれど、それの逆バージョンといったところでしょうか。

　それがつまりどういうことなのかというと──

「あ、せんせー、お風ふ呂ろ空いたよ～」

「え、あ、うん」

「夏のお風ふ呂ろって気持ちいいよね～♪　すっごい汗かくんだけどそれがまたさっぱり爽快っていうか。夏場はシャワーだけでいいっていう人もいるけど、わたしはやっぱり断然お風ふ呂ろ派だな～」

　湯上がりでほこほこしている明日あす夏かが、ショートパンツに薄い部屋着一枚という姿でナチュラルにそんなことを言ってくる環境だったりします。

　いやバスタオルを首からかけながら楽しそうに笑っているその姿は何というかいつもよりも三倍増しであけっぴろげで、自分の家ということでリラックスしているだろうこともあって、色々と胸元とか腰元とかに無防備なところが目立つといいますか……

「あ、そだ、冷凍庫に買ってきたおいしいアイスがあるんだよ。せんせーもあがってきたらいっしょに食べよ？」

「あ、ああ」

「マンゴー味とパイナップル味があるんだよ♪　あ、それとね、今日は本館の方のお風ふ呂ろが故障中みたいだから、後で美み夏かおかーさんたちもこっちに入りに来るかもって言ってた。だからあんまり長湯しないように気を付けてね？　てゆっても一時間とか入ってなきゃだいじょうぶだと思うけど」

「りょ、了解」

　う、うーん、ぜんぜん明日あす夏かの言葉が頭に入ってこない。

「じゃ、じゃあ、とりあえず風ふ呂ろに行ってくる」

「行ってらっしゃ～い♪」

　それだけ言って、逃げるようにして風ふ呂ろ場へと向かった。だって目のやり場にホント困るんですよ……

　ちなみにさっき明日あす夏かがちらりと言っていたけれど、このお屋や敷しき、美み夏かさんや明日あす夏かたちが住んでいる本館と、メイドさんたちの部屋や客室がある別館とに分かれていて、それぞれに風ふ呂ろ場が備え付けられているんですよね。それもどっちもそれだけで俺の家よりも敷しき地ち面積の広そうな。セレブの極みここにありというか……

「本当に、見れば見るほどすごいよなぁ……」

　そんな何の捻ひねりもない感想を口にしながら別館の風ふ呂ろ場『水みず芭ば蕉しよう』へと辿たどり着つく。

　脱衣所だけでもちょっとした教室くらいはありそうな広さ。

　うん、風ふ呂ろを出た後には食べられることを待ち焦がれているアイスと明日あす夏かが待っているし（語弊）、原稿夜の部もあるし、ここはさくっと入ってさくっと出てしまおう。

　そう考えて、十五秒ほどで着衣をパージして、駆け込むようにして脱衣所から大浴場へと移動する。ここの浴槽は泳げるほどの広さだから楽しいんですよね。

　そのまま勢いでプールのごとき浴槽にダイビングしかけて。

　その足が止まった。

「……え？」

　だれか、いた。

　大浴場全体を覆い尽くすような湯煙の中央で、気持ちよさそうに鼻歌を歌う影が浮かび上がっているのが見えた。

「ふんふんふ～ん♪　鹿のふ～ん♪」

　小柄で二つ結びなシルエットは明日あす夏かに少し似ていたけれど、微妙に違う。目を皿のようにしてよく見てみると……その正体は、このお屋や敷しきの主人である年齢不詳の明日あす夏かの叔母さまだった。

「……」

「あれ、どしたの？　那な波なみさん、早く背中流してよ～」

「……」

「那な波なみさん？　──え？」

　そこで、目が合った。

　何の言い逃れもしようのない、ばっちりとした交錯。

「……」

「……」

　叔母さま──美み夏かさんは、ぱちぱちと瞬まばたきをして、

「き……」
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　き？　キングギドラ？　キラーマシーン……？




「きゃぁあああああああああああああ！」




　直後に耳をつんざくような悲鳴が響き渡った。

　い、いや、違うんですよ！　これは何ていうか、俺にもよくワケが分からなくて……！

　などと言い訳をする間は、俺には与えられなかった。

「どうされましたか、美み夏か様～！」

　弾丸のような勢いで、何か巨大なハンマーのようなものを持った那な波なみさんが飛びこんでくるのが見えた。

「あ、い、いや、これはその──」

「曲くせ者ものですね～！　覚悟！」

「あ……っ……」

　そんな声とともに振りかぶられた巨大なハンマーのようなものが視界を覆い尽くして。

　直後に俺の意識はブラックアウトした。







「──こ、こほん、まあ、さっきのは不幸な事故だってことは分かったよ」

　乃の木ぎ坂ざか邸の最さい奥おうにある美み夏かさんの部屋で。

　少しだけ顔を逸そらした美み夏かさんが、気まずそうにそう口にした。

「不幸といいますか～、美み夏か様が明日あす夏か様の言われていたことをちゃんと聞いていなかったのが悪いのではありませんかね～？　善よし人とさんが先にお風ふ呂ろをご使用になると～」

「う、そ、それは……だってさ、ちょうどその時にどんな雛ひな鳥どりでも華麗に大空に羽ばたけるっていう『天あま翔がけるバストアップ体操』をしてたところだったんだもん。羽ばたきチュンチュンバストストレッチに夢中で、あんまり耳に入ってこなかったんだよ……」

　いやそれは色々とどうなんですかね……うん、そこは聞かなかったことにしよう。

「美み夏か様～」

「……」

「……」

「……」

「……ご、ごめんね～、おに～さん。わたしが悪かったよ～」

「申し訳ありませんでした～……美み夏か様の悲鳴に慌ててしまい、善よし人とさんであることに気付かずに……」

　美み夏かさんと那な波なみさんがそろって頭を下げてくる。や、まあ俺も見てしまったのは事実であるわけだし、そこまでされると恐縮してしまうというか……

　そう伝えると、美み夏かさんたちはほっとしたような表情になった。

「う～ん、おに～さんはいい子だね～」

「抱き締めていい子いい子してさしあげたくなってしまいますね～」

「う、うわ！　というか本当にやるのはやめてください！」

「ふふふ～、照れなくていいって♪」

「初心うぶな反応、かわいらしいですね～。もう裕ゆう人と様などはこの程度のスキンシップでは、微動だになさらなくなってしまわれましたから～」

　い、いや普通の男子なら反応してしかるべきところだと思うんですが。その裕ゆう人とってだれなんですかね？　仏像か何か……？

　そのまましばらく美み夏かさんたちと雑談をした。

　といっても本当に他愛のないザ・雑談な内容で、最近の明日あす夏かの様子はどうだとか、キャンプは楽しかったのかとか、〝夏コミ〟の原稿は順調に進んでいるのかとかの日常会話だった。

「なるほどなるほど、おに～さんも明日あす夏かちゃんも毎日を楽しんでいるわけだね。うんうん、若い日っていうのは永遠に続くように思えて過ぎてしまえば一瞬のことだからね。いいことだよ～」

「美み夏か様、その台詞せりふは少しお歳としを感じさせますよ～」

「う、そ、そっかな……」

　那な波なみさんに突っ込まれて、美み夏かさんがこほんと咳せき払ばらいをする。

「ま、まあそれはいいんだよ。あ、そだ、おに～さん」

「？　はい？」

「あのね、言い忘れてたんだけど、明日ちょっとお客さんが来るよ」

　と、思い出したかのように美み夏かさんが言った。

「？　だれが来るんですか？」

「それは〝秘密〟かな～。でもきっとおに～さんも明日あす夏かちゃんもびっくりする、ビッグでホットなサプライズゲストだよ♪」

「……」

　ううん、この人にサプライズと言われても何だか不穏な予感しかしないのは気のせいでしょうか……？

「まあまあ、ほんとに驚くと思うから、楽しみにしてなって。──あ、それよりもさ」

「？」

　と、そこで美み夏かさんは小悪魔みたいににんまりと笑った。

「明日あす夏かちゃんとはもう、キスくらいはした？」

「ふえっ!?」

　あまりに唐突な不意打ちに、木・竹・金属などの管にいくつかの穴をあけ、息を吹き込んで鳴らす楽器みたいな声が出ました。

「な、何を言ってるんですか……!?」

「え～、だって明日あす夏かちゃんと知り合ってからもう四ヶ月近く経たつんだよね？　それくらい進んでてもおかしくなくない？」

「そ、そんなことは……」

　そういうものなんですかね……？

　いやでも、そもそも、その、キス（春から夏にかけて美味おいしい白身魚にあらず）とか以前に、俺たちは付き合っているわけでもないんだし……

「ん～、おに～さんは、明日あす夏かちゃんのこときらい？」

「……っ、そんなわけ……」

「だよね？　で、わたしが見てる限り、明日あす夏かちゃんだっておに～さんのことを憎からず思ってると思うよ？　だったら、想おもい合う二人がそうゆうことになるのは自然のなりゆきじゃない？」

　そ、そんなこと言われましても……

　処理能力を超えた桃色ワードの数々にショート状態になる俺に、美み夏かさんはにまにまと笑いながら、さらにダメ押しのようにこう言ったのだった。




「──もしかしたら、明日あす夏かちゃんも待ってるかもよ？」







　その後、原稿夜の部を終えて、俺は部屋に戻ってきた。

　合宿中の住居としてあてがわれている、豪華なことこの上ない客室だ。

　その広すぎるキングサイズのベッドの上で、俺はゴロゴロと身み悶もだえていた。

　ぜんぜん集中できなかった。

　美み夏かさんが余計なことを言ったせいで、明日あす夏かのことを、その、何というか必要以上に意識してしまい、終始落ち着きのない脱皮前のザリガニみたいだった。しまいには明日あす夏かに「なんかせんせーの顔、酔っぱらい海老えびみたいだよ？　熱でもあるの？」なんて言われる始末である。いやでもお年頃の男子高校生はキスだなんだと言われたら挙動不審になるなって方が無理なんですよ……

　とはいえまあ、このキス熱（？）は一晩も寝れば治まるだろう。

　だからそれはひとまず置いておくとして。

「……」

　だけどそれよりも、問題なことがあった。

　相変わらず……明日あす夏かの原稿に対して適切なアドバイスができていない。

　それが俺を、立ち走りのできないエリマキトカゲのごとく悩ませていた。

　このままじゃ明日あす夏かの役に立てない。

　せんせーとしての責務を果たせない。

　きっと明日あす夏かはそんなことは気にしないと言ってくれるだろう。いつもの向日葵ひまわりのような笑い顔で「せんせーはそこにいてくれるだけでい～んだよ。何てゆうか、御お守まもりみたいなものかな？」なんて言ってくれるかもしれない。

　でも……なんかイヤだった。

　目標のために一心不乱で、最大限の努力をして、懸命にがんばっている明日あす夏か。

　その隣で……いくら明日あす夏かがいいと言ってくれるからといって、ただ漫然とタヌキの置物のごとくブラブラとしているのは、何かが違うと思った。

「何とか置物とか御お守まもりから脱却しないと……」

　とりあえず早く人間になりたい。

　そんなどこぞの妖怪人間のようなことを考えつつ、眠れぬ夜を過ごしたのだった。
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　翌日になり、合宿は早くも一週間目に突入した。

　文字通り、締しめ切きりまでのターニングポイントとなる折り返し地点。

　今日も今日とて原稿だった。

　部屋に籠もりきって、明日あす夏かがインドネシアにある島のごとくバリバリと『マホちゃん』小説を書き進めていく。

「ね、ね、せんせー、ここのシーン、どうかな？　ちょっと何かが足りない気がするんだけど、加筆した方がいい？」

「ん、ここかぁ……」

　明日あす夏かに手渡されてプリントアウトされたページを見る。

　それはバトルを終えたマホちゃんが、真の黒幕であるウーパールーパー型クリムゾンの存在に気付くという、大事なシーンだ。

　確かに明日あす夏かの言う通り何かが足りないような気もするんだけど、それが何なのかが俺のアドバイス能力では分からない。あともう少しだけ盛り上がりというか何かの要素を足した方がいいように思えるものの、それがどんな内容でどういった具合にプラスすれば正解なのかをうまく言葉にして説明できないのだ。

「……うーん、たぶん、足りてないのはマホちゃんの感情面か行動の描写、マホちゃんじゃないキャラのそれらの描写、もしくはそれ以外。全体的にもう少し色々と追加した方がいいようなそうでもないような……」

　結果としてそんなどこぞの元警視庁捜査一課長みたいな玉虫色な答えしか返せなかった。

「そっか、分かった。じゃあもうちょっと推すい敲こうしてみるね」

　笑顔でそう答える明日あす夏か。うう、ホントに役に立ってませんね、俺……

　そんな感じに時間が過ぎていく。

　カタカタとキーボードを打ち鳴らす明日あす夏かの横で、俺ができることといったら、エンターキーを押すターンという音に合わせてその場で一回転するくらいだった。

　そのまま原稿午前の部が終わり、昼食（なぜか流しソーメン）を挟んで午後の部へと移行する。

「う～ん……」

　と、明日あす夏かがパソコンの前で手を止めながら何やらうなっていた。

「どうしたんだ？」

「ここのシーンなんだけど、ちょっとキャラクターの気持ちが分からなくて……あ、そうだ！」

「？」

　そこで明日あす夏かが何かいいことを思い付いたって顔で手をぱふんと打ち鳴らした。

「あのさあのさ、せんせー。ここのシーンを、キャラクターたちの気持ちを理解するためにわたしたちで実際に再現してみたいんだけど、いいかな？」

「……」

　……なんかこんな出来事、前にもあったような気がするんですが。デジャヴってやつですかね……

　とはいえ今の俺が役に立てるのはそれくらいしかないというんなら、是非もない。

「分かった、やろう。どんなシーンなんだ？」

「えっとね、ここなんだけど」

「ふんふん、マホちゃんが敵であるアブラゼミ型クリムゾンに激しい求愛をされて窮地に陥るも、何とかそのセミプロ級の攻撃をはねのけて逆に馬乗りになるシーン……馬乗りになるシーン!?」

　アブラゼミなのに!?

　いやそれは別にどうでもいいところなのかもしれないけれど、問題はそこじゃなかった。

　馬乗りって……馬乗りですよね？（当たり前）

　他にだれもいない密室のベッドの上で男女二人でそれをやるのはだいぶ問題があるように思える。というか問題しかないんじゃ……

　だけど明日あす夏かは特に気にした様子もなくこう続ける。

「うん、マホちゃんはともかくとして、この時のアブラゼミ型クリムゾンの気持ちが分からなくて。マホちゃんに対して怒りを覚えているのか、切ないのか、その両方なのか……」

　しかし明日あす夏かがやりたいと言うのなら、断るという選択肢は俺には存在しない。今のところそれくらい（アブラゼミ型クリムゾン）でしか役に立てるところがなさそうなわけだし……

「分かった。じゃ、じゃあ、やるぞ？」

「うん、いつでもおっけー！」

「……ええと。……『俺様の限界知らずの精気が今にも満みち溢あふれて暴発してしまいそうだぜ。ブラッブラッブラッ……！』」

　いや何をブラブラさせてるんだって話ですが、アブラゼミのブラなんですよね、たぶん……

　そんな微妙に卑ひ猥わいな笑い声を上げながら、明日あす夏かに襲いかかる。

　マホちゃんになりきった明日あす夏かはその激しすぎる求愛行動を華麗にいなして、逆に醜悪なアブラゼミ型クリムゾン（俺です）をベッドに押し倒す。そしてそのまま、その上に馬乗りになった。

「『ブラッ……!?』」

「『ここまでですっ！　観念しなさい……！』」

　こっちを見下ろしながら凜り々りしくマホちゃんの台詞せりふを口にする明日あす夏か。

　予想はしていたけれど……やっぱりこの体勢はだいぶ問題ありじゃないですかね？

　ベッドの上にマグロのように（アブラゼミなのに）横たわる俺、ひらひらとしたスカート姿で喜々とした表情でまたがっている明日あす夏か。しかも今は一連の動きで少しばかり裾がめくれあがってしまっていて、その隙間からちらりと白い太ももが見えたりしていて……これはもう、エロマウントポジションといっても過言ではないかもしれない。

「それでそれでせんせー、どんな風に感じる？　この時のアブラゼミ型クリムゾンの気持ちはどんななのかな？」

「え？　ううん……」

　胸がドキドキするとしか言いようがないんですが……

「と、とりあえず、少し腰を浮かせてもらってもいいですかね……？」

「腰を？　え、何で？」

「何でって、それは……」

「??　……あっ」

　と、そこでようやく明日あす夏かも自分の客観的状況（エロマウントポジション）に気付いたみたいだった。

　まるで沸騰する鍋に投入されたタラバガニ（実はヤドカリの仲間）みたいに、一気にかーっと顔を赤くする。

「あ、あわわ……ご、ごめんなさい……！　わ、わたしってば何て格好して……え、えと、これは違うんだよ……！　そ、そういうつもりじゃなくて、マホちゃんのシーンを再現しようとしただけで……っ……！」

　慌てた様子で起き上がろうとするものの、逆に焦あせりからか上体をわたわたさせてバランスを崩す。

「あ……っ……」

「明日あす夏か……！」

　前につんのめる格好で倒れかかってきた明日あす夏かを、転倒するすんでのところで俺は危うく受け止めた。







「あ、ありがと、せんせ……」

　目をシロクロとさせた明日あす夏かが申し訳なさそうにそう口にする。

「い、いや……」

　何とか明日あす夏かがケガとかをしないで済んだのはよかった。

　だけど……何というか、体勢はもっとデンジャラスかつバイオレンスなものになっていた。

　簡単に言ってしまえば馬乗りになった明日あす夏かが前に倒れこんできて、それを俺が抱きかかえつつ支えている形。身体からだの九割が密着している状態だ。しかも今の転倒未遂で着衣の乱れはなおも派手なものになってしまっていて……

　これはもう……ほとんどリバースだいしゅきホールドといっても過言ではなかった。

　明日あす夏かがさらにうろたえた表情になる。

「あ、あのっ、こ、これは、その、わざとじゃなくて……！」

「あ、ああ、分かってる……！　だ、大丈夫だから……！」

　とは言うものの何が大丈夫なのか自分でも分からない。

　と、そこでこっちに向かって顔を上げた明日あす夏かと目が合った。

「あ……」「お……」

　交差する視線。

　降り注ぐ光を反射して、明日あす夏かの琥こ珀はく色のきれいな瞳の中に、俺のクリムゾンライクな顔面が映っているのが見える。

「……」

「……」

　沈黙。

　お互いに口をぱくぱくさせながら何かを言おうとしているのに、言葉が出てこない。

　そのままどれくらいそうしていただろう。

　明日あす夏かがすっと目を閉じた。

「!?」

　え、な、何これ？　ど、どういうこと……？

　あまりの予想外すぎる展開に、思考が完全にフリーズする。意味が分からない、というか目の前で何が起こっているのかが理解できない。夢……じゃないですよね、これ？

　この状況で明日あす夏かが目をつむる理由。

①俺の顔面がクリムゾンっぽすぎて正視に耐えなかった。

②目にゴミが入ってしまった。

③両目ウインクを試してみた。

　これくらいしか考えられない。

　だけどそこで……もう一つの可能性が浮上する。




『明日あす夏かちゃんとはもう、キスくらいはした？』

『──もしかしたら、明日あす夏かちゃんも待ってるかもよ？』




　そんな美み夏かさんの言葉がふいに頭によみがえる。い──いやいや、まさかそんなことあり得ないですから！

　だけど明日あす夏かはきゅっと目を閉じて俺の身体からだにもたれかかったまま、動こうとしない。

　心臓が、一気に動きを加速するのを感じた。

　薄い布一枚を通して触れている部分から、明日あす夏かの体温と鼓動とが伝わってくる。

　え、こ、これって、そういうことなのか……？

　あいにくこの十六年間の人生でそういうハニーハント的なことをさっぱり経験したことがないから分からない。

　だけどそんな俺でも、空気が違うことは分かる。

　世界に二人きりになってしまったかのようなこの空気の中で突撃しなかったら……さすがに一生後悔しそうだってことも分かる。

　明日あす夏かに触れている手に力を入れる。

　明日あす夏かの身体からだが一瞬だけぴくりと動いたけれど、すぐにこちらに身を任せるように力が抜かれた。

　ゴクリとツバを吞のみ込こむ。

　もう一度だけ自分の中で大きくうなずいて。

　そのまま明日あす夏かとの間にある彼我の距離を限りなくゼロにしようとして──




「あ、あの～、お楽しみのところを大変申し訳ないのですが～」




「!!」「!?」

　のんびりとした声が、背後から申し訳なさそうに飛びこんできた。

　突然のバックアタックに心臓が口から飛び出るんじゃないかって勢いで振り返ると、そこに立っていたのは困り顔のおっとりメイドさんこと静しず琉るさんだった。

「し、しししししし静しず琉るさん……!?」

　明日あす夏かがエロマウントポジションを保ったまま今にも死んでしまいそうな声を上げる。

「す、すみません～……明らかにお邪魔かとも思って声をおかけするのを躊ちゆう躇ちよしたのですが……。ですがその、明日あす夏か様にお客様がいらしていまして～」

「お、お客さん？　わ、わたしに……？」

「はい～」

　あ──ああ、そういえば今日、サプライズのお客さんが来るって美み夏かさんが言っていたような……

　そのお客さんが来たってことなのだろうか。それにしても絶妙なタイミングですね……

「え、お、お客さんって、だれだろ？　特に聞いてないんだけど……」

　どうやら明日あす夏かは来客の話を聞いていなかったみたいで、ただでさえお月様みたいな目をさらに真ん丸にした。

「あ、はい～、ええと、こちらの方々なのですが～」

　静しず琉るさんの声とともに、部屋の扉が開かれる。

　一瞬の静寂。

　その向こうから現れた人物の姿に……俺の動きが完全に止まった。

「……え？」




　──明日夏だった。




　お嬢様モードの白しら百合ゆりのような微笑ほほえみを浮かべた明日あす夏かが、身体からだの前で手を上品に揃そろえながら部屋の入り口に立っていた。え、いや明日あす夏かはここにいるよね……？

　視線を戻してみると、そこにはやはり目をぱちぱちとさせる明日あす夏か（ただし人ひと懐なつこいモード）の姿。まるでお嬢様モードと人ひと懐なつこいモードとが分離してしまったかのように、二人の明日あす夏かがそこにいた。

　それにそれだけじゃなかった。

　さらにはその明日あす夏か（？）の後ろに立つ人物にも俺は見覚えがあって……

「あら？　えと、もしかしてあなたは……」

「……以前にお見かけしたお方です」

　ちょこんと首を傾かしげる明日あす夏か（？）にそう話しかける金髪碧へき眼がんメイドさん。

　そこにいたのは……以前に池袋のアニメ専門店で遭遇した、白昼夢の二人だった。
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　何となく、予感はしていた。

　きっとそうなんじゃないかという、漠然とした感覚。

　その予感に違わず、まだぽかんとした表情のままの明日あす夏かはこう口にした。




「お、お姉ちゃん……」




　その言葉を受けた明日あす夏か（？）はにっこりと笑った。

　そして優しげな眼まな差ざしをこっちに向けると、この上なく耳心地のいい声でこう言った。

「ふふ、久しぶりですね、明日あす夏かちゃん。──そしてそちらのお方も。またお会いいたしましたね」

「あ、え、は、はい……」

「もしかしてとは思っていたのですけれど、明日あす夏かちゃんのお知り合いの方だったんですね。えと、お話は伝わっているかもしれませんが、改めて自己紹介をさせていただきますね」

　そう言うと、明日あす夏か（？）はスカートの裾をちょこんと上品に指でつまんでその場で優雅に一回転して、深々と頭を下げた。




「──はじめまして。私は乃木坂未来と申します。乃の木ぎ坂ざか家の長女で、明日あす夏かちゃんの姉です」




　……ああ、やっぱりそうか。

　──乃の木ぎ坂ざか未み来らいさん。

　明日あす夏かのお姉さんにして、彼女が昔から憧れてやまない存在。

　かつての『ＡＭＷ研究会』の部長であり、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』であり、その神話級の逸話の数々は今でも語り継がれている。サメでいえば七メートル級のメガマウスみたいなレジェンドクラスの存在だ。

「お、お姉ちゃん……いつ帰ってきてたの？　ぜんぜん知らなかったってゆうか……」

「ふふふ、ごめんなさい。明日あす夏かちゃんたちをびっくりさせようと思って黙っていてもらったんです。それに色々と忙しくて、なかなかこちらの美み夏かさんのお家うちには来られませんでしたから……」

「そ、そなんだ……ほんとにびっくりしたよ～」

　まだ信じられないといった顔で明日あす夏かが息を吐く。

「それに今回は明日あす夏かちゃんだけでなくて、明日あす夏かちゃんが懇意にしているという方もいらっしゃっていると聞いていて。それでこの機会にぜひご挨拶をさせていただこうと思って、来させていただいたんですが……」

　そこで未み来らいさんはちらりとこっちを見た。

「ですが……あの時のお方だったなんて。うふふ、世間は狭いですね」

「あー、はい、そうですね」

「え？　お姉ちゃんとせんせーって、会ったことあるの？」

　未み来らいさんと俺の顔を明日あす夏かが見比べる。

「あ、うん、実はこの前の池袋で……」

「??」

　よく分からないって顔をする明日あす夏かに事情を説明する。

　すると、明日あす夏かはさらに驚いたような表情になってこう口にした。

「え……じゃああの時、お姉ちゃんたちも池袋にいたってこと？　それでニアミスもしてたって、すっごい偶然……」

　確かにそれはそうかもしれない。

　あの短い時間に池袋のアニメ専門店に乃の木ぎ坂ざか家の姉妹が揃そろっていたなんて、たぶんブルームーンとみずがめ座流星群が同時に見られるのと同じくらいの確率だ。

　と、それはともかく、こっちも自己紹介をしないと。

　俺は未み来らいさんの方に改めて向き直った。

「あ、ええと、俺は澤さわ村むら善よし人とっていいます。明日あす夏かとはクラスメイトで、同じ部活で、仲良くさせてもらっています」

　そう伝えると、なぜか未み来らいさんは少し驚いたように目を瞬しばたたかせた。

「澤さわ村むらさん……？」

「え？」

「もしかして、〝せんせー〟……ですか？」

「？　え、ええ、そうですけど……」

　じーっとその翡ひ翠すい色の瞳で真まっ直すぐに見つめてくる。え、な、何ですかね？　妹である明日あす夏かに〝せんせー〟なんて呼ばせている変態を蔑んだ目で見ているとかですかね……？

　やがて未み来らいさんは小さく息を吐いてこう言った。

「……びっくりしました。こんなことって、あるんですね」

「……？」

「まさか今日この場で〝せんせー〟に会えるなんて……もしかしたら、これは天の配剤というものなのかもしれません」

　そう言うと、未み来らいさんは改まった様子で俺の方に向き直った。

「あの、実は……澤さわ村むらさんにお願いがあるんです」

「お願い？」

「はい。実は──」

　そこで未み来らいさんは一度言葉を切った。

　さらさらと流れる髪の毛を押さえながら俺の方を見ると。

　そこでふいに真剣な表情になって、こう口にしたのだった。




「──あの……一日だけ、澤さわ村むらさんを貸していただけないでしょうか……？」
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「……。ええと……」

　何を言っているのか、さっぱり状況がつかめなかった。

　貸すって、俺を？　未み来らいさんに……？

　意味が分からずに首を捻ひねるしかない俺に、未み来らいさんは真剣な声音のまま続けた。

「あ、えと……そうですよね、これだけでは何のことか分からないので、ちゃんと説明をしないとですよね。あの、今回、私が留学先のオーストリアから戻ってきたのは、〝夏コミ〟に参加するためなんです」

「〝夏コミ〟に……？」

「はいです。実は私、『アルミ缶の上にあるミカン』というサークルを主宰しているのですが、その活動を久しぶりに再開しようと考えていて……。それで夏休みを利用して一時帰国をして、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の同人誌を作ったんです。ですが、少し困っていることがありまして……」

「困っていること？」

「はい」

　神妙な面持ちでうなずく。

「実は今回……澤さわ村むらさんをお借りしたいと言ったのはまさにそれに関してのことなんです。澤さわ村むらさんは、〝アキバ系〟の〝せんせー〟としての能力に非常に秀ひいでていると美み夏かさんから聞きました。〝アキバ系〟の、『マホちゃん』の創作物に対するアドバイスが実に的確であると……。その〝せんせー〟としての力を活いかして、よろしければ私のことも手伝ってくださらないでしょうか……？」

「え!!」「えっ!?」

　明日あす夏かと俺が同時に、持ちやすくするために器物に取り付けた棒状の部分みたいな声を上げた。

　何を言われたのか、一瞬分からなかった。

　あの伝説の〝アキバ系〟マスターにして完璧超人の中の完璧超人。いわくイラストの腕はプロ級で高校在学中から仕事の依頼があったとか、いわく小説では投稿していたサイトで常にランキング上位だったとか、いわくアニメの声優をやったことがあるとかの伝説に事欠かないあの未み来らいさん相手に……俺みたいな植物プランクトンが何を手伝うことがあるというのでしょうか……？

　返答に困る俺に、未み来らいさんは言った。

「……実は、長く海外にいたせいか、昨今の日本における〝アキバ系〟の事情に疎うといのです。向こうでもできる限りの情報は集めていたのですが、すっかり現場の生の空気というものからは縁遠くなってしまって……。先日もそのブランクを埋めようと池袋を訪れたのですが、やはり短期間ではなかなかそういった感覚というものを取り戻すことはできず……」

　そっか、だからあの時未み来らいさんは池袋にいたのか……

　とりあえず謎なぞは一つ解けた。

　未み来らいさんは続ける。

「そのせいなのか……私の同人誌には、何かが足りないような気がするんです。でもそれが何なのか、自分でも分からない……。なのでそれを解決するために、〝せんせー〟の力を貸していただけないでしょうか……？　こちらには他に頼れる人がいなくて……もしご迷惑でなければ、助けると思ってどうか少しだけ手伝っていただけると……」

　再び深々と頭を下げてそんなことを言ってくる。

「……」

　ううん、まさかあの未み来らいさんから、こんなお願いを受けるとは夢にも思っていなかった。

　何かの折に助けられることはあったとしても、その逆なんてシジミチョウの羽ばたきほども想像していなかった。だけど未み来らいさんの表情は真剣そのものだし、きっと本当に悩んでいるんだろう。

　とはいえ──とはいえやっぱりその申し出には躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　何度も言っているように今の俺の〝せんせー〟としての能力なんてせいぜい置物や漬け物石レベルだし、大した力になれるとも思えない。

　それに何よりも、そもそも俺は明日あす夏かの手伝いをするために、明日あす夏かの〝せんせー〟であるためにここにいるのであって……

「……いよ……」

「え……？」

　隣の明日あす夏かが、ぽつりと言った。

「……わたしは……いいよ？　一日だけならその間の原稿はわたしだけでもだいじょうぶだし、一人でもばりばり進めとくよ。それにお姉ちゃん……ほんとに困ってるみたい。だからせんせーがイヤじゃないなら……わたしは、いい」

「明日あす夏か……」

「ね、お姉ちゃんを手伝ってあげなよ」

　そう言ってにっこりと笑う。

　いや明日あす夏か本人にそんなことを言われてしまうと俺としてはどうしていいか分からなくなるじゃないですか……

　何て返事をすればいいのか戸惑っていると、未み来らいさんがさらに訴えかけるように見つめてきて、明日あす夏かも促すように笑顔で背中を押してくる。

「……」

　そこまで言うのなら……手伝うべきなのか？

　だけど現場の生の空気に疎うとくなってしまっているとは言っているとはいえ、それを差し引いたって完璧な〝アキバ系〟マスターである未み来らいさんに対して、俺が学ぶことこそあれ、アドバイスできることなんて果たしてあるのか──

「……ん？」

　ちょっと待った。

　完璧な〝アキバ系〟マスター……？

　学ぶことこそあれ……？

　その言葉に、何かが引っかかった。

　喉の奥にイサキ（骨が太い）の小骨がかすった感じ。

　そこでハタ（魚にあらず）と気付く。

　そうか、これってもしかしたら……

　ある考えが俺の中に浮かぶ。だとしたら……この申し出は現状を打破するきっかけともなり得るかもしれない。

「……分かりました」

「え？」

「そういうことなら、了解です。一日だけなら確かにそんなに時間も取られないですし、それに明日あす夏かがそう言うんなら、断る理由はないです」

　だから俺は、未み来らいさんに向かって言った。

「その話……受けさせてください。一日だけ、お手伝いをさせてもらいます。よろしくお願いします」

「あ……」

　未み来らいさんが、ほっとしたようにぱあっと表情を輝かせた。
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　そういう流れで、未み来らいさんの手伝いをすることになった。

　金髪碧へき眼がんのメイドさんの運転する車に乗って、美み夏かさん邸から少し離れた場所にある未み来らいさん邸へと移動する。

　ちなみにこちらも美み夏かさん邸に負けず劣らずの城みたいな立派な屋や敷しきだった。スマホの地図アプリで見たらきっと黒い森みたいになっているに違いない。とはいっても未み来らいさんは両親の仕事や本人の都合などで海外を転々とすることが多く（ピアニストとして活躍しているとのことだ）、普段はほとんどここには戻ってこないとのことだった。

「……こちらです」

　見上げるような大きさの門をくぐり、赤い絨じゆう毯たんが敷かれた廊下を金髪碧へき眼がんメイドさんを先頭に歩いていく。

　そういえばまだこのメイドさんがだれだか紹介されていないような……

　未み来らいさんにずっと付いてきているということは、おそらく彼女のお付きのメイドさんなのだろうけれど……

　その視線に気付いたのか、メイドさんが足を止めてぺこりと頭を下げた。

「……申し遅れました。私はアリスティア＝レイン。乃の木ぎ坂ざか家メイド隊序列第一位で、メイド長をやらせていただいていると同時に、未み来らい様のお傍そばに仕えさせていただいております」

「あ、よろしくお願いします」

「……よろしくお願いいたします。私のことは、お気軽にアリスちゃんとお呼び下さい」

「え？」

「……アリスちゃんとお呼びください」

「……。……ええと……」

「……わくわく」

「その、アリスさんは……」

「……しょんぼり」

　見て分かるくらいに肩を落としてしまった。

　どうもモデルみたいな見た目に似合わずにかなり愉快な人みたいだ。

「ふふ、アリスさんと澤さわ村むらさん、すっかり仲良しさんですね。何よりです♪」

　そのやり取りを見た未み来らいさんがそんなことを言っていた。ああ、うん、もしかしたらだけど、未み来らいさんってちょっとだけ天然なのかな……

　やがて廊下の一番奥にある部屋へと辿たどり着つく。

　明日あす夏かのものと同じくらい広く、きれいに片付けられた部屋。

　全体的に上品でいい匂いがしていかにもお嬢様の部屋といった雰囲気だけど、やっぱり壁に『ドジっ娘マホちゃん』のポスターが貼ってあるところに明日あす夏かとの共通点を感じさせられる。

　促されてソファに座っていると、未み来らいさんが何かを手にぱたぱたと近づいてきた。

「えと、こちらなのですが……」

　そう言って未み来らいさんが差し出してきたのは、二冊の本。

「こちらが、今回の〝夏コミ〟で頒布しようとしている、イラスト本と小説になります」

「これが……」

　あの未み来らいさんが書いた〝夏コミ〟の『マホちゃん』本か。

　きっと見る人が見たら、垂すい涎ぜんの品に違いない。

「それじゃあ、読ませてもらいます」

「──お願いします」

　深く頭を下げる未み来らいさんから本を受け取って、読み始める。

「あ……」

　──それはもう、圧倒的だった。

　数ページ読んだだけで、もうそのすごさの片へん鱗りんを感じ取ることができた。

　流れるような文章、緻密に練られた構成、手に汗を握るクライマックスからの感動的なエンディング。それらの全てが、とてつもなく高いレベルでまとめられている。たぶん俺が今まで読んだどんな小説よりも、読みやすく面白かった。

　さらにイラストも出色で、普通にネットなどで見かけるプロのイラストレーターさんと比べて何ら遜色はない。いやむしろその中でもかなり上手うまい方に位置する出来映えであって……

「すごい……」

　もはやそんな言葉しか出てこなかった（小並感）。

『ＡＭＷ研究会』で聞かされた数々の伝説には何一つ誇張なんてなかったってことを、まざまざと感じさせられた心地だった。それはこんな人を一番近くで見ていたら、明日あす夏かだって自分のことを劣等生だなんて言い出してしまうのもしょうがないかもしれない。

「あの、このシーンって、どうしてこんなに盛り上がるんですか？」

「あ、えとですね、そこはちょっと工夫をしているところなんです。クライマックスの前に一度マホちゃんをピンチにさせて、引きとタメを作ってから一気に盛り上げるようにしているんです。そうすれば、ほら、マホちゃんの活躍が際きわ立だつような気がして……」

「なるほど……こっちのマホちゃんが真相を語る場面がすごく印象に残るんですが、これって何かやってるんですか？」

「あ、こっちはですね。時系列を入れ替えることで一番見せたいシーンを強調させているんです。先に結論を見せておいて、そこに至るまでの過程を後から説明することで、印象を強めているといいますか……。文章表現で言うところの倒置法を、シーンに応用している感じでしょうか」

「そうなんですね……」

　何もかもが、ものすごく勉強になる。

　今まで感覚では何かが違うと思いつつもそれが何なのか表現できずにもどかしく感じていたことを、明確に言語化してくれている感じだった。

　他にもいくつかここはすごいと思ったポイントについて解説を聞いた。そのどれもに未み来らいさんは丁寧に分かりやすく、一つ一つ説明をしてくれた。

　やがて一通り俺の質問タイムが落ち着いたところで、未み来らいさんが真剣な表情で俺の顔を見た。

「えと……それで、どうでしたでしょうか？」

「え？」

「澤さわ村むらさんの、〝せんせー〟の目から見て、足りなかったりだとか改善したりした方がいいところは、ありますでしょうか……？」

　そうだった。

　そのために俺は来たんでした。

　とはいえ足りないところなんて……本当にあるんだろうか。

　こんなハイエンド極まりない作品を見てしまった後では、〝せんせー〟と呼ばれるのさえおこがましい気がする。現場の空気から遠ざかっていてなおこのクオリティなんて、本当に伝説の名に噓うそ偽りはないとしか言いようがない。

　そんな完璧とも言える未み来らいさんの同人誌に、足りないところなんて……

「……」

　ああ、でも。

　あえて言うのならば、ただ──ただ一つだけ。

　気になるといえば気になる点はあった。

　それは今日に至るまで明日あす夏かの『マホちゃん』小説を読んでいたからこそ、それとの対比で感じられたこと。

　でもそれは本当に僅かな違和感だし、俺の気のせいかもしれない。何せ明日あす夏かのもとではタヌキの置物レベルで役に立っていなかっただけに、まったく自信がない。

　だけどそれを伝えると、未み来らいさんはぐっと手をグーにして身を乗り出してきた。

「そ、それ、教えてください！」

　がっと俺の手を摑つかむ。

「きっとそれこそが、私が足りないと思っていた何かなんです！　どんな僅わずかなものでも構いません、どうか……！」

「は、はい……」

　その勢いに押されて、先を続ける。

「あ、そ、その、本当に細かいことなんですが……」

「は、はい……っ」

「話の中で、マホちゃんがハルくんへ想おもいを告げるシーンがありますよね？　そのくだりなんですが……」

　マホちゃんの、ハルくんへの想おもい。

　その一点だけが、何て言ったらいいんだろう。きれいすぎるというか、無難に整いすぎていて、僅かにだけ引っかかるように思えた。明日あす夏かの書いている小説では、そこが一番力が入れられていたところだったゆえに気付けたのかもしれない。恋するマホちゃんへの明日あす夏かの思い入れ──熱量と勢いというものを強く感じることができた。それがこの上なく心地ここち好よかった。

「マホちゃんの想おもい……」

　未み来らいさんが小さくつぶやく。

「いや、何ていうか、感覚的にちょっとそう思っただけなんで、合っているか自信はないんですが……」

「……いいえ、その通りだと思います」

　未み来らいさんが深くうなずいた。

「マホちゃんの想おもい、ハルくんのことを強く想おもう恋心……言われてみて気付きました。きっとそれこそが、私の作品に絶対的に足りなかったもの……」

　きゅっと胸の前で手を結びながら、そう口にする。

　よかった──俺のアドバイスが少しでも役に立ったのなら何よりだ。

　とはいえ少しだけ不思議に思う。どうして未み来らいさんはその僅かな違和感に気付かなかったんだろう。あんな風に自分の作品を客観的に見ることができて、理論立てて解説することができる未み来らいさんなら、俺なんかに指摘されるまでもなくそのことに気付いてもよかっただろうに……

「それは……」

　その疑問に、未み来らいさんが珍しく言葉を詰まらせる。

　少しの間口ごもった後、やがてごにょごにょとこう口にした。

「……そ、その、実は私は恋愛というものがあまりよく分からなくて……」

「え？」

「……お、お恥ずかしい話なのですが、私はまだ、恋というものをしたことがないんです。だからマホちゃんがハルくんを想おもう、恋慕の気持ちというものが、頭では理解していても感情では分からなくて……」

　それは意外すぎる言葉だった。

　才色兼備で、性格も朗らかで穏やかで優しくて、およそ完璧としか言いようがない未み来らいさん。

　そんな彼女だったら、きっと引く手なんてあまたどころか百裂拳状態でもおかしくはないだろうに……

「え、えへへ、おかしいですよね、こんな歳としになって……」

「え、あ、いえ、そんなことは……」

　別におかしいなんてことはこれっぽっちもないと思う。

　歳としとかじゃなくて、単にこんな高スペックな未み来らいさんがそうであることに驚いただけで……

「──でもありがとうございました。これで指針が見えました。何とか修正してみることにします」

「いえ、少しでも役に立てたならよかったです」

「少しどころか、すごく助かりました。さすがは〝せんせー〟です♪」

　そう言って、未み来らいさんはにっこりと笑った。

　まさに白しら百合ゆりが咲くという言葉がぴったりな、心に直接響く上品な笑顔だった。







　それからしばらくの間、未み来らいさんの修正作業の手伝いをした。

　といっても俺ができることは本当に僅かで、マホちゃんのハルくんに対する想おもいについて熱量が足りないと思われる箇所を指摘するくらいだった。だけどたったそれだけで、未み来らいさんは高級スポンジが水を吸収するような恐ろしいスピードで修正をこなしていった。

「ええと、マホちゃんは強い恋心を抱いているんですよね？　だったらここのシーンでは、ただハルくんを追いかけるだけじゃなくて、小さく叫ばせたりした方がいいのでしょうか……？」

「あ、それがいいと思います」

「分かりました。あ、それでしたらこちらの幕まく間あいでも心理描写をもう少し厚くして、もう少しマホちゃんの切ない想おもいを前面に出すようにしてみます」

「そうですね、そっちの方がより面白くなるかと……」

「了解です♪」

　そして、

「できました……！　修正、終了です……！」

　僅か一時間足らずで、未み来らいさんは俺が違和感を覚えていた点を全て改善していた。

「すごい……うん、バッチリだと思います。もう俺からは何も言うことはないというか……」

「ありがとうございます……これも全部、澤さわ村むらさんの、〝せんせー〟のおかげです」

　そう言って本当に嬉うれしそうに笑う。

　その無邪気な笑顔は少しだけ人ひと懐なつこいモードの明日あす夏かに近くて……思わずドキリとしてしまった。
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「──今日は本当にありがとうございました」

　そう言って未み来らいさんがぺこりと頭を下げた。

「澤さわ村むらさんのおかげで、とっても有意義な時間を過ごすことができました。本当に、感謝してもしきれないです」

「いえ、そんな……」

　俺は本当に大したことをしてない。

　ほとんど未み来らいさんがその圧倒的な能力で無双したようなものだ。

　すると未み来らいさんが言った。

「ふふふ、明日あす夏かちゃんが少しだけうらやましいです」

「え？」

「澤さわ村むらさんのような……素敵な方が、傍そばにいてくれて」

「や、そんな俺なんて……」

　明日あす夏かの役に立ったのは今のところアブラゼミ型クリムゾンとしてだけだし、未み来らいさんにも基本的にはマホちゃんの感情という足りなかった部分でしか手助けできなかった。どちらも一点突破型といいますか……

　だけど未み来らいさんは静かに首を振る。

「いいえ、そんなことはないです。澤さわ村むらさんがいらっしゃらなかったら、マホちゃんの気持ちという一番大事なところに気が付くことはできなかったと思います。それをうまく修正することも……。だからやっぱり、澤さわ村むらさんは素敵な〝せんせー〟です♪」

　そう言ってにっこりと微笑ほほえむ。

　その笑顔はやっぱりこの上なく明日あす夏かに似ていて……うう、何だか脳が微妙に混乱しそうになってくる……

　目の前にいるのが未み来らいさんなのか明日あす夏かなのかそこはかとなくゲシュタルト崩壊状態になっていると、未み来らいさんが何かを言いたげな表情でこっちを見上げていた。

「……」

「？」

「……あの、澤さわ村むらさん」

「はい？」

「その、これは無理だと承知のお願いなのですが……」

「？」




「そ、その……もしよければ、私にも、これから先色々とご教授してくださる気はありませんか？」




「え？」

　一瞬、何を言われているのか分からなかった。

　ご、ご教授……？

　ご教授とはだれかに何かを教えることであり、いわば先生役であり……え、それってつまり、簡単に言ってしまえばこれからも俺に〝せんせー〟をやってくれってことでしょうか……？

　そう訊きき返すと、未み来らいさんは小さくうなずいた。

「初めて……だったんです」

「初めて……？」

「はいです。こんな風にして……〝アキバ系〟の悩みについて、はっきりと意見を述べてくださった方は。もちろん、色々な面で私のことを助けてくださる方たちはたくさんいます。アリスさんもそうですし、美み夏かさんや那な波なみさん、明日あす夏かちゃんだってそうです。でも……」

　そこで一度未み来らいさんは言葉を止めた。

　そして少しだけ恥ずかしそうにうつむきながらも、こう口にした。

「〝アキバ系〟や、恋愛のことについてきちんと話すことができたのは……澤さわ村むらさんが、初めてでした。身内以外のだれかといっしょにいて、こんなに打ち解けた心地になれたのも……何だかそれが、すごく楽しくて……」

「あ……え……」

「だから、もしよろしければ、これからも時々でいいので〝せんせー〟になっていただけないでしょうか……？」

　真摯で真剣な、声音。

「そ、それは……」

　どう返答していいのか、僅かにだけ迷う。

　たぶん三Ｋとかが聞いたら、絶叫した挙げ句に卒倒しそうなレベルで喜ぶような申し出なんだろう。というか、〝せんせー〟としての役割が評価されたこと自体は素直に嬉うれしい。

　何といっても、相手はあの乃の木ぎ坂ざか未み来らいさんだ。

　才色兼備で性格が好ましくて、〝アキバ系〟にも精通していて、超が付くほどのお嬢様で、非の打ち所なんてマチ針の穴ほどもない、まさに世の男子の理想像を集約させた天上の女神とも言える存在。

　普通だったら、断る選択肢なんてあり得ないに決まっている。

　だけど──

「……すみません……」

「あ……」

　俺には、そう答えるしかできなかった。

「あの……俺なんかにそんなことを言ってくれたことは嬉うれしいです。俺も未み来らいさんと話しているのは楽しいですし、できることならこれからもお手伝いをしたいと思います。でも……」

「……」

「今は明日あす夏かの手助けだけで精一杯……というか、もともとそんな器用な方じゃないんです、俺。あっちも助けて、こっちもってことは、たぶんできないと思います。だったら……」

　そこで俺は未み来らいさんの顔を見た。

　明日あす夏かとそっくりな、でもどこか違う雰囲気を持った、姉妹の姉。

　それを真まっ直すぐに見据えて……俺は目一杯の誠意を込めてこう言った。




「だったら……俺は明日あす夏かの助けになりたいです。明日あす夏かだけの……〝せんせー〟になりたいんです。そう、決めたから……」




　それは俺の決心だった。

　別に約束をしたわけじゃない。

　そういう風に決められているわけでもない。

　だけど初めて明日あす夏かの〝秘密〟を知ってしまった時から、自分を変えたいと必死に努力をする姿を目まの当あたりにして、〝せんせー〟と呼ばれるようになった時から、たぶん心の中でそう決意していたんだと思う。

「そう……なんですね」

　未み来らいさんが少しだけ声を落としてそう言った。

「……分かりました。変なことを言ってしまってすみませんでした。このことは、忘れてくださると嬉うれしいです」

「すみません……」

「そ、そんな、謝らないでください……！　もともと無茶なお願いをしていたのですから……」

　本当にこっちのことを気遣ってくれているって顔でわたわたとそう言ってくる。

　うん、この人は本当にいい人なんだ。優しくて穏やかで人の気持ちを慮おもんぱかることができて、それでいて妹想おもいで……純粋に人としてこの上なく好感が持てる相手だ。

　……だからこそ、このままってわけにはいかないよな。

　俺が今回、未み来らいさんの手伝いを了承した本当の理由。

　……やっぱり、これだけは言っておきたかった。

「──あの、未み来らいさん」

「はい？」

「実は……今回、未み来らいさんのお願いを受けた理由は、未み来らいさんのことを思ってじゃないんです」

　そう、俺が手伝いをしたのは未み来らいさんのためじゃない。

　本当の理由は別にある。

　それは……

「本当は──」

　と、そこで俺の言葉は未み来らいさんの人差し指に遮られた。

「ええ、分かっています」

「え……？」

「明日あす夏かちゃんの、ためなんですよね？」

　未み来らいさんは真まっ直すぐにこっちを見てそう言った。

「気付いてたんですか……？」

「そこまで分かっていたわけではないです。でも、澤さわ村むらさんが明日あす夏かちゃんのことをとても大切に思ってくださっているということはうかがっていました。だったらきっと、その気持ちにブレはないのだろうなぁ、と」
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　どこか遠くを見るような目でそう言う。

　そう──俺が未み来らいさんの手伝いをしたのは、明日あす夏かのためだ。

〝せんせー〟としてうまいアドバイスができないという目下の悩みを、〝アキバ系〟マスターである未み来らいさんから何かを学ぶことで、解決できるんじゃないかと思ったから。

　結果として、それは達成された。丁寧で筋道立った未み来らいさんの解説を聞くことで、小説を読んで感じた違和感を言葉にする際のコツのようなものが少しだけ摑つかめたような気がした。それは間違いなく……明日あす夏かの助けになるはずだ。

「明日あす夏かちゃんのところに行ってあげてください」

　小さく微笑ほほえんで、未み来らいさんはそう言った。

「明日あす夏かちゃん……優しい子だから、口では私のことを手伝ってと言っていましたけれど……もしかしたら、さみしい思いをしているかもしれないです。だから澤さわ村むらさんが、〝せんせー〟がフォローしてあげてください」

「未み来らいさん……」

　真まっ直すぐに俺の顔を見ながら目を細める。

　それは妹のことを大切に思う、優しい姉の口調だった。

「──分かりました。失礼します……！」

　そううなずき返して、俺は駆け出した。




　　　　＊




「……よかったのですか、未み来らい様」

「……しかたないです。明日あす夏かちゃんのためと言われてしまったら、私には何も言えません」

「……しかし……」

「いいんです、アリスさん。私……明日あす夏かちゃんも、澤さわ村むらさんも、どちらも大好きですから。だから二人が笑顔になることができるのが一番いいと思ってしまうんです」

「……未み来らい様……」

「でも……」

「……？」

「でも……〝せんせー〟になっていただくのは諦めますけど、お友だちでいるくらいは……望んでもいいですよね？　私……澤さわ村むらさんと、お友だちになりたいです」

「……未み来らい様……ええ、大丈夫です。陰ながらですが、私も応援いたします」

「ありがとう、アリスさん。私、少しだけ、がんばってみますね……」







　　　　８




「ハア……ハア……」

　美み夏かさん邸への道のりを、野性を失ったお座ざ敷しきマルチーズ（体力ない）のように荒い呼吸をしながら、俺は全速力で走っていた。

　何だか無性に明日あす夏かに会いたかった。

　会って、話をして、その向日葵ひまわりのような笑顔が見たかった。

　離れていたのはほんの四、五時間くらいのはずなのに、もう何日も明日あす夏かに会っていないような気がする。何だろうね、これ。明日あす夏か依存症とかですかね……？

　そんなよく分からない病名（？）はともかく、美み夏かさん邸への道を急ぐ。

　そこの角を曲がれば、美み夏かさん邸はもう目と鼻の先のはずだ。

　動かす足をさらに速めようとして。

　ドンッ……！

「きゃっ……」

「おわっ……」

[image: ]

　何かにぶつかった。

　小さく柔らかなシルエットが、その場でぽてんと尻もちをつく。

　そこにいたのは……

「明日あす夏か……？」

「え、せ、せんせー……？」

　明日あす夏かだった。

　尻もちをついたまま、驚いたようにこっちを見上げている。

「え、ど、どうしたの？　お姉ちゃんのお手伝いは……」

「ん、それはもう終わったんだ。明日あす夏かこそ、どうしてここに？」

「え、そ、それは……」

　その問いに、明日あす夏かは一瞬ためらうような様子を見せた。

　だけどすぐにきゅっと目をつむって、絞り出すようにこう口にした。

「……た、から……」

「え？」




「……せ、せんせーに、会いたくなっちゃったから……！」




　それは辺り一面に響くような、大きな声だった。

「お、俺に？」

「そ、そうだよ……！　一日だけならいいなんて言っちゃったけど、いざそうなってみるとせんせーがいないのはさみしくて……や、やっぱり、せんせーをお姉ちゃんに貸したくないんだよ～……こ、こんなのわたしのわがままだって分かってるよ……お姉ちゃんはほんとに困ってて、せんせーはきっとそれを解決できて……でもせんせーがお姉ちゃんと仲良くしてると思うと、胸が苦しくてもやもやして……あ～、も、もう頭がぐちゃぐちゃでよく分かんない！　で、でも、せんせーは……せんせーは……わたしだけのせんせーでいて……ほしい、の……！」

「明日あす夏か……」

「うう、何でこんなことになってるんだろ、自分でも何を言ってるんだか分かんない……」

　ツインテールを揺らして頭をふるふると振りながらそう下を向く。

　その言葉は──嬉うれしかった。

　俺は明日あす夏かだけの〝せんせー〟でいたいと思ったわけだし、明日あす夏かも俺のことを明日あす夏かだけの〝せんせー〟でいてほしいと思ってくれていた。だってこれって、二人とも同じことを考えていたってことですよね……？

　だから俺は言った。

「……大丈夫だから」

「え……？」

「俺は……明日あす夏かの、明日あす夏かだけの〝せんせー〟だから」

「え、で、でも……」

　声を細くしながら俺の顔を見る。

「もしもお姉ちゃんにも〝せんせー〟になってほしいって言われたら、どうするの……？　せんせーはすごく優しくてすごく天日干ししたお布ふ団とんみたいだから、きっとお姉ちゃんもその良さに気付いて、自分の〝せんせー〟にもなってほしいって言い出すよ。そうに決まってるもん……」

　まさについさっきそう言われたばっかりです。

　さすが姉妹、お互いのことをよく分かってる……

「そうなったら……せんせーは、きっとお姉ちゃんの〝せんせー〟になっちゃう……」

「え？」

「だって……お姉ちゃんとわたしを比べて……わたしを選ぶ人なんていない……お姉ちゃんはきれいで何でもできて、〝アキバ系〟のマスターで……それに比べたらわたしなんて、〝アキバ系〟のこともよく分かってない、何をやっても必死に努力してやっとお姉ちゃんの背中が見えるくらいの劣等生で……」

　何だか雲行きが怪しくなってきた。

　というか、ちょっとだけネガティブでちょっとだけ物騒な、素の明日あす夏かが出てきているような気がする。

　明日あす夏か（素？）はさらに続けた。

「そんなお姉ちゃんとわたしだったら、だれだって我先にお姉ちゃんに飛びつくに決まってる……わたしなんて、嚙かませ犬に決まってる……だって……」




「けっきょく、わたしはお姉ちゃんの……下位互換でしかないんだもん……」




「……」

　……ああ、うん。

　さすがにこれ以上は言わせておけなかった。

　俺は明日あす夏かの肩に手を置くと、真まっ直すぐにその目を見て言った。

「？　せんせー……？」

「そんなこと、ない」

「え……？」

「明日あす夏かは未み来らいさんの下位互換なんかじゃない。選ぶ人がだれもいないなんて、そんなことは絶対にない」

　それだけは、きちんと伝えておきたかった。

　確かに未み来らいさんは完璧だ。

　完璧で、欠点なんてなくて、だけどそれでいてできる人にありがちな冷たさや近寄りがたさなども感じさせないほんわかとした温かさもある。

　だけど、それと明日あす夏か個人の魅力とは……別問題だ。

「未み来らいさんには未み来らいさんのいいところがあって、明日あす夏かには明日あす夏かのいいところがある。それは同じレベルで語る話じゃないと思う」

　明日あす夏かの魅力は明日あす夏かだけのもので、それは唯一無二のものだと俺は思っている。

　明るくて、人ひと懐なつこくて、上品で、お嬢様で、そうは見えないけれどドジなところがあって、少しばかりネガティブで物騒な面もあって。

　明日あす夏か本人は未み来らいさんを目指しているだけあってそのことにぜんぜん気付いていないけれど、それは確かに明日あす夏か個人の魅力だ。

　明日あす夏かと未み来らいさんの違いは、上下のあるものじゃない。

　違う個性として、横に並び立つもの。

　少なくとも、俺にとってはそうだった。

「俺は……その、そんな明日あす夏かが好きだ。未み来らいさんと比べてどうとかじゃなくて、純粋に、明日あす夏か本人が」

「あ……」

「だから、そんな風にだれも明日あす夏かを選ばないなんて言わないでくれ。何ていうか、俺が、選ぶから……」

「せ、せんせー……」

　明日あす夏かが声を震わせながら小さく顔を上げる。

「そ、そんなこと……そんな嬉うれしいこと、言われたのは初めてだよ……お姉ちゃんの妹としてじゃなくて、乃の木ぎ坂ざか家の次女としてじゃなくて、わたし個人をそんな風に好きだなんて言ってくれたのって……」

「明日あす夏か……」

「ど、どうしよう……う、うれしすぎて……どうにかなっちゃいそうだよ……」

　そう言うと、明日あす夏かは頰に両手を当てて、ぱふっと俺の胸の中に顔を埋めてきた。

　そのまま背中に手を回してぎゅーっとくっついてくる。

「わ、わたしもせんせーが好き……優しくて、王子さまみたいで、あったかい日だまりみたいな、せんせーのことが大好き。やっぱり、他のだれに選んでもらえなくてもいい。せんせーだけに選んでもらえたら……それでいい」

　それはもう、俺にとっても頰が緩んでオランウータン型クリムゾンのようになってしまいそうなほどの、嬉うれしい言葉だった。

　しばらくの間、そのままの状態で互いの体温と存在とを感じ合う。

　穏やかで、静かで、優しい時間。

　やがて、明日あす夏かがゆっくりと顔をこっちに向けて上げた。

「明日あす夏か……」

「せんせー……」

　視線が合う。

　宝石みたいにキラキラと輝く、琥こ珀はく色の明日あす夏かの瞳。

　周囲から音が消えて、まるで世界には俺たち二人だけしかいないような、そんな錯覚に襲われる。

　自然と、引力によって引き寄せられているかのように二人の距離は近づいていき。

「……」

「……」

　そのまま二人のシルエットが一つになりかけて──




「あ、あの～、ものすごくいい雰囲気の中、申し訳ないのですが～……」




「!!」「!?」

　背後から声がかけられた。

　バッ！　と二人慌てて磁石の反発のごとく離れて声の元を辿たどると……そこにいたのは、ぺこぺことすまなそうな顔で頭を下げる静しず琉るさんだった。いや絶対狙ってやってるでしょこのメイドさん……！

「も、申し訳ありません～。ですがもうそろそろ澤さわ村むら様が戻ってこられるはずなので、お迎えに向かった方がいいと美み夏か様に言われてやって来たのですが～」

「え……」

「美み夏かおかーさんが……？」

「はい～」

　美み夏かさんがそんなことを……？

　てことはつまり美み夏かさんには、俺が未み来らいさんの申し出を断ってすぐに戻ってくることと、明日あす夏かが俺を追いかけて飛び出していくことまでお見通しだったってことなんですかね……？

　明日あす夏かと顔を見合わせる。うん、でもあの人ならにこにこ笑顔でそれくらいはやりそうですよね……

「……ぷっ」

「……あはは」

　どちらともなく笑い合う。

　何だかおかしくなってきてしまった。

　そんな俺たちを見て、静しず琉るさんが不思議そうに首を傾かしげていた。

「行こうか、明日あす夏か」

「うんっ、せんせー♪」

　そううなずき合って。

　手を繫つなぎながら、美み夏かさん邸まで戻ったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる62]（秘密レベルＳＳ）

　明日あす夏かは、その、俺だけに選んでもらえればいいらしい……









　　　　９




　さて、色々とあった合宿も、いよいよ終わりを迎えつつあった。

　いくつかあった懸け念ねん事項もなくなったことだし、後はもう前だけを見ながらがんばって、『マホちゃん』小説を完成させるだけだ。

「えっと、せんせー、ここのマホちゃんとハルくんのやり取りなんだけど、もう少し盛り上げるにはどうしたらいいかな？」

「ん、どれどれ……たぶんだけど、いったんマホちゃんとハルくんを離れさせて、感情のタメを作ったらいいと思う。そうすれば後のシーンに弾みがつくから……」

「あ、なるほど！　そだね、分かった、了解～！」

　二人で協力しながら一心に原稿を進めていく。

　未み来らいさんのもとで色々と学ぶことができたおかげで、俺もだいぶマシな戦力になることができるようになっていた。これで脱置物。ようやく人間になれた気がします。

「せんせー、こっちのシーンの伏線なんだけど……」

「それはひとまず置いておいて大丈夫だと思う。結論を書いてから考えればたぶん間に合う」

「ここの部分、誤字ってないかな？　勢い重視で書いたからちょっと不安で……」

「そこは調べておくから、明日あす夏かはとりあえず他の部分の推すい敲こうを進めておいて」

「ありがと！　そうする」

　そうしてみるみると原稿は埋まっていき。




「──できた……！」




　合宿十日目にして〝夏コミ〟本番三日前。

　とうとう明日あす夏かの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』小説が……完成した。

　三十六ページのコピー本。

　決して豪華とは言えないけど……二人で作った初めての同人誌だ。うん、なんかこうして見ると感動する。いや作業をがんばったのはほとんど明日あす夏かで、俺は置物であった期間が長かったんだけれども。

「ちょっと通して読んでみようかな……」

　だいたいの内容は把握していたけれど、こうして本の形で読むとまた違う印象を受ける気がする。

　特に最終章である第五章は未み来らいさんの手伝いをしていた間に明日あす夏かが書き上げていたため、まだ見ていない。

　どうなっているのかと思いそのページを開こうとして、

「あ、だ、だめ～！」

「え？」

　明日あす夏かに止められた。

「……え、えっと、あのね、最終章だけは、〝夏コミ〟当日になってからせんせーには見てほしいんだ」

「え？」

「そ、その、大した理由があるわけじゃないんだけど、その方が嬉うれしいかなって。……だ、だめ？」

「いや、ダメってことはないけど……」

　まあ四章まではほぼ見せてもらったし、ここまで書けるようになった明日あす夏かなら最終章はノータッチでも大丈夫だと思う。でも何だってそんなこと……？

　そう尋ねると、明日あす夏かはなぜだか少しだけ頰を赤くして、こう言ったのだった。




「い、いいの、それは……〝秘密〟だから」




「？」

　そう言うのなら〝夏コミ〟での楽しみに取っておくけれども……

　ともあれそういうわけで、合宿は終わりを告げたのだった。







　──そうして、いよいよ〝夏コミ〟がやってくる。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる63]（秘密レベルＡ）

『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』小説の最終章を読むのは〝夏コミ〟当日まで待ってほしい。
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　　　　＊




『──お待たせいたしました。それでは、ただ今より〝夏コミ〟を開催いたします──』




　たくさんのサークルで埋め尽くされた東京ビッグサイトのホールにそんなアナウンスが流れた。

　それに呼応するかのように、辺りから波のような拍手が巻き起こる。

「い、いよいよ始まるんですね……」

「あ、ああ」

　隣のお嬢様モードの明日あす夏かが、少しだけ緊張したようにそう声を漏らす。

　俺たちがいるのはサークルスペース内だ。

　壁ではなくて、普通の島中の一角。

　三Ｋたちの知り合いのスペースなのだが、中にいるのは明日あす夏かと俺だけ。そのサークルの同人誌をいっしょに販売するという条件で、俺たちだけで使わせてもらえることになったのだった。

「え、ええと、値札はつけましたし、見本も見やすいように配置して、テーブルクロスも敷きました。お釣りも用意してあるのでだいじょうぶで……」

　明日あす夏かがわたわたと落ちつきなく動き回る。

　基本的な注意事項は事前に冬ふゆ姫きに教えてもらっていた。

　明日あす夏かも口にしていたように、値札を用意すること、お釣りを用意すること、テーブルクロスを用意すること、他にはゴミ袋や筆記用具などを用意すること、ガムテープを用意すること、などなど。あとは暑さがものすごいことになるので、熱中症対策に水分を絶対に用意しておくことくらいか。

「大丈夫だって。何度も確認したんだから、後はなるようにしかならないって」

「そ、そうですよね……」

　とは言うものの緊張した様子の明日あす夏か。その気持ちは分かるんだけれど……

　やがて一般の参加者が入場してくる。

「──さ、始まるぞ」

「は、はいっ……！」







　ドドドドドド……！

　ホールの入り口のさらに向こうから地鳴りのような音が聞こえてくるのを感じた。

「さ、澤さわ村むらさん、これは……？」

「あー、あれはたぶん開幕ダッシュだと思う。その名の通り、開幕と同時に入り口からダッシュで向かってくる参加者たちの足音……って、冬ふゆ姫きが言ってた」

　ダッシュと言ってはいるけれど、会場内は走ってはいけないことになっているため、実際は早歩きといったところだろう。それにしても実際に地鳴りがするものなんですね……

　少しして、一般参加者たちの先頭が姿を現し始めた。

　それを皮切りにしてなだれこむようにして次々とホールに人が入ってきて、あっという間に辺りは混雑状態になる。

　それを見て、明日あす夏かが少しだけ不安げにこう口にした。

「お客さん……来てくださるでしょうか……？」

「大丈夫、あんなにがんばったんだから、絶対うまくいくって」

「は、はい……」

　テーブルの上に積まれた『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』小説に目を落とす。

　今回俺たちが用意したのは三十冊。

　ネットで調べたり冬ふゆ姫きに聞いたりした結果、その数に落ち着いた。初参加で、宣伝もしていないサークルだと、それくらいが妥当だと冬ふゆ姫きは言っていた。

「いらっしゃいませ、よかったら見ていってください」

「『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のオリジナル小説です！　見本もありますよ」

　二人で辺りを行き交う参加者に声をかける。

　足を止めて見本を見てくれる人は何人かいたものの、なかなかお買い上げには至らない。うーん、難しい……

　それでも諦めずに実演販売のお兄さんのように声を出し続ける。

　だんだんと気温が上がってきて、〝夏コミ〟名物である伝説の〝夏コミ雲〟（来場者達たちの身体からだから発せられた汗などの水分がもととなって、ホール内に白い霧のような雲が発生する現象。冷静に考えるとすごいことですよね……）なんてものも見られる中を、通路を通る人たち一人一人に声をかけていく。

　そして──その時がやってくる。

　開会から、ちょうど三十分ほど経たった頃だっただろうか。

　声をかけてきたのは、一人の女子だった。

「こちら、見せていただいていいですか？」

「は、はい」

「……」

「……」

「『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』本なんですね。オリジナルですか？」

「あ、そ、そうです。アニメ後のお話を創作したもので……」

「そうなんですね……」

「……」

「すみません、こちら一冊いただけますか？」

「あ……」

　初のお買い上げが決まった瞬間だった。

　お礼を言いながら明日あす夏かが震える手で本を手渡すと、女子はこう口にした。

「私『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』大好きなんです。今回は『ゆるヤマ△』本が多くて『マホちゃん』本はないのかなってがっかりしていたんですけど、いいのを見付けられてよかったです！」

　そう言って、女子は笑顔で去っていった。

　後には感激でもうほとんど泣きそうな明日あす夏かが残される。

「せ、せんせ……さ、澤さわ村むらさん……ほ、本が、私たちの本が、う、売れて……！」

「あ、ああ、売れた……売れたんだ……！」

「澤さわ村むらさん……！」

「明日あす夏か……！」

　明日あす夏かと手を取り合って喜ぶ。

　その場でニワトリ型クリムゾンのモノマネをして「コケー！」と鳴いてもいいくらいに胸が躍っていた。自分たちで作った創作物が認めてもらえた──。何というか、この感動は実際に体験した者じゃないと分からない気がする。

「うん、この勢いでドンドン売っていこう！」

「はいっ！　がんばって声をかけます……！」

　二人うなずき合って、さらに大声で宣伝を続けるのだった。







　それからも、ちょこちょこと同人誌は売れた。

　だいたい三十分に一冊くらいの割合。

　売れていく度に、明日あす夏かが喜びをかみ殺したうずうずとした笑顔になっていたのが微笑ほほえましかった。

「何ていいますか、自分の子どもたちが巣立つのを見ているみたいな気分です……♪」

「え、こ、子ども？」

「はいです。だって同人誌は澤さわ村むらさんと二人で一生懸命に作ったものです。言ってしまえば……澤さわ村むらさんと私の、私たちの子どもです♪」

「……」

　もちろん明日あす夏かは他意があって言っているのではないことは分かりきっていたけれど、今の言葉から何だか明日あす夏かとの新婚生活やら家族生活やらがモワモワと頭に浮かんで勝手に少しだけドキドキしてしまったのは……俺の頭がこの暑さでやられているからということにしておいてください……

　しばらくすると、冬ふゆ姫きや部長、三Ｋたちも自分たちの買い物の途中に立ち寄ってくれた。

「お、やってるねー、乃の木ぎ坂ざかさん、善よし人とー！　おお、かなり売れてる、すごいー！」

「朝あさ倉くらさんのおかげです。目に留まりやすい配置のやり方や、分かりやすい値札の書き方などを教えてくださって……」

「いいっていいってー。乃の木ぎ坂ざかさんがサークル参加ってなったら応援しないわけにはいかないもんねー！　あ、私にも一つちょうだいー！」

　そう言って冬ふゆ姫きも一冊買っていってくれて。

「うん、やっているな、乃の木ぎ坂ざかさんに澤さわ村むら。手伝えなくてすまないが、キミたちの分も『ゆるヤマ△』の同人誌は確保しておいたからそれで勘弁してくれ。──ああ、もちろん私も一冊もらおうか」

「ありがとうございます……！」

「おお、こちらが乃の木ぎ坂ざかさんの新刊ですな！　三冊くだされ」

「『ドジっ娘マホちゃん』小説とは……この『ゆるヤマ△』全盛のご時世に素晴らしい。挑戦的です。三冊買いましょう」

「あれだな、温故知新ってやつだな！　三冊くれ！」

　部長も一冊、三Ｋたちは何と各三冊ずつ買ってくれた。保存用、観賞用、布教用だとのことだった。ありがたいけどそんなに買う必要はないような……

　そうこうしている内に、あっという間に午前中は終わった。




　　　　＊＊




「──それじゃあ、私は休憩に行ってきますね」

「うん、了解」

　人の波もピークを越えて落ち着いてきた時間帯。

　交代で取ることになっていた休憩に、まずは明日あす夏かが行くことになった。

　その間、サークルスペースには俺一人になる。とはいっても一度に訪れる人の数は決して多くなかったため、十分に対処できる。

　何人かのお客さんに対応しながら、のんびりと周囲の様子を眺めていたその時だった。

　一人のお客がやって来た。




「──こんにちは♪」




　鈴を鳴らしたような涼やかな声。

　見るとそこにはにこにこと白しら百合ゆりのように微笑ほほえむ明日あす夏かがそこに立っていた。

　いや──明日あす夏かじゃない。見た目はそっくりであるけれど少しだけ大人っぽくて少しだけ雰囲気の異なるその人は……未み来らいさんだ。今日の明日あす夏かは終日未み来らいさんモードであるから、一瞬間違えそうになってしまった。

「あ、こんにちは、来てくれたんですね」

　俺が声をかけると未み来らいさんはにっこりとうなずく。

「はい、そうなんです。明日あす夏かちゃんの初のさーくる参加と聞いたので、やっぱり実際に見てみたいと思ってしまいまして……。えと、明日あす夏かちゃんは……？」

「あー、明日あす夏かは今、休憩に行っちゃってるんです」

「あ、そうなんですね」

「もう少ししたら戻ってくると思いますけど……」

「ううん……そうしたいところなんですが、あまり時間がなかったりもします。ちょっと無理を言って抜け出てきてしまったので……」

　残念そうに声を落とす。そっか、未み来らいさんもサークル参加してるんだもんな。『アルミ缶の上にあるミカン』だったっけ。あんまり長い間自分のサークルスペースを抜けるわけにもいかないか……

「えっと、すみませんが明日あす夏かちゃんにはよろしくお伝えください。──あ、新刊、三冊もらえますか？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　どうやら未み来らいさんもやっぱり保存用、観賞用、布教用に三冊買う派らしい。

　バッグから財布を取り出し支払いをしようとして、




「あ……っ……」




　派手に小銭をぶちまけた。

　床に大量の硬貨が転がって、未み来らいさんが慌てた顔になる。

「だ、大丈夫ですか？」

「あ、へ、平気です。す、すぐに拾いますから！　あ、あれれ……」

　そうは言うものの、恐ろしく手て際ぎわが悪い。

　一枚の小銭を拾うのに十秒くらいかかるもんだから、その間に他の小銭がどんどんと遠くに転がっていってしまう。

　見ていられなかったのでスペースを出て手伝う。

「ええと、こっちに転がっていったのは俺が拾いますから」

「あ、ありがとうございます……」

　その間も、手にした小銭をとりこぼしながらあわあわとしていた。あれ、未み来らいさんってこんなにドジだったっけかな……？

　やがて小銭を全て拾い終わり、未み来らいさんが申し訳なさそうに口にする。

「お、お手数をおかけいたしました……」

「いえ、ぜんぜんです」

「同人誌の方もありがとうございました。楽しみに読ませていただきますね♪　それでは、失礼いたします」

　そう深々と頭を下げて、未み来らいさんは去っていった。

　うーん、何か違和感があったんだけど、何だったんですかね……

　その疑問は、その後すぐに解決されることになる。

　未み来らいさんが去ってからほんの五分後。




「──こんにちは♪」




　にこにこと白百合のような笑みを浮かべる未来さんが、やって来た。

「……？　ええと、忘れものか何かですか？」

「？　忘れもの……？」

「ええ、さっき来た時に何か忘れていったとか……」

　その俺の言葉に、未み来らいさんは心底不思議そうな顔で首を傾けた。

「えと……私がこちらを訪れたのは、今が初めてなのですが……」

「え？」

「あの、さっきまでずっと、自分のサークルスペースでお手伝いをしていましたので……」

「……」

　じゃ、じゃあ、さっきの未み来らいさんは何？　ド、ドッペルゲンガー……？

　まさかこんな真っ昼間の東京ビッグサイトで都市伝説に遭遇してしまった……？

　突如降りかかってきた怪奇現象におののいていると、




「──ふう、お待たせいたしました♪」




　また、三人目の未み来らいさんが現れた。

「ひいっ！」

　思わず悲鳴みたいな声が出てしまった。

　な、何なの？　何が起こってるの……？

「え。あ、あの、澤さわ村むらさん……？」

「え……？」

「ど、どうしたんですか、そんなヤンバルクイナ型クリムゾンでも見たような顔をして……」

　休憩から戻ってきた、明日あす夏かでした。

　その姿があまりにも未み来らいさんそっくりだったため、一瞬見間違えてしまいました……

　ん、でもこの三人目の未み来らいさん（？）は明日あす夏かだとして……じゃあさっきの、一人目の未み来らいさん（？）は何だったんだろう……？

　そのことを明日あす夏かたちに話すと、姉妹はその鏡映しのような顔を見合わせた。

「えと、私にそっくりな方……ですか」

「それで、私の同人誌を三冊買っていかれたと……」

「あ、ああ……」

「しかもすごくドジで、小銭をこぼしたりしていて……」

「私のことを、探されていたんですよね？」

「う、うん……」

「それって……」

「ええ、たぶんそうですよね……」

　姉妹が何かを察したかのようにうなずき合う。

「ふふ」

「あはは」

　そして同じ顔でそろって笑い出した。

「え、あの、どういうこと……？」

　まるで状況がつかめずに置いてけぼりの俺。

　そんな俺に、明日あす夏かと未み来らいさんは笑顔でこう言ったのだった。




「「──〝秘密〟、です♪」」




「??」

　意味が分からず、俺はただただ目を丸くするしかなかったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる64]（秘密レベルＡ）

　姉である未み来らいさんにはドッペルゲンガーが存在する……？









　その後は緩やかに時間は過ぎていった。

　同人誌も一定のペースで売れ続け、完売とまではいかないまでも、九割近くを消化することができた。

　そして迎えた午後四時。




『──ただいまをもちまして、三日間の全日程を終了させていただきます。ありがとうございました』




　閉会のアナウンスとともに、開会時と同じように拍手の波が会場中を包みこむ。

「終わっちゃい……ましたね」

「ああ……」

　どこか寂しいような、どこか何かを達成したような、不思議な気分。

　──こうして明日あす夏かと俺の初めての〝夏コミ〟が、終わったのだった。
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・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる65]（秘密レベルＣ）

　初めてのサークル参加で売れた同人誌は二十六冊。









　　　　＊＊＊




「では乃の木ぎ坂ざかさんのサークル初参加の成功を祝して、乾杯！」

「「「かんぱーい！」」」

　神楽かぐら坂ざか部長の音おん頭どでそんな声が上げられて。

　グラスを打ち鳴らす音が、辺りに響き渡った。

　場所は美み夏かさん邸の客間。

　そこで……今回の〝夏コミ〟の打ち上げが開かれていた。

　参加者は明日あす夏か、冬ふゆ姫き、神楽かぐら坂ざか部長、俺、木き村むら・河こう野の・古こ林ばやしの三Ｋ、そして未み来らいさんの八人だった。

「はー、今年も終わったかー！　それでそれで乃の木ぎ坂ざかさん、初サークル参加を終えてみての感想はー？」

「あ、え、えと、そうですね……何もかもが新鮮で、どきどきしてしまいました。何よりも手に取ってくださった方の反応を間近で見ることができたのが嬉うれしくて……」

「うんうん、分かるー。そこがサークル参加の一番の醍だい醐ご味みだよねー！」

「はいです。それにちょっとしたサプライズもありましたので……」

「？」

　たぶんだけど明日あす夏かが言っているのは、あの未み来らいさんドッペルゲンガー事件のことだろう。結局あれが何だったのか、謎のままなんですよね……

「うーん、でも今回も楽しかったねー！　乃の木ぎ坂ざかさんたちのサークル参加は大成功だし、私たちも目当ての同人誌はたっくさんゲットできたし、ほんと最高の夏だぜー！」

　冬ふゆ姫きが楽しそうに声を上げる。

「そうですな。実りのある三日間でした」

「手に入れた同人誌は、均等に分配することにいたしましょう」

「ああ、でも猫川さんのちょっと肌色が多い本だけは俺がもらうけどな！」

「えー、それだったら私もレンちゃんとナビスコの百合ゆり本ぼんは譲れないー！」

　そう言って冬ふゆ姫きと三Ｋたちが、入手してきた同人誌を床に並べて盛り上がる。

　と、そこに、

「あらあら、とっても楽しそうですね。私も混ぜていただいてもいいですか？」

「どうぞどうぞー！　……って、あれれー？　乃の木ぎ坂ざかさん……じゃないー？　すごい似てるけど……」

「見た目はそっくりですな。……はっ、こ、これはもしや……」

「ま、まさか……噂うわさに聞く複製人間……あるいは少女ペット……」

「そうに違いない……！　だが乃の木ぎ坂ざかさんの複製体なら一家に一体欲しいぜ……！」

　困惑する冬ふゆ姫き（とアホなことを言い出す三Ｋ）たちに、

「え、ええと、私、乃の木ぎ坂ざか未み来らいと申します。明日あす夏かちゃんの姉で……あなた方とははじめてですよね？　はじめまして」

「乃の木ぎ坂ざかさんのお姉さん……？　え、じゃあもしかしてー？」

「ま、まさかあの伝説の〝アキバ系〟マスターにして、『アルミ缶の上にあるミカン』主宰のあの未み来らいさんなのですかな……!?」

「え？　あ、はいです。『アルミ缶の上にあるミカン』は私のサークルですが……」

「う、うおお！　や、やはりそうなのですな！」

「ああ、まさか乃の木ぎ坂ざか未み来らいさんに会うことができるとは……！」

「もう今死んでもいい……！」

　未み来らいさんを前にして、三Ｋたちはほとんど骨なしチキン状態だった。

　ていうか、そうか、『アルミ缶の上にあるミカン』ってどこかで聞いた覚えがあると思ったら、キャンプの時に冬ふゆ姫きたちが言ってた今年三年ぶりに復活した伝説のサークルの名前だったっけ……

　何でも一日の最高売り上げが八千冊だとかいう。や、そんな超巨大サークルの主宰者にアドバイスをしていたのかと思うと今さらながらにサラブレッド（凱がい旋せん門もん賞馬）の耳に下手くそな念仏もいいところというか……

　ちなみに未み来らいさんにその伝説のサークルの売り上げを訊きいてみたんだけれど……俺たちのものとは桁が二つほど違って、そっと忘れることにした。いやそれすごすぎでしょう……

　仕方がないとはいえ大きすぎるサークル間格差に何とも言えない気分になっていると、未み来らいさんにそっと声をかける人物がいた。

「未み来らい先輩……お久しぶりです」

「雪ゆき埜のちゃん。ええ、お久しぶりです」

　神楽かぐら坂ざか部長だった。

　親しげな笑みを浮かべて、言葉を交わしている。

「半年ぶりですね。それにしても未み来らい先輩……戻ってきていらっしゃったのなら、一言くらい声をかけてくださってもいいのに……」

「ごめんなさい。雪ゆき埜のちゃん、今年は受験だし、忙しいかと思いまして……」

「そんな、水くさいですよ。『ＡＭＷ研究会』にいらっしゃった時みたいに気軽に接してください」

「雪ゆき埜のちゃん……ええ、そうですね、そうさせてもらいます」

　そう言ってにっこりと笑い合う。

　あれこの二人って知り合いだったっけ……と思うも、考えてみれば未み来らいさんは俺たちの三つ上だから、ちょうど部長とは一歳差の先輩後輩ってことなのか。

「いやはや、今日という日に我々が出会えたのも何かの縁ですな！　ここに新旧『ＡＭＷ研究会』の交流会を行いましょうぞ！」

「この機を逃すなど愚の骨頂でしかありませんからね」

「フゥオオオ……何だかたぎってきたぜ……！」

「は、はあ……？」

「……あまり未み来らい先輩にご迷惑をかけないようにな」

　三Ｋの興奮具合に未み来らいさんが目をぱちくりとさせ、神楽かぐら坂ざか部長が小さくため息を吐く。

　何ともカオスの極みなのだった。




　　　　＊＊＊＊




「ふぅ……」

　大きく息を吐いて。

　俺は客間のすぐ外にあったテラスで、欄干にもたれかかった。

　客間の方からはいまだに楽しそうな声が聞こえてくる。

　冬ふゆ姫きの止まらないマシンガントーク、三Ｋたちのよく分からないフェチ話、部長と未み来らいさんの語らい。いつの間にかその輪の中に美み夏かさんやら那な波なみさんやらアリスさんやら静しず琉るさん、さらにその知り合いであるという三人の男の人も加わっていて、これ以上ないくらいの大盛り上がりだった。

　あまりに盛り上がり過ぎて三Ｋたちがまた俺のメイド服＆スク水偏愛疑惑を持ち出してきたので、慌ててトイレということで逃げ出してきたのである。〝夏コミ〟に三日間参加していたっていうのに元気すぎますよねあの人たち……




「せーんせ♪」




　と、弾むような声が背中からかけられた。

　振り返ってみると、そこにはにこにこと楽しそうな笑みを浮かべる明日あす夏か（人ひと懐なつこいモード）が立っていた。

「どしたの、こんなところで」

「ん、ちょっと休憩中っていうか……」

「あー、中の盛り上がり、すっごいもんね～」

　少しだけ苦笑するようにそう口にする。

　そしてそのまま俺の隣にそっと並んだ。

「わたしもちょっと休憩してく。ん～、いい風だね♪」

「昼間はあんなに暑かったのに、この時間だとさすがに少し涼しいな」

「そだね～。あの〝夏コミ雲〟っていうの、すごかったよ～」

　思い出すように明日あす夏かが顔を上に向ける。

　しばらくの間、そのまま〝夏コミ〟の思い出話に終始する。

「あ～、でもやっぱり初めて本を買ってもらえた時は感激したよね～。ほんと、泣きそうになっちゃったもん」

「うん、それは分かる。グッときた」

「お姉ちゃんもスペースに来てくれたし、楽しかったな～」

「あ、未み来らいさんといえば、やっぱりあの未み来らいさんのドッペルゲンガーが気になるんだけど……」

「ふふ～、それは〝秘密〟。でもその内せんせーには教えてあげるね♪」

　そんな和やかなやり取り。

　やがてそれも一段落し、何となく静寂が訪れる。

　するとちょっと改まったように、明日あす夏かがこう尋ねてきた。

「あ、あのさ、せんせー」

「うん」

「えっと、『マホちゃん』本の最終章……読んだりした？」

「え？　あ、うん、〝夏コミ〟が始まる前に」

〝夏コミ〟までは読まないでくれと明日あす夏かが言っていた最終第五章。

　それだったら、〝夏コミ〟開始前の準備中に読み終わっていた。

「そ、そっか……」

　内容はこうだった。




　時系列はアニメオリジナルのすぐ後。

　新しいクリムゾンとの戦いを続けるマホちゃん。そんな中、想おもいを寄せるハルくんがマホちゃんのもとに戻ってきて、共にクリムゾンと戦うことになる。共有する時間を通して、互いの想おもいを通じ合わせる二人。そして全ての黒幕であったウーパールーパー型クリムゾンとの戦いを経て、二人は結ばれるというものである。

　ちなみにアニメオリジナルでは……マホちゃんは姉である『シホちゃん』から魔力を借り受けていただけで、本人はほんの僅かな魔力しか持っていない魔法少女としては劣等生という設定だった。マホちゃんのことを慕うハルくんも、実はもともとは姉の知り合いで、マホちゃんの持つ『シホちゃん』の魔力に懐なつかしさを覚えて無意識にマホちゃんを求めていたのだった。そのため最終的にはマホちゃんのもとを去り『シホちゃん』のもとへ行ってしまうという、バッドエンドにも近い終わり方だった。

　それを改変して、明日あす夏かはハッピーエンドを小説のクライマックスとして持ってくることにしたのだ。




「もしかしたらね……マホちゃんに、自分のことを重ねちゃってたのかもしれない」

　明日あす夏かは少しだけ苦笑をしながらそう口にした。

「昔からそうだったんだー。どんなにがんばって何かを成功させても、お姉ちゃんの妹だからって言われる。未み来らいさんの妹だから乃の木ぎ坂ざか家の人間だから、できて当然って言われる。みんな、わたしじゃなくて、わたしを通して後ろにいるお姉ちゃんのことを見てた。それこそわたしは、お姉ちゃんの魔力を借り受けてそこにいるみたいだったんだよ。……ううん、それが悪いって言ってるんじゃないの。ただ、それだとわたしのことだけを純粋に見てくれている人って、この世界にいるのかなあって思って……」

「……」

「そう考えると、何だかすっごくさみしくなった。何のためにがんばってるのか、分からなくなった。そんな時に出会ったのが……せんせーだったんだよ」

　真剣な表情になって俺の目を見る。

「せんせーは他の人たちと違った。お姉ちゃんの妹としてのわたしじゃなくて、いつだってちゃんとわたしのことを見てくれた。わたしはわたしだって言ってくれた。それがすっごく嬉うれしくて、すっごくどきどきして……だから『マホちゃん』小説の最終章は、自分の気持ちを重ねちゃったんだと思う……」

「……」

　そうか、あのハッピーエンドには、明日あす夏かの願いと希望とが込められていたってわけなんだ……

　読んだ時に感じた、マホちゃんの想おもいの強さというものが分かったような気がした。あれはまさに明日あす夏か自身が、その、俺へと向けてくれている想おもいでもあったわけであり……って、なんか改めて口にすると少し照れますね……

　俺がどこぞのクネクネのごとく身体からだをくねらせながら若干気持ち悪く照れていると、明日あす夏かは言った。

「それでもね……やっぱり、ちょっとだけ怖かったんだ……」

「怖かった？」

　明日あす夏かが小さくうなずいた。

「……うん。せんせーのことは信じてたけど、それはお姉ちゃんのことを間近で見てないから、実際にお姉ちゃんのすごいところを目まの当あたりにしてないからだと思っちゃって……それを見ちゃったら、『ゆるヤマ△』の覇権に飲みこまれて『マホちゃん』が忘れられちゃったみたいに、やっぱりせんせーの気持ちがお姉ちゃんにいっちゃうんじゃないかって。わたしなんて、火が消えたみたいにせんせーの中から消えちゃうんじゃないかって……怖かったんだよ」

「明日あす夏か……」

「だけど……せんせーはそんなことなかった」

　明日あす夏かは真まっ直すぐにこっちを見て言った。

「お姉ちゃんに実際に会っても、せんせーはぜんぜん変わらなくて……やっぱりわたしの傍そばにいてくれた。そのことが、わたしには衝撃だった。もうマホちゃんのマジカルジェノサイドブラックジャックでノックアウトされたくらいの、今世紀最大の大事件だったんだよ」

　嚙かみしめるような口調。

　明日あす夏かが本当にそう思ってくれていることが、ひしひしと伝わってきた。

「──なーんて、なんか難しい話をしちゃったけど、わたしが言いたいことは、すっごく簡単なんだ」

「簡単？」

　明日あす夏かがこっくりとうなずく。

「うん、そう。結局わたしはせんせーのことが大好きで、これからもずっとずーっとせんせーといっしょにいたいってこと。それだけなんだよ」

「明日あす夏か……」

「へ、へへ～、何だかちょっと、改めて言うのは恥ずかしいね」

　そう言うと、明日あす夏かはぱふっと俺の胸に顔を埋めてきた。

「こ、このままだと真っ赤な顔が見られちゃって恥ずかしいから、ちょ、ちょっとだけこうさせて？」

　頰をすり寄せながら甘えるようにそう言ってくる。

　何だかじゃれついてくる仔こ犬いぬみたいだった。

　その様子はもうかわいさに値段があったのなら国家予算に匹敵するんじゃないかってくらいの突き抜けっぷりで、常軌を逸するほどに愛おしくて……

　そんな明日あす夏かに、俺も言った。

「俺も……同じ気持ちだ」

「え？」

「俺も明日あす夏かとずっといっしょにいたい。一番近くで明日あす夏かのことを見ていたい。たぶん望むことは……それだけだと思う。だって」

「？」




「俺にとって……その、明日あす夏かは、永遠の覇権だから……」




「せ、せんせー……」

　埋めた顔を、明日あす夏かが上げる。

　その頰は、言っていた通り確かに完熟リンゴみたいに真っ赤になっていて……

　俺は少し迷いながらも、その細くて小さな身体からだを抱き締めた。

　明日あす夏かは小さく「あっ……」と声を漏らしたものの、すぐに身を任せてきてくれる。

　柔らかな感触と甘やかな匂い、かすかな息遣いが間近に迫るのを感じた。

　そのままさらに強く抱き締めようとして──

「……」

　と、これまでのパターンだと、この辺りで背後から静しず琉るさんが声をかけてくるところですよね……？

　素早く後ろを見る。だけどそこにはおっとりメイドさんの姿は見当たらない。よし、これなら今回は大丈夫──

「……（じ～×四）……」

　──じゃなかった。

　……なんか、いた。

　テラスの出入り口のところで、重なるようにしながらこっちを見つめる四つの人影があった。

「……何してるんですか……」

「え？　ん～、おに～さんたちが出ていったままなかなか戻ってこないから見に来たところだったんだけど……」

「うふふ、どうぞ私たちに構わずにお続けください～」

「あ、わ、私は何も見ていませんから～。え、ええ、本当に～……」

「あ、あの、わ、私はその、え、えと、あ、あわあわあわあわ……」

「……」「……」

　未み来らいさんまで何やってるんですか……

　揃そろって覗のぞき見み好きな乃の木ぎ坂ざか家の関係者に呆あきれていると、

「ねえねえ、それで何してるところだったの？　愛の告白？　恋人同士の甘い語らい？　ほんと、ちょうど今来たところだったから肝心なところが聞けなかったんだよね～」

　美み夏かさんがにやにやとしながらそんなことを訊きいてくる。

　会話の詳細を聞いていなかったのは本当かもしれないけれど、完全に面白がっている顔だ。

　だったら、それに対する返事なんて決まっている。

　明日あす夏かと俺は顔を見合わせてうなずき合うと。

　声を揃そろえてこう返したのだった。




「「──〝秘密〟です！」」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる66]（秘密レベルＳＳＳ）

　俺とずっとずっといっしょにいたいと……思ってくれているらしい。












　　　　＊＊＊＊＊




「ふ～、楽しかった～」

「お疲れさまです、美み夏か様」

「ありがと、那な波なみさん。うんうん、まあ色々あったけど、明日あす夏かちゃんとおに～さん、順調に進んでいってるみたいだね～」

「そうですね～。ふふふ、微笑ほほえましい限りです～」

「……」

「美み夏か様？」

「あのさ、那な波なみさん」

「はい～？」

「……もしかしたら、わたしもあの時に勇気を出して明日あす夏かちゃんみたいに動いてたら、何か変わってたのかな……」

「え……？」

「なりふり構わないで行動して、おに～さんのことだけを想おもってたら、また違った現在いまもあって……」

「美み夏か様～……」

「……な～んてね、そんなセンチメンタルなことをちょっと思っただけ。いいのいいの、おに～さんはお姉ちゃんといっしょにいるのが、一番お似合いなんだから」

「それは～……」

「あ～、ちょっと感傷的になっちゃっただけだから、ほんと気にしないでってば。……って、そんなこと言ってたらおに～さんから電話だ。──はい、もしもし。うん、美み夏かだよ。……え、そうなの？　うん、いいけどまた急だね～。うん……うん……分かった、明日あす夏かちゃんたちにもそう伝えておくよ。ん、じゃあまたね～」

「裕ゆう人と様ですか～？」

「あ、うん。そうなんだけど……」

「？　何か問題でも発生いたしましたか～？」

「問題っていうか……」




「──あのね、来週、お姉ちゃんとおに～さんが、明日あす夏かちゃんたちに会いに帰ってくるんだって」







[image: ]







　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密』二巻をお届けいたします。







　さてさて、ありがたいことに二巻をお届けできることになりました。これも一巻を応援してくださった皆様のおかげです。本当にありがとうございます……！　さらに今巻が発売になる頃には同月発売の電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに短編がおそらく掲載されているのではないかと思います（まだ書いていないので推定ですみません……）。今巻の続きとなるお話の予定です。もしも続きをすぐに読みたいという方は、そちらを手に取っていただければ……と思います。

　今回は、夏休みとその前後のお話です。夏といえば水着ということで、カバーにもあるような水着話も含まれている他、それ以外にも夏らしいお話がいっぱいの巻となっております。過ぎた夏を思い出しながら読んでいただければ幸いです。

　またこちらの前作となる、『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』全十六巻も、ただ今発売中です。本編のヒロインの明日あす夏かの母親の話となっております。ぜひぜひこちらもよろしくお願いいたします。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の皆様。今回もネタ出しから何からお世話になりました。ありがとうございます……！

　イラストのしゃあ様。前巻・前シリーズから引き続き素敵なイラストを本当にありがとうございます。水着明日あす夏か最高です！　現時点ではまだ見ていない新キャラがどうなっているのか楽しみです……！







　そして何よりもこの本を手に取って下さった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇一八年八月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく　









本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「しゃあ先生」係











初出




第一話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.63」（2018年9月）




間章／「電撃文庫MAGAZINE Vol.61」（2018年5月）




プロローグ、第二話、第三話、エピローグ／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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